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義兄の純愛～初めての恋もカラダも、エリート弁護士に教えられました～










恋人関係への昇格を要求します




　彼との秘密の時間は、土曜日の午後から始まる。

　白を基調としてアクセントにパステルカラーを取り入れ、精いっぱいかわいらしさを演出した私の部屋に大好きな人を招く。ふたりきりで過ごすこの時間は、私にとって背徳感たっぷりなひと時である。

　愛する彼――水みず篠しの聖ひじりは私の家庭教師だ。中学の頃から短大二年生の今まで、主に週末にここへ来ていろいろなことを教えてくれる。

　十一歳年上の彼は凛とした雰囲気を纏まといつつ物腰も柔らかな、素敵な大人の男性。厳しい一面もあるけれど九割は甘くて、難しい問題が解けたりなにかひとつ成功したりすれば、魅力的すぎる笑顔でたくさん褒めてくれる。

　そして、女子たちに人気のアイドルや俳優への興味を失うほど顔がいい。中性的な印象のアーモンド形の瞳、すっと通った鼻筋、色気のある唇にシャープな顎……どの角度から見ても完璧。

　こんな人がそばにいて甘やかされたら、惹かれない方が難しいだろう。私はいつの間にか、本気で彼のことを好きになっていた。

　今日も課題でわからないことがあって家庭教師をお願いしているが、下心があるのは否めない。

　午後三時、聖さんが来る約束の時間になりそわそわして待っていると、アパートの外で車が停まる音がした。レースカーテンを開けて二階からそっと見下ろすと、予想通り黒の高級ハイブリッドカーが停まっている。

　車のドアが開き、黒いチェスターコートを羽織った聖さんが降りてきた。彼は自然にこちらを見上げる。まるで私が覗いているのをわかっていたかのように。

　ぱちっと視線が合い、私を捉えた彼の表情がふっとほころんだ。胸がギュッと掴まれ、顔が火照るのを感じながらそろそろとカーテンを閉める。

　……これだけでドキドキしてしまうって、本当に重症じゃないの。すごく久しぶりに会うわけでもないのに。

　ほどなくしてインターホンが鳴ったので、ストレートロングの髪をささっと手ぐしで整えて玄関に向かった。

　私は目が大きいと羨ましがられるが、自分ではやや幼く見える顔立ちだと思う。身長も百五十六センチと小柄でスタイルも平凡だし、少しでも大人っぽく見せたくて髪を伸ばしている。

　出迎えた彼は、休みのはずなのに、ナチュラルスタイルの髪がビジネス仕様にセットされているしスーツ姿だ。いつ見てもたまらなくカッコよくて見み惚とれてしまう。

「お待たせ、六りっ花か」

　落ち着いた笑みを浮かべ、艶のある低い声で名前を呼ばれると胸が甘く疼く。

「仕事だったの？　ごめんね、忙しいのに」

「大丈夫だよ。六花との時間も大事だから」

　さらりと嬉しすぎることを言ってくれるので、私はニヤける口元を隠せなかった。

　自分の部屋へ招くと、聖さんは脱いだコートをポールハンガーにかける。もう七年もここに来ているので、さすがに手慣れている。

　そして、長い指をネクタイの結び目に差し込んで緩める。

「じゃあ、始めようか」

　そこはかとないセクシーさを感じる声を合図に、私の脈拍数は上昇を始めた。

　――そこからは、私の秘密の時間。

　緊張感漂う部屋にふたりきり。聖さんの扇情的な声が耳元で響く。

「何度も教えたでしょう。自分で入れてみて」

　いつもリードしてくれる彼だが、優しいだけじゃない。時に意地悪に翻弄してくる。

　これができればきっとご褒美をもらえるから、私は言われるがまま目的のものを中へ挿入する。

「こ、こう？」

「ん……上手」

　満足したような吐息交じりの声が鼓膜をくすぐり、背筋がぞくりとした。

　どうしてこんなに色っぽいの。これだけで息が上がってしまいそう。

「動かすよ」

　そう言うと共に私の手に彼のそれが重ねられ、どっくんと心臓が飛び跳ねた。妄想が限界を突破する。

「っ……無理！」

　思わず音ねをあげて顔を背けると、一瞬目を丸くした聖さんは呆れ顔に変わる。

「なにが無理？　グラフを動かすだけだけど」

　……彼の言う通り、今私はプレゼン資料にグラフや表を挿入する方法をおさらいしていて、マウスを持つ手を動かされただけ。彼はなんらいやらしいことはしていない。

　しかし、聖さんが醸し出す色気と私の恋心が合わさって、家庭教師をしてもらうたびイケナイ妄想をしてしまう。脳内でこっそり楽しんでいる秘密の時間なのだ。

　私は赤くなっているだろう顔を俯かせて呟く。

「聖さんのせいだよ……」

「こんなに優しくしてるのに？」

「それも！」

　彼は不服そうに小首を傾げ、私は両手で顔を覆った。

　今みたいなセリフをあなたに言われると、エッチなシチュエーションに変換されてしまうのですよ！　さっきから〝入れる〟が〝挿れる〟に聞こえて困るんですよ！

　私たちがどうこうなるとは思えないから、妄想するしかないのだ。

　聖さんは、三十歳にして自身の法律事務所を経営しているエリート弁護士。対する私、吉よし越ごえ六花は県内にある短大の栄養学科に通う十九歳。彼が未成年に手を出すことはないだろうし、それ以前にきっと恋愛対象として見られていない。紳士的で優しい人だから、甘いのは私にだけではないのだろう。

　聖さんが家庭教師をしてくれるようになったのは、中学一年生の夏頃。勉強についていけなくなりそうな私を心配した母が、職場でよくしてくれていた人に相談したらしい。

　その人が『うちの息子は教えるのが好きだし面倒見がいいから、家庭教師を頼んでみるよ』と言い、聖さんも了承してくれたのが事の始まりだ。

　のちに、母が相談したのは『水篠リゾート』という会社の社長さんだと知った時は驚愕した。彼が経営しているリゾートホテルで働いていたとはいえただの清掃員だった母が、まさかトップの方と交流があったとは。

　つまり、彼のひとり息子である聖さんは御曹司ということになる。私とは住む世界が違いすぎて、最初は気後れしてしまったっけ。

　私は、覚えていないくらい幼い頃に両親が離婚し、母子家庭で育った。小学四年生頃に東とう京きょうから母の実家がある軽かる井い沢ざわに引っ越して、祖父母が生きている間はなにかと援助してもらったが決して裕福ではない。

　私自身も高校からずっとコンビニでアルバイトをしている。時給は高くないが、少しでも家計の足しになればと思って。

　だから、家庭教師を雇う金銭的余裕はないはずだったのだ。ところが、聖さんは『私の息抜きのひとつですから、お金はいりません』と、なんと無償で引き受けてくれたのである。御曹司故の余裕なのかもしれないけれど、私たちからすればありがたすぎる話だった。

　彼は学校の先生よりもわかりやすく丁寧に教えてくれるので、受験はすべてうまくいった。それは、いつの間にか恋していた聖さんに少しでも好印象を与えたくて、勉強を頑張っていたせいでもある。

　受験を終えた現在もなにかと理由をつけて会っているのは乙女心からなのだが、今日の課題には本当に苦しんでいる。

「なんでパワポ使わなきゃいけないんだろ……私、こういうの疎いのに」

　栄養管理学の研究結果をまとめ、プレゼン資料を作成している途中の画面を見ながらため息をついた。

　私が食物栄養の世界に興味を持ったのは、おそらく母の影響である。片親でも母は料理の手を抜かず、バランスのいい食事を作ってくれているおかげで健康に育ってこられた。食べ物の力ってすごいなと思い、気が付いたら食の道に進みたいと考えるようになっていたのだ。

　しかし、パソコンで献立作成や栄養価計算はできても、それ以上の操作が苦手な私はレポートなどをまとめるのに苦労していて、そのたび聖さんを頼っている。

　片膝を立てて座っている彼は、隣でぶつぶつ言っている私にふっと苦笑を漏らす。

「ちゃんと単位取って卒業してくれよ。俺も家庭教師を卒業したいから」

　なにげなく口にされた言葉に、チクリと胸が痛んだ。

　……もういい加減にやめたいよね、家庭教師なんて。私が社会人になれば必然的に終わるが、こうして会えなくなると思うとものすごく寂しい。彼がそれを望んでいるのも。

　気分が沈みかけていた時、玄関のドアが開く音と「ただいま～」という声が聞こえてハッとした。もう母が帰ってくる時間になっていたらしい。

　ドアを開けて顔を出すと、狭いダイニングキッチンでコートを着たままの母が買い物袋をテーブルに置いていた。

　避暑地として有名な軽井沢は、十一月中旬の今は夕方でもかなり寒いので、母の鼻の頭が赤くなっている。

「おかえり～」

「雪ゆき乃のさん、お邪魔しています」

　私の後ろから聖さんも顔を覗かせると、母は明るい笑顔で「聖くん、いらっしゃい！」と返した。母にとって、彼は息子のようなものなのだ。

　聖さんもまた、十年以上前にお母様を事故で亡くしているせいもあるのか、とても慕ってくれている。今日もこの後、一緒に夕飯を食べていくだろう。

　聖さんのお父様の水篠社長も交えて、四人で何度か食事をしたこともある。私たち母子にとてもよくしてくれる彼らには感謝しかない。

　母はコートを脱ぎ、てきぱきとエプロンをつけながら言う。

「また六花が呼んだんでしょう。ごめんね、忙しいのに。よければ夕飯食べていって」

「ありがとうございます。雪乃さんの手料理、好きなんですよ。嬉しいです」

　女なら誰でもドキッとしてしまうのではと思う微笑みを向けられ、母もぽっと頬を染めて顔をニヤけさせる。

「んも～相変わらず口がうまいんだから！　特大ハンバーグ焼いちゃう！」

　とってもご満悦そうな母は、玉ねぎを取り出してさっそく準備を始める。聖さんスマイルは彼女の活力にもなるらしい。

　母が仕事の時は私も料理をするのだが、今日のように来客がある場合は母が振る舞いたいようなので任せている。

　聖さんがお礼を言い、ドアを閉めて再びふたりきりの空間に戻る。

「さて、もう少し頑張ろうか」

「つらい……」

「はい、座る」

　問答無用で腕を引かれ、彼の隣に座らされた。もちろん嫌がっていても終わらないのはわかっているので、渋々作業を再開する。

　聖さんは真剣な表情になって、私と一緒に画面を覗き込んで丁寧にサポートしてくれる。

　彼はとても頭がよく、知識も豊富だ。それは弁護士としても同じで、一般民事はもちろん、離婚や相続などの家事事件や刑事事件も担当するオールマイティーな人。軽井沢のような地方では、特定の分野を専門として集客するのが難しいため、幅広い分野を取り扱うことがほとんどなのだそう。

　確かに都会に比べたら法律事務所は少ないのだが、それを加味しなくても、聖さんと彼の友人とで立ち上げたという『水すい簾れん法律事務所』はこの地域の人たちにとってなくてはならない存在になっている。相談に訪れる人が後を絶たず、評判を聞きつけてわざわざ隣県からやってくる人もいるらしいから。

　それはおそらく、依頼人が求めていることを的確に捉えて彼らを守り抜く人柄や、冷静かつ巧妙な交渉能力に長けていて信頼度がとても高いからだろう。噂が噂を呼び、依頼人は増えていく一方なのだ。

　優秀な弁護士であり御曹司でもある。十一歳も年上だし、私には分不相応な相手だと重々わかっている。

　それでも、手を伸ばさずにはいられない。本気で好きになってしまったから。

「聖さんと一緒に働いてみたかったな……」

　なんとか一段落ついたタイミングで、勉強とはなんら関係のないことをぽつりと呟いた。彼は私に目を向け、〝先生〟の表情を崩してわずかに口角を上げる。

「六花が興味を持ったのは別の仕事じゃないか」

「だからこそだよ」

　もし私も弁護士の仕事に魅力を感じていたら、きっと聖さんのお手伝いをするべくパラリーガルでも目指していただろう。生憎そちらの道には進めそうになく、私は栄養士になる。

　しかし、聖さんとまったく関わりがないわけではない。私が就職先に選んだのは、水簾法律事務所にもお弁当を届けている会社だから。

　社食やお弁当を提供する『ハースキッチン』は、本社で栄養士がメニューを考え、併設する工場で料理を作っている。ここで働けば、間接的に聖さんの健康を守るお手伝いができる！と思ったのがきっかけだ。……推しに貢ぐオタクの発想と似ているな。

　就活は幸いにもスムーズに進み、先月内定をもらったばかり。ハースキッチンの本社は軽井沢にあるので、家から通えるのはありがたい。

　そういうわけで、私はもうすぐ短大を卒業し、聖さんのお世話になることもなくなるのだ。

「でも、私も社会人になったら、もう少し聖さんに近づける気がする」

　希望を抱いてそう呟くと、彼は優しい笑みを浮かべる。

「今だってこんなに近くにいるだろ」

　甘さを含んだように感じる低い声が耳に届き、ドキリと胸が鳴った。今になって、肩に寄りかかれるくらい彼が近くにいるのを意識してしまい、右半身が火照りだす。

　……違うんだよ。物理的な距離じゃなくて、心も近づきたいの。自立した社会人になれば、少しは私も女性として意識してもらえるんじゃないかって思うから。

　もどかしさを抱きながら、栄養学のテキストをめくっている彼に声をかける。

「ねえ、聖さん」

「ん？」

「来月、私二十歳になるの」

　自ら宣言すると、聖さんはこちらに顔を向けてすぐに返す。

「十二月十五日だろ。毎年お祝いしてるんだから、もちろん覚えてるよ」

　家庭教師を始めた頃から、彼は毎年誕生日にケーキを買ってきてくれる。だから忘れられているとは思っていなかったが、今年は特に確認しておきたい。

「今年もお祝いしてくれる？」

「そのつもりだけど」

　当たり前のように返す彼に嬉しさが込み上げるも、ついでに緊張も増して口ごもってしまう。

　そんな私を不思議に思ったらしく、聖さんは私の顔を覗き込んでくる。間近に整いすぎた顔が迫って、ひと際大きく心臓が揺れ動いた。

「どうした、なにか欲しいものでもある？」

　――欲しいのは、聖さん自身なんです。

　なんて、そこまでストレートには言えないけれど、二十歳になったら勇気を出して告白しようと決めている。未成年のうちは断られる可能性が高そうだから、ずっと我慢していたのだ。

　民法の改正で、来年の四月から成人年齢は十八歳に引き下げられるという。生まれるのが一年早ければ、もしかしたらもう告白していたかもしれない。

　もちろん、成人したからってＯＫされるわけじゃない。聖さんは誠実な人だから、適当な気持ちで付き合ったりしないとわかっている。

　ダメでもいいのだ。とにかく溢れそうなこの想いを伝えなければ、次に進めそうにない。

　逸はやる気持ちを落ち着けて、平静を装ってこくりと頷く。

「……うん。当日に言うね」

「当日？」

　わずかに首を傾げた聖さんは、棚の上に置いてあるカレンダーを見やる。どうやら誕生日の曜日を確認しているらしい。

「じゃあデートするか。休みじゃないから夜になるけど、たまにはふたりで祝うのもいいだろ。そこで欲しいもの買ってあげるよ」

　こちらに向き直った彼が甘く微笑むので、私は胸を弾ませつつ唇をきゅっと結んだ。

　簡単に〝デート〟って言えちゃう余裕さが、なんだか悔しい……。私はこんなにドキドキしているっていうのに。

　歴然とした経験値の差を感じてちょっぴり口を尖らせるも、「約束だよ」と言って小指を立てる。

　私たちはなにか約束事をする時、いつからか指切りをして念を押すのがお決まりになっていた。子供みたいだが、小指だけでも触れ合えるこのやり取りが私は好きだ。

　聖さんも頷いて小指を絡めたものの、口角をいたずらっぽく上げる。

「ただし、このパワポをしっかり完成させること」

「……余裕です。余裕」

「じゃあ帰っていい？」

「ダメ！」

　無慈悲なことを言うので即行で引き止めると、彼はおかしそうに笑った。

　ずっと続けてきたこの関係を変えたくないのはヤマヤマだが、一歩踏み出したい気持ちの方が大きい。触れられない距離をなくして、あなたの特別な女性になりたい――。

　キッチンの方から、ハンバーグを焼いているであろう音が聞こえてくる。まるで私の胸を焦がしている音のようだと思いながら、もどかしさでいっぱいになっていた。




　その日の夜、一緒に夕飯を食べて聖さんを見送った後、食器を洗う私の横に母がやってきた。

「ねえ、六花」

「うん？」

　なんだか改まった様子なので首を傾げると、母は意を決したように口を開く。

「突然だけど……六花は、お母さんが再婚したいって言ったらどう思う？」

　その内容が一瞬理解できず、水を流しっぱなしにしたまま固まる。

　今、サイコンって言った？　さいこん……えっ、再婚!?

　衝撃の告白に驚き、思わずお皿を落としそうになった。

「お、お母さん、再婚したい人ができたの!?」

「実はね、前々から考えてた」

　母はうっすら頬を染め、恥ずかしそうに身を竦すくめる。

「ずっと陰で支えてくれていた人なのよ。私だけじゃなくて、六花のことも大事にしてくれるって信頼できる。これからもっと年を取った時に、彼が一緒にいたらいいなって思うようになったの」

　まるで少女のようだけれど、とても愛おしそうに相手のことを語る母から、こちらにまで幸せな気持ちが流れ込んでくる。きっと本当に大切にしてくれる人なのだろう。

「いいじゃん！　しなよ、再婚」

　間を置かずにそう返した私に、母は意外そうに目を丸くした。

　ずっと昔から、母はひとりで私を育ててくれた。もしもいい人が現れたら、私のことは気にせずもう一度女としての人生を歩んでほしいと願っていたのだ。反対する気はない。

「ふたりの生活も楽しいけど、当然大変だったでしょう。私はもう成人するんだし、これからは自分のために生きてね」

「六花……」

「私も嬉しいよ。お母さんにも幸せになってほしいって、ずっと思ってたから」

　笑って賛成すると、母の瞳にみるみる涙が溜まっていく。

「ありがとう、六花……。なんでこんないい子になったのかしら」

「お母さんの子だからだよ」

「また泣かせる～」

　素早くティッシュを取って目に押し当てる母に、私は和やかに笑った。

　母が泣くのは私が高校に合格した時以来だろうか。短大に合格した時も喜んでいたけれど、中学時代は私が特に勉強に苦労しているのを見ていたから、きっと感極まったのだろう。

　彼女の涙はいつも私に関係しているんだよなと思うと、こちらも胸がじんとする。

「ありがとう」と何度も言い、気持ちを落ち着けた母は目を赤くしたまま微笑む。

「もうすぐ六花の誕生日でしょう。少し早いけど十二月に入ったら一緒にお祝いしないかって言われてるの。そこで会ってくれる？」

「うん、わかった」

　私はもう子供ではないし、自分の父親だという実感はしばらく湧かないかもしれないが、もちろん仲よくやっていきたい。

　母がどんな人を好きになったのか単純に興味があって、ワクワクしながら洗い物を再開すると、大事な情報を補足される。

「彼にも息子さんがひとりいるから連れてきてくれると思うわ。六花のお義に兄いさんになるのよ」

「あ……そっか、その人にも子供がいるんだね」

　この歳で兄ができるのか。まさかそんな少女漫画みたいな展開になるとは。

　ひとりっ子の私は兄きょう妹だいに憧れていた時期もあったが、聖さんがお兄ちゃんのような感覚でもあったから、いつの間にか考えなくなっていた。その彼ともうまくやっていけるといいのだけど。

　ちょっぴり緊張し始める私に、母は「きっと六花も気に入ってくれるはずよ」と、なぜか自信ありげに含み笑いをする。

　その様子が若干気になったものの、あとは当日のお楽しみだと詳しくは教えられなかった。とりあえず母がとても幸せそうなので、私は温かく見守っていこう。




　数日後、連休に入り、観光地であるここでは県外ナンバーの車を多く見かける。軽井沢駅付近の道路はよく混雑しているので、車社会の私たちにとっては少々厄介な時もあるのだが、今日はさほど気にならない。

　親友の小こ夏なつが運転する車に、もうひとりの親友アキちゃんと共に乗り、ガールズトークで盛り上がりながらドライブしているから。

　木々に囲まれた枯葉が舞う道を抜け、混んでいる中心街から少し離れた湖畔にやってきた。風がない今日は、鏡のような湖面に青空と木々が映ってとても美しい景色を見せている。

　自然と芸術を楽しめる施設が多数あるこの辺り一帯は、水篠リゾートを設立して間もない頃に開発したスポットだそう。情緒ある大正ロマン風のホテルもあり、この中のカフェでまったりするのが私たちのお決まりなのだ。

　タイミングよく、湖畔が見えるソファ席に座ることができた。私の隣に座ったのは、ショートボブの髪型を長らく変えていない小夏。サバサバした性格の美人だ。

　彼女は注文したホットレモンティーをひと口飲み、満足げにソファにもたれて口を開く。

「三人でここに来るの久しぶりだね！　やっぱ落ち着く～」

「ほんとほんと。ここのモンブランが一番美味しいし」

　向かいの席で、綺麗なネイルを施した指先でメニューをトントンと叩く、アキちゃんこと昌あきらちゃんは、大のスイーツ好き。緩くカールした栗色の長い髪に、くるんと上を向くまつ毛、アイドルのようにかわいい顔立ちの彼女にスイーツは似合いすぎる。

　ふたりとは中学時代からの付き合いで、なんでも話せる大好きな友達である。今は皆バラバラの道に進んでいるが、小夏はずっと地元にいて実家の小料理屋を手伝っているので、わりと頻繁に会っている。

　ただ、アキちゃんは群ぐん馬まの四年制大学に行っていて今日は連休でたまたま帰省しているため、会うのは夏休み以来なのだ。

　小夏は地元を離れているアキちゃんに対していまだにぼやいている。

「アキはなんで県外に出てっちゃうかなー。私と六花はすぐ会えるけどさ」

「そうだよ、寂しいよ。トレンド先取りのアキちゃんが一緒にいないから、私たち見事に流行に乗り遅れちゃってるし」

「うん。マリトッツォの正体を知ったのもかなり後だった」

　小夏と顔を見合わせて「「ねー」」と小首を傾げると、アキちゃんはあははっと無邪気に笑う。

「別に流行りになんて乗らなくたっていいんだよ。アルファベットが書いてあるチョコが好きなりっちゃんと、どら焼きが好きなこなっちゃんでいいの」

　彼女は潤った唇の両端を上げ、さっぱりとした口調で言い切った。

　アキちゃんは流行りに敏感だが、人に合わせているわけではなく単純に新しいものが好きなだけ。自分をしっかり持っている彼女は、かわいくてカッコいい。私も小夏も、アキちゃんに憧れているのだ。

　ほどなくしてケーキが運ばれてきて、各々さっそくフォークを入れる。私は濃厚なチーズケーキを口へ運びながら、話が途切れたタイミングで先日の衝撃的な事実を打ち明ける。

「それがさ、私のお母さん再婚するんだって」

　ふたりは目をぱちくりさせ、「「ほんとー!?」」と声をあげた。

「すごい～おめでたいじゃん」

「りっちゃんママ、美人だもんね。全然不思議じゃないよ」

「だねぇ。でも六花的に、新しいお父さんができるって複雑じゃないの？」

　小夏に問いかけられ、ほんの少し思いを巡らせてから答える。

「お父さんがいてほしいなって思う時もあったし、不安より楽しみな気持ちが大きいかな。心配がなにもないわけじゃないけど、お母さんが選んだ人だから。私のことも考えて決めたんだろうし、きっといい人だと思うよ」

　ゆるりと口角を上げる私に、アキちゃんはさめざめと泣くフリをして「なんていい子……」と言っている。お母さんみたいなリアクションをする彼女に笑いがこぼれた。

　新しい父親ができるのはもちろん、私が妹になることも重大だ。

「それより、義理のお兄ちゃんができるみたいで、そっちの方が気になるかも」

「「えー！」」

　ふたりは再び驚きの声をあげ、身を乗り出してこそこそと話し出す。

「これは禁断の恋が始まるんじゃ!?」

「エロい匂いがするね、こなっちゃん」

「ないよ！　私はほら……聖さんひと筋だから」

　おもしろがっているふたりに、私は恥ずかしくなりつつそう言った。

　確かに、義理の兄妹ってちょっとドキドキする関係だし、妄想が膨らむのもわかる。けれど、聖さん以上に好きになる人なんてそう現れないから、禁断の関係にはなりえない。

　小夏はにやりと唇の端を上げ、タルトの苺を口に放り込んで言う。

「やっぱカテキョの彼以外、眼中にないか。あんなに大人の色気を漂わせてるイケメンはなかなかいないもんね～」

　うんうんと頷く彼女は、どうやら聖さんを思い返している様子。

　高校時代、家庭教師の日に時間が合うと聖さんがたまに車で迎えに来てくれることがあって、女子たちの間で『あのイケメンは誰!?』とちょっとした騒ぎになった。肩身が狭かったな、あの時は……。

　私とよく行動を共にしていた小夏とアキちゃんは、たびたび聖さんと出くわしているので顔は知っているし、私の長年の片想いも、二十歳になったら告白しようと決めたことも知っているのだ。

　アキちゃんもお気に入りのモンブランを堪能しながら頷いている。

「水篠さんは確かに尊い。その後どうなったの？」

「特に進展なし」

　正直に答えて温かいカフェラテに口をつけると、アキちゃんは神妙な顔になって私をまじまじと見つめる。

「本当になにも手出されないんだ？　こんなにかわいいりっちゃんがそばにいながら自制できるなんて、その男タダモノじゃないよ」

「六花が告白した途端、がおーっと襲われちゃうんじゃないの」

「いやん、ケダモノ～」

　爪を立てる獣のマネをする小夏に、アキちゃんはニンマリして口元に手を当てた。私はみるみる頬が熱くなっていく。

　もう、ふたりして好き勝手言って。あの聖さんが突然オオカミになるとは思えないし、むしろ標準体型で色気もない私に欲情するのか？って疑問なのに。そもそも、フラれる可能性の方が高いって。

　そりゃあ、もし奇跡的に恋人になれたとして、ネクタイを緩めながら〝六花……もう待てない〟なんて余裕のない顔で言われて、押し倒されちゃったりしたら最高だけど……！

「聖さんとはそんな風にならないから」

「顔、顔」

「喜んでるじゃん」

　妄想が行きすぎて、こらえようとしてもニヤけてしまいおかしな顔をさらす私に、ふたりがほぼ同時にツッコんだ。

　彼女たちは、しばしば妄想で現実逃避している私を知っている。特に聖さんがその対象だと行きすぎてしまうのだが、恋をしているのだから仕方ない。

　私の誕生日を迎えたらどうなるだろうとあれこれ予想して楽しんだ後、アキちゃんがふいに真面目な調子になって言う。

「二十歳ってさ、やっぱり特別な歳だよね。やっと大人になったんだって胸を張れる反面、一気に責任が増す感じもして。とにかく、大きな転機になるじゃない」

　ひと足先に二十歳を迎えている彼女は、いつにも増して大人びて見える。憂いすらも感じる表情に見入っていると、存在感のあるまつ毛に縁取られた瞳がすっと私を捉えた。

「アタシもひとつ決めたことがあるんだ」

　力強い意思を感じる眼差しを向けられてドキリとする。一瞬彼女を取り巻く空気が変わるような、この目をするアキちゃんを久々に見た。

　私たちは彼女が抱えている複雑な事情を知っている。〝決めたこと〟というのはそれに関することなのかな、と考えつつ問いかける。

「なに？」

「成人式まで内緒」

　彼女はふっと表情を緩めて唇に人差し指を当てた。いつもの〝女の子らしい〟アキちゃんだ。

　なにを秘めているのかも気になるけれど、再来月にあるイベントの存在を思い出して、私と小夏は丸くした目を見合わせる。

「そうだった、成人式！」

「また皆で会えるじゃん、やったー。ウチの店でお酒飲もうよ」

「もちろんそのつもり」

　三人で笑い合っているうちに、アキちゃんへの小さな疑問は頭の片隅に追いやられていく。

　それからは成人式に着ていく着物はどうするか、同級生たちは今なにをしているかなどの話で盛り上がり、時間の許す限り女子会を楽しんだ。

　その頃、私と聖さんの関係はどうなっているだろうかと、大きな不安と少しの期待が入り交じりながら。










愛の告白は取り下げます




　十二月に入り、お店や住宅街など、町の至るところでイルミネーションが輝くようになった。

　師走は文字通り忙しく、聖さんとは誕生日当日まで会えそうにないので、私もコンビニのバイトで寂しさを紛らせている。例のパワポもなんとか完成させられたし、あとは心の準備をするだけ。

　運命の誕生日を約一週間後に控えた今日、母の再婚相手と食事会をする日がやってきた。高級料亭で夕飯をいただくことになっていて、私と母は約束通り午後七時に向かった。

　ライトアップされた美しい日本庭園を楽しめる廊下を通り、個室へ案内される。

　新しい家族になるのはどんな人たちなのだろう。ついさっきも、母は『絶対うまくやっていけるから大丈夫』と言い切っていたのだが、どうしてそんなに自信があるのか逆に心配になる。

　緊張しつつ、すでに男性ふたりが待っていたお座敷に上がった瞬間、私は瞠目した。

　――水篠社長と、聖さんがいる？

「……え」

　思わずまぬけな声が漏れた。スーツ姿の聖さんも、私を凝視して呆気に取られている様子だ。

　時が止まったように固まる私たちの傍らでは、お互いの親が呑気に笑っている。私は状況が呑み込めず、母の袖を引っ張る。

「えっ？　お母さん、部屋間違えてない？」

「間違えてないわよ。このおふたりが、六花の家族になるの」

　意気揚々と母から衝撃の真実が告げられ、私はここが料亭だということも忘れて「えぇぇ～～!?」と叫んでしまった。

　ちょっと待って……お母さんの再婚相手は水篠社長なの!?

　母たちの仲がいいのはもちろん知っていたから、ふたりが再婚する流れになるのは自然だし納得もする。新しい父になるのがまったく面識のない人ではなく、人のよさがわかっている社長で本当によかった。

　けれども！　ふたりが再婚したら、聖さんが私の義兄になるってことでしょ？　好きな人と義ぎ兄きょう妹だいになるなんて事態は受け入れられない！

「う、嘘……」

　髪をハーフアップにアレンジした頭を抱える私を、母がマネキンを移動させるかのごとく動かして席に座らせる。私の向かいに座る聖さんも、頭痛をこらえるように片手を額に当てていた。

　いまだに呆然としていると水篠社長に「こんばんは、六花ちゃん」と微笑みかけられ、ハッとして私も挨拶を返す。イケオジという言葉がぴったりハマる彼は、優良企業のトップとしてではなく父親としての穏やかな表情で言う。

「ふたりとも、驚かせて悪かったね」

「雅まさ臣おみさんと、子供たちも喜ぶだろうからサプライズしようかって話になって」

　母たちは顔を見合わせ、のほほんと笑って「「ねぇ」」と声を揃えた。ふたりからラブラブっぷりが伝わってきてむず痒くなってくる。

　こんなにデレる社長は初めて見た……。皆で食事した時、母との仲のよさが窺えたとはいえ、そこまでの親密さを感じるほどではなかったから。それも数年前の話だから、まだ恋愛関係にはなっていなかったのかもしれないが。

　いや、今はそれどころじゃない。両親にしてみれば私たちも喜ぶと思っているのだろうが、私にとっては大問題だ。義兄妹になってしまったら、彼と恋人にはなれないではないか。

　聖さんも内緒にされていたらしいけれど、今どう思っているのだろう。

　ちらりと視線を向けると、彼はややうざったそうな表情でため息交じりに口を開く。

「だから妙にニヤついていたのか、再婚の話をした時……」

「だって嬉しいだろう。六花ちゃんが娘になるんだぞ？　お前とも仲よくしてくれているんだし」

　そこで話を区切った社長は、真剣な表情になって私を見つめる。

「私はずっと、雪乃さんと六花ちゃんをいろんな面でサポートしたいと思っていた。それがいつの間にか、家族になりたいという願いに変わっていたんだ。六花ちゃんも、私を受け入れてくれるかい？」

　彼の思慮深さが伝わってきて、胸がじんとする。

　社長が家族になること自体に拒否する気持ちはない。目を見つめ返して「はい」と頷くと、彼も母もホッとしたように表情を緩めた。

　すると、社長の眼差しがなんだか熱いものに変化する。

「六花ちゃん。これから私のことは〝社長〟なんて呼ばずに、お、お、〝お父さん〟と……」

「訴えてやる」

「なぜ!?」

　聖さんから飛び出した言葉に、社長はギョッとしている。

「六花を見る目が気色悪い。迷惑防止条例違反」

「不当すぎる！」

　無表情で理不尽な指摘をする弁護士に、異議を申し立てる社長。そのやり取りがおかしくて気が緩み、笑いがこぼれた。

　そうだよね、家でも社長って呼ぶのは変だし、かといってすぐにお父さんとは呼べないから……うん、雅臣さんにしよう。

　心の中でそう決めていると、母がにこやかに私の顔を覗き込む。

「六花も嬉しいでしょう。ずっと慕ってる聖くんがお義兄さんになるのよ？」

「あ、うん、もちろん……！」

　笑って頷いたものの、複雑な気持ちが渦巻く。義兄妹になればずっと一緒にいられる。それは嬉しいけれど、私が望むのはそういう関係ではないのだ。

「六花が義妹いもうとか……」

　顎に手を当てた聖さんが、ひとり言を呟く。再び目を向けると視線がかち合い、私の肩がぴくりと跳ねる。

「そうなったら、今まで以上に甘やかしてしまいそうだ」

　ふわりと微笑まれ、心臓が否応なく揺れ動いた。

　声も表情も糖度が高く感じて、単純にドキドキしてしまう。けれど、彼が言っているのは〝義妹として〟だ。

　聖さんは、私と義兄妹になってもショックではないのかな……。

　それはつまり、自分が特別な女性としては見られていないのだと裏付けられたようで、誕生日に告白しようという意気込みは徐々に萎しぼんでいった。

　雅臣さんに「とりあえず料理をいただきながら話そう」と促され、目の前に並べられた豪華な会席料理に手をつける。

　数種の色とりどりの料理が楽しめる前菜も、旬の新鮮な魚が品よく盛られたお造りもとっても美味しいのに、心の底から感動できない。母たちの話にも愛想笑いしかできず申し訳なさを感じていると、雅臣さんが少し改まった調子で切り出す。

「本当にふたりが私たちの再婚を認めてくれてよかった。それで提案なんだが、皆で一緒に暮らさないか？」

　ぴたりと動きを止めて反応したのは、やはり私と聖さんだ。だって、皆って……！

「私たちも同居するんですか!?」

　動揺しまくる私は、聖さんと自分を交互に指差して声をあげた。

　聖さんと同居するなんて……正直めちゃくちゃオイシイ……けれども！　いろいろと問題があるのでは。義兄妹になるとはいえ、一応それなりの歳の男女なのだし。

　ところが、雅臣さんはなんのためらいもなく「ああ」と頷く。

「私の別荘なら四人でも悠々と生活できるだろう。各々の部屋もあるし、プライベートは守られるから心配いらないよ」

「俺は含まなくていい」

　間髪を容れずに、聖さんがぴしゃりと言い放った。やはり彼は一緒に住む気はないらしい。

「すでにひとり暮らししているし、今の場所が気に入っている。六花だって、急に歳の近い俺と一緒に住むとなったら寛げないだろう」

「もちろんそれも考慮するさ。とりあえずの提案だ」

　聖さんが続けた言葉には私への気遣いも含まれていて、雅臣さんも強引に進める気はないようだ。

　現在、聖さんは軽井沢駅から車で十数分の高級感漂う低層レジデンスに住んでいる。場所は知っていても、部屋の中に入ったことはないけれど。……改めて考えると切ないな。

　それはさておき、私と母が引っ越すのは当然だとしても、聖さんはひとり暮らしのままでいいと私も思う。もう三十歳なのだし。

　すると、母が少し切なげに微笑んで口を開く。

「私も雅臣さんも、皆で賑やかに暮らすのが夢だったのよ。お互い、片親でずっとやってきたから」

　しっとりとした調子の彼女の言葉が、胸に浸透していく。

　家族全員で賑やかに暮らすのは、私にとっても憧れだった。両親がいて、兄妹もいる。そういう普通の家庭は、自分には手に入らないものだと思っていたから。

「それにね、一緒に生活すれば新しい絆が生まれるんじゃないかとも思ったの。せっかく家族になるのに、離れているのも寂しいし。でも、ふたりが嫌なら無理にとは言わないわ」

　母が穏やかに話すのを聞いて、私の心は木の葉のように揺れた。

〝新しい絆〟……か。家庭教師でもなく、恋人でもない、家族という関係。望んだものではないが、これで聖さんと私に一生モノの繋がりができる。

　よく考えれば、それもすごいことだ。可能性の低い恋愛関係を夢見て告白するより、よっぽどいいんじゃないだろうか。家族として暮らしているうちに、無謀な恋愛感情も消えるかもしれない。

　自分に言い聞かせて一度唇を結び、意を決して目線を上げる。

「……私も、皆で暮らしたい。お母さんの気持ちもよくわかるし、聖さんたちと家族になりたいから」

　――恋心を封印するために。

　そんなもうひとつの理由を秘めて言うと、母と雅臣さんはホッとしたような笑みを浮かべ、聖さんは感情を読み取れない瞳で静かに私を見つめていた。




　結局、聖さんも『六花がそう言うなら』と認めてくれて、私と母は年末年始の休み中にさっそく引っ越し作業をする運びとなった。

　ただし、聖さんのレジデンスの契約はそのままにしておき、ひとまず数カ月間だけ同居してみるというお試しのような感じだ。

　私はわりとポジティブ思考なので、腹を括った今、聖さんと同居するという夢のような展開にちょっぴりワクワクドキドキしている。たとえ義兄妹だとしても、朝も夜も彼に会えるなんて幸せすぎるから。

　やっぱりフラれるよりはよっぽどいい。どうせなら同居生活を楽しんでしまえ、という気持ちが強くなってきていた。

　和やかに談笑しながら、食事を終えたのは午後八時半。せっかくなので、皆で近くのイルミネーションを見てから帰ろうという話になった。

　でも、母と雅臣さんはふたりでデートがしたいんじゃないだろうか。そんな風に思っていた時、聖さんが『ふたりで楽しんできたら？　俺も六花と行くから』と提案した。

　雅臣さんはお酒を飲むため聖さんの車で来ていたので、帰りは私がそちらに乗り、雅臣さんは母の車で送ってもらえばいいだろうと。

　私も聖さんとふたりで話したかったから、『そうしよう！』と促し……今、私は聖さんと並んで教会へと続く石畳の道を歩いている。

　クリスマスシーズンの軽井沢は、至るところでイルミネーションを見ることができる。中でも、この教会は特にロマンチックだ。

　周りは森で、無数のランタンキャンドルが灯っていて明るくきらめいている。しっかり防寒していないと凍えそうなほど寒いが、たくさんのランタンの灯りが心を温めてくれる。

　とても大きなクリスマスツリーもあり、とにかく綺麗で幻想的だ。人気のスポットだが時間が遅いせいかそれほど混雑はしておらず、落ち着いて楽しめる。

　聖さんと、こんな恋人の聖地みたいな場所に来たのは初めてで、私は今さらながらドキドキしている。が、隣を歩く彼と共に口から吐き出すのは、白い息と気の抜けたような声。

「まさか、父さんの再婚相手が雪乃さんだったとはな」

「青天の霹へき靂れきってこういうことなんだね……」

　いまだに現実味がなく、ぼんやりとした調子で話す私たち。聖さんは、ゆっくり辺りに視線を流しつつ言う。

「誕生日も、夜は皆で祝うことになっちゃったな。早めに仕事終わらせるようにするから、食事の前に出かけようか」

　そう、先ほど雅臣さんは『六花ちゃんの誕生日も皆でお祝いしよう！』と盛り上がっていて、さすがに〝聖さんとふたりがいい〟とは言えなかった。

　でも、聖さんはわざわざ時間を作ろうとしてくれているみたいだ。それはもちろん、私へのプレゼントを買うため。

　その気持ちは本当に嬉しいけれど、私は告白をするのは諦めると決めたのだ。それに、そんな風に優しくされると恋心が膨れてしまうから……。

「あの……もういいの！　プレゼントは」

　手のひらを向けてぎこちなく制すると、聖さんは怪訝そうに眉をひそめて「どうして？」と問いかけた。

　私は引きつった笑みを浮かべ、なんとか建前の理由を並べる。

「師走だし仕事大変でしょ。それに義理とはいえ兄妹になるんだから、そんな特別なことしてもらわなくても」

「今抱えてる案件はそこまで難しくないから大丈夫。少し出かけるだけだし、兄妹だとしても普通のことだろう」

「そう、なんだけど……」

　ぐぬぬ……そう言われてしまうと断りきれなくなってくる。あんまり拒否するのも変に思われるかな。

　どうしようかと悩み始めた時、聖さんは前を向いてふうっと白い息を吐き出す。

「民法第七百三十四条を知りませんか？」

「へっ」

　突然、堅苦しい言葉が飛び出したので、私はまぬけな声を漏らした。

　彼を見やると、長めの前髪がかかる瞳はどことなく厳しさを感じる。敬語になっているし、これは多分弁護士の顔だ。基本的に仕事中は同僚に対しても敬語で接しているらしく、私に注意したり諭したりする時にもそうなる。

「直系血族又は三親等内の傍系血族の間では、婚姻をすることができない。ただし、養子と養方の傍系血族との間では、この限りではない」

「う、うん？」

「そう例外が定められていますが、今回は養子縁組をしないので六花も傍系血族にはなりません」

　難しい単語がつらつらと聞こえてきて、私の頭にはハテナマークが飛び交う。ボウケイってなに？

「そもそも親の再婚相手の連れ子同士は、姻族でも法定血族でもないんです。つまり」

　そこで区切った彼が私を見下ろし、蜂蜜色の光が揺らめく瞳と視線が絡まる。

「俺と六花は、結婚もできる間柄だってこと」

「けっ……！」

　大きく心臓が飛び跳ね、無意識に手袋をはめた手を口元に当てた。

　急に結婚なんてワードが出たからびっくりした！　そういえば、連れ子同士も結婚できるんだったよね。義兄妹になるというインパクトが大きすぎて頭から抜けていた。

　騒ぐ胸を静める私に、聖さんは優しい顔に戻って微笑む。

「結局は血の繋がりがない他人なんだ。義兄妹になったからって、なにも気にする必要はないよ。今まで通り、俺に甘えてくれていい」

　彼が変わらない関係を続けようとしてくれているのは嬉しい。でも、まったく気にしないのは無理がある。

　母と雅臣さんはきっと、私たちが兄妹になることを望んでいる。周りの人たちだって、義理とはいえ妹が兄を性愛の目で見ていると知ったら、気持ち悪く思うんじゃないだろうか。聖さんへの評判にも関わるかもしれない。

　聖さんは、本当に私を妹のように思っているから平気なのだ。特別な異性として意識しているのは、私だけ。

　やっぱり距離を置こう。そう決めて、胸の痛みを感じつつも笑顔を作り「ありがとう」と返す。

「プレゼントは本当にいいの。もうもらったから」

「え？」

「実は、これからも聖さんと会いたいってお願いしようと思ってたんだ。学生じゃなくなったら、もう聖さんとの繋がりもなくなっちゃいそうな気がして、寂しくて」

　お願いの内容は少し違うけれど、ほぼほぼ本心だ。信憑性を高めるには真実を混ぜるといいと、どこかで聞いた。

「でも、これからは家族としてずっと一緒にいられる。こんなに嬉しいプレゼントはないよ」

　彼を見上げて、精いっぱいの笑顔を向けた。どうか疑われませんように。

　金色のオーナメントが輝くクリスマスツリーをバックに、聖さんはジッと私を見つめた後、ふっと苦笑を漏らす。

「……欲がないね、六花は。お願いされなくても、離れるつもりなんてないのに」

　少しの呆れが交ざった大人の笑みを浮かべる彼に、私の胸がじんわりと熱を持つ。

『離れるつもりなんてない』……そんな風に思ってくれていたのだとわかっただけで、心の痛かった部分が癒やされていく気がした。

　しばらく足を止めていた私たちの周りには、いつの間にか人が少なくなっている。ライトアップが終わる時刻が迫っているのだろう。

　時間と寒さに気付いたかのごとく、聖さんはぶるっと身を震わせた。そして、ほんの数秒考えを巡らせるような様子を見せ、ふいに私に顔を近づける。

「六花、ちょっと俺の家に寄っていかない？」

　いきなりの予想外すぎる誘いに、私はギョッとして目を見開く。

「っ、えぇ!?」

「行こう。寒いし」

　私の返事も聞かず、聖さんは私の手を取って駐車場の方へと歩き出した。お互い手袋をしているから繋いでいる感覚はあまりないのに、冷え切った指先がじわじわと熱を持ち始める。

　聖さんの家に行っちゃうの、私!?　なんでそんな展開に!?

　頭の中は軽いパニック状態で、繋がれていない方の手で意味なくマフラーを口元まで引っ張り上げ、ただただ彼の後についていくしかなかった。




　車に乗り込み、十分ほどで聖さんが暮らすレジデンスに到着した。デザイン性の高い外観からしてハイグレードだ。バルコニーについているシャンパンゴールドのルーバーが都会的な印象だが、派手すぎないので緑に囲まれた中なか軽かる井い沢ざわの町にもしっくりと馴染んでいる。

　ロビーには歓談スペースもあり、落ち着いた雰囲気だ。天井まである開放的な窓からはライトアップされた庭が見え、ここにもかわいらしいクリスマスツリーがあった。

　それを眺めて暴れる心臓をなんとか宥なだめようとしても一向に落ち着かず、むしろ鼓動は速まるばかり。これまで一度も部屋の中まで入ったことはないのだから。

　距離を取ろうとしたはずが、なぜ逆に縮まっているんだろうか……。

　混乱しているうちに、二階にある彼の部屋の前に来ており、オートロックのドアが開けられる。

「どうぞ」

「お、お邪魔します……」

　ぺこりとお辞儀をして挙動不審な動きで足を進める私に、彼はクスクスと笑った。

　思えば、男性の部屋に入るのは中学の頃に友達の家に数人で上がり込んだ時以来だ。興味津々で部屋中をぐるりと見回す。

　広々としたリビングダイニングは木製のインテリアが多いナチュラルテイストで、入った瞬間に居心地のよさを感じた。無駄なものがなくすっきりとしているところが彼らしい。

　おそらく書斎もあるのだろうが、リビングの本棚にも難しそうな法律関係の本が並んでいる。

「やっぱり弁護士様だね」

「そうです。家庭教師じゃありませんよ」

　尊敬しつつ当たり前のことを言うと、対面式キッチンで飲み物を用意している聖さんが、いたずらっぽく口角を上げてみせた。

　しばらくして、甘い香りが漂ってくる。リビングのローテーブルに置かれたのは、私の好きなホットココア。聖さんは意外にも甘党なのだ。

「ココアだ～。ありがとう」

「ん。こっちにおいで」

　グレーのカウチソファに座った聖さんは、自分の隣をぽんぽんと叩く。え、彼氏ですか？と錯覚しそうになる。

　ドキドキしっぱなしの私は遠慮がちに近寄り、言われた通り隣に腰を下ろした。ただ、彼との間には微妙な距離が開いている。自分の部屋ならもっとくっついて座っているのに。

　……えぇと、どうして今ここにいるんだっけ？

　大事な目的について、改めて考えを巡らせる。が、わかるはずもなくとりあえずココアに口をつけた。

　ホッとする甘さが口内にとろりと広がる。カップを持つ両手も身体も温まってきて、やっと緊張が解ほぐれてきたその時。

「じゃあ六花、少し早いけど」

　聖さんがなにやら動き出したので反射的に振り向いたのだが、なぜか「前を向いてて」と言われる。わけがわからないままその通りにしていると、ふいに彼の手が私の耳に触れた。

　耳たぶを弄いじる手つきは優しいのに、驚いてビクッと肩が跳ねる。こんな風に触れられた経験がないのだから、どうしていいかわからない。

「なっ、な、なに!?」

「じっとして」

　吐息を交じらせたような低い声が耳元で響き、不快ではないゾクリとした感覚が背筋を走った。いったいなにをしようとしているのか。

　彼の指先の熱に意識が集中してしまい、唇をきゅっと結んで固まっていると、なにかが耳につけられる。

　これは……ピアス？

　呆気に取られる私に、聖さんは「はい、反対」と指示した。従順に彼の方に身体を向けると、まるでキスするみたいに彼の顔が近づいてくる。

　心拍数はさらに上昇。きゃー！と叫びたくなっているうちに反対の耳にも同じようにピアスがつけられ、私はやっと声を紡ぐ。

「聖さん、これ……」

「誕生日プレゼント。二十歳目前、おめでとう」

　魅力的な笑みと共にお祝いされ、じわじわと喜びが込み上げてくる。まさか、聖さんからケーキ以外のプレゼントをもらうとは思わなかった。

　驚きですぐにお礼の言葉が出てこない私に、彼は「鏡見てみたら？」と言って、インテリアに馴染んで置かれているスタンドミラーを指差す。

　お言葉に甘えて腰を上げ、鏡の前に立つと、大人かわいいデザインのノンホールピアスが揺れていた。雪の結晶のチャームとクリスタルパールがついたもので、雪の別名である私の名前から選んだのだろうとわかる。

「わ……かわいい！」

「似合ってるよ」

　いろんな角度で眺める私の背後から鏡を覗き込む彼は、満足げに目を細めていた。

「ここに連れてきたのは、これを渡したかったから。当日あのふたりの前で渡したら、なんか冷やかされそうだし」

　ようやくここへ来た理由が明かされて納得した。確かに、両親の前でこんなやり取りはできないし、私にとってもありがたい。

　感動で胸がいっぱいになり、ちょっぴり涙目になってお礼を言う。

「ありがとう……！　すっごく嬉しい。まさか用意してくれてたなんて」

「これは俺が個人的にあげたいと思ったやつ。六花が欲しいものがあるならそれも買うつもりでいたよ」

　聖さん、なんていい人なの。本当の兄でもここまでしてくれる人は滅多にいないんじゃないかな。

　二十歳という記念すべき歳だからなのかもしれないが、だとしても嬉しい。感激している私に、彼は少々いたずらっぽい表情を向ける。

「ピアスをしたいけどピアスホールを開けられないって前言ってただろ。六花は怖がりだもんな。耳に穴開けるのも、注射も、夜中のトイレも」

「注射とトイレは昔の話ね」

　私は歪んだ笑みを浮かべて訂正した。聖さんも、わかっていてあえて意地悪しているのだろうが。

「克服したものもたくさんあるんだから。まあ、なぜかカメラのフラッシュは今もダメだけど」

　口を尖らせるも、苦手なものがなくなったわけではない。

　とっても不思議なのだけど、私は写真を撮られる時、フラッシュをたかれるとなぜか動悸や頭痛が起こってしまう。子供の頃からそうで、原因はわからない。普段の生活にまったく支障はないから気にしていないけれど。

　なにげなく口にした直後、鏡に映る聖さんの表情が心なしか強張っているような気がした。

　どうしたんだろうとわずかな引っかかりを覚え、鏡越しに見つめていると、私の視線に気付いた彼はすぐにまた口角を上げる。

「お化け屋敷は？」

「あ」

　それもあったわ、とまぬけな顔をする私に、彼はクスクスと笑った。たわいない会話にもふたりの歴史みたいなものを感じて、些細な幸せに包まれる。

「いろんなこと覚えてくれてるんだね。本当にありがとう」

　鏡越しではなくしっかり向き直って、プレゼントのお礼を改めて口にした。胸に秘めた恋心と一緒に、このピアスもずっと大切にしよう。

　聖さんを見上げて微笑むと、合わせた瞳に優しくも熱っぽい色が帯びる。ふいに彼の手が再びこちらに伸びてきて、揺れる雪の結晶と、私の頬にそっと触れた。

「……早く一緒に暮らしたくなってきた」

　頬に手を添え、見つめられながら吐息交じりに呟かれては、否応なくドキッとしてしまう。

　なんか、今日はやたらとスキンシップが多い……。でも、今のも決して恋人みたいな意味じゃないからと自分に言い聞かせ、動揺を隠してツッコんでみる。

「同居は嫌だったんじゃないの？」

「この歳で親と暮らすのはね。六花は別」

　ああもう、さらりと特別扱いしないでほしい。嬉しくなってしまうじゃないか。

　悶えそうになるのをぐっとこらえる私に、聖さんは甘く微笑む。

「朝も夜も、六花の顔を見られたら頑張れそうな気がする」

　案の定、胸がキュンと鳴いた。だから恋人じゃないんだって！と、心の中でもうひとりの自分が叫んでいて騒がしい。

　とはいえ、そんな風に思われているのは単純に嬉しくて自然に笑みがこぼれ、「私も」と素直に返した。

　これからこの人は義兄になる。そんな絶望的な状況になった途端、なぜかますます甘ったるくなっている彼と一緒に暮らしたらどうなるのか、今の私には想像もできなかった。










その縁談は差し支えます




　今年も終わり間近の大晦日の午後、私は小夏の家族が経営している小料理屋『四し季き咲ざき』にお邪魔していた。

　一階の格子状の引き戸を開けると、昔ながらのレトロな雰囲気が漂う店になっていて、二階が小夏たち家族の住居だ。

　営業中は、店内のカウンターには大皿に盛られた数種類のおかずが用意されている。奥の棚には日本酒や焼酎の瓶がずらりと並び、簡単な料理ならカウンター内で小夏のお父さんが作っているので、様子を見ることができる。

　中学の頃からここに入り浸っている私は、なかなかの常連客だろう。雰囲気が落ち着くし、小夏のご両親も気さくでいい人だからとても居心地がいいのだ。そしてなにより料理が美味しい。

　毎年、わが家では四季咲のオードブルをお供に年を越している。今年は聖さんたちにも食べてもらいたくて、いつもより豪華なものを作ってもらった。

　それを受け取りに来たついでに、誕生日前から急展開した私たちの事情について小夏に詳しく話していたところだ。ランチタイムを過ぎて一旦お店を閉めた今、店内には私たちしかいない。

　小夏は割烹着をつけたまま私の隣のカウンター席に座り、まかないを食べながら興味津々で聞いていた。

　母の再婚相手は聖さんの父親だという衝撃の事実が発覚し、そこから猛スピードで引っ越しの準備をして昨日から同居を開始した。慌ただしい顛末を一気に報告している間、彼女は百面相をしていたが、今はニヤニヤしまくっている。

「結果、よかったじゃん！　好きな人と同居なんて、付き合ってたってすぐにできるものじゃないんだし」

「それはそうだけど、義兄妹になっちゃったんだよ？　簡単に喜べない」

「法律的には問題ないんでしょ。だったらこれをチャンスにするしかないって」

　ものすごく前向き……というか、おもしろがっている小夏には、この恋を諦めるという選択肢はないらしい。

　確かに、同居生活はときめきの宝庫だと身をもって感じている。たった一日過ごしただけだが、好きな人と一緒に生活するのは想像以上に緊張するものだった。

　朝は寝起きでちょっぴりぼんやりしているレアな聖さんが見られるし、夜はお風呂上がりで髪が濡れ、頬を紅潮させたセクシー極まりない姿を拝める。

　私はそのたび胸を高鳴らせていて、恋心云々はさておき、同居最高！と心の中で叫んでいる。しかし、私たちは家族になったのだという事実が、どうしても重くのしかかってしまうのだ。

　おすそ分けしてくれた漬物を浮かない顔でパリパリと噛み砕く私を、彼女は肘で突つついてくる。

「一応禁断の恋の部類に入るんだろうし、六花の妄想が捗はかどりそうなシチュエーションじゃん」

「……否定はしない」

　そうなのだ。これまで読んできた小説にも禁断の恋はたくさんあったし、いけないものに惹かれてしまう背徳感もいいエッセンスになる。妄想の上では。

「でも、実際その立場になるといろいろ考えちゃうよね。世間体はやっぱり気になるし、そもそも聖さんに義妹以上に見てもらえるかどうか……」

　すっかり告白する気も自信も失せてしまい、遠い目をして温かい緑茶を啜る私に反し、小夏の勢いはまだまだ衰えない。

「そのために同居を利用するんだよ。手料理で胃袋掴むとか、お風呂でバッタリっていうラッキースケベを期待するとか、薄着でウロウロしてみるとか」

「発想がベタすぎるよ。私も妄想したけど」

「あとは転んだふりして押し倒すか、いっそ本気で押し倒すか……」

「そこまでは考えなかったわ」

　あからさまなアピール術を伝授され、私は口の端を引きつらせた。

　押し倒すなんて言語道断だ。まあ、薄着でウロウロするのも『服を着なさい』って注意されるだけだろうけど。過保護な聖さんはある意味オカン男子だから。

　頭の中で聖さんにも割烹着を着用させていると、小夏はお箸を片手に意味ありげな視線を向けてくる。

「なんにせよ、諦める必要はないんじゃないかなぁ。いくら優しい男だとはいえ、恋愛対象じゃない子にこんなプレゼント贈ったりしないと思うんだけど」

　ふいに、今日つけてきた雪の結晶のピアスを指で揺らされる。その瞬間、聖さんの部屋でのワンシーンが蘇って胸がざわめいた。

　言われてみればそうかもしれない……と期待してしまう単純な自分が恨めしい。彼にそんな下心があるとは思えないのに。

　すると、小夏は新たになにかを思いついたらしく、突然席を立つ。調理場の方へ向かい、ほどなくして戻ってきた彼女の手には透明な瓶が握られていた。

　カウンターにドンと置かれたそれのラベルには、かわいらしいフォントで梅酒と書かれている。

「これ、すっごく美味しいの。もう飲めるようになったんだし、お酒の力を借りて誘惑するのもアリじゃない？　酔っ払えば自然にくっつけるかもよ」

　そういうことかと、うなだれる私。小夏はどうしても私を積極的にさせたいのね……。

　二十歳になって何回か試しにお酒を飲んでみたところ、下戸ではないがいつもすぐ眠くなってしまうと気付いた。聖さんにくっつく前に、私の上瞼と下瞼がくっついてしまう可能性大だ。

「私、酔うと即行で寝ちゃうタイプみたいなんだけど……」

「つべこべ言わずに持っていきな！」

　ぴしゃりと返され、梅酒の瓶を押しつけられた。強引すぎる。

　まあ誘惑するかは別として、今日は大晦日だしちょっとくらいハメをはずしても許されるかもしれないな。

　なんて気楽なことを思いながら、私は琥珀色の液体を眺めた。




『よいお年を！』と小夏の家族とも挨拶をして、四季咲を後にした。オードブルと一緒に梅酒の瓶を持って。

　新居である旧軽井沢の別荘に戻ると母とご馳走の準備をし、早いうちから家族全員で乾杯をした。ちょっぴり迷ったけれど、私だけはとりあえずお茶にしておいた。

　暖炉のある広いリビングダイニングでのんびり飲み食いして、零時目前となった今、私たちはテレビに注目している。その中の芸能人たちが十秒前からカウントダウンを始め、ゼロになった瞬間……。

「ハッピーニューイヤー！」

「あけましておめでとう～！」

　新しい年を祝って、テレビと共に明るい声が弾けた。近くのお寺からは、年に一度の重厚な鐘の音が響いてくる。

　両親は仲よくソファに並んで座っており、私と聖さんは黒い畳がおしゃれな小上がりでまったりしていた。すでにできあがっている両親が再び乾杯をして盛り上がっている中、私と聖さんは改まって挨拶をする。

「今年もよろしくお願いします」

「こちらこそ」

　お互いに軽く頭を下げて笑い合った。同居して間もないので、この素敵すぎる家にも、四六時中聖さんと一緒の状況にもまだ慣れないが、楽しいことに違いはない。

　モダンな雰囲気の別荘はとても広く綺麗で、以前の生活感たっぷりな部屋と違いすぎていまだに旅行にでも来たような気分だ。私の部屋の広さも軽く以前の二倍はあるし、お風呂もトイレもデザイン性が高くてびっくりしている。

　誕生日もクリスマスも、ここで四人で過ごした。家族とのこんなに賑やかなイベントは初めてで、これはこれでとても楽しかった。

　しかし、両親はまだまだ満足しそうにない。

「ねえ、初詣も皆で行きましょうよ」

「ああ、私もそう思っていたんだ。たまには生いく島しま足たる島しま神社なんてどうだ？」

　母がワクワクした調子で言い、雅臣さんも上機嫌でお猪口を片手にこちらを向いた。ふたりの提案に聖さんはわずかに眉根を寄せ、私はぱちっと目を見開く。

「遠いだろ」

「行ってみたい！」

　聖さんと私の相反する声が重なり、顔を見合わせた。生島足島神社は市を跨いで行かなければいけないから確かに少し遠いけれど、県内ではわりと有名な神社だし私は行ったことがないから興味がある。

　雅臣さんはニヤリと口角を上げて、聖さんに視線を向ける。

「ほら、六花ちゃんは行きたがってるぞ？」

「誰も行かないとは言ってない」

　無表情で即答する聖さんは、やっぱり私には甘くて皆で笑ってしまった。

　一緒に暮らし始めてわかったけれど、聖さんは雅臣さんに対しては塩対応だし、少年のような一面を見せる時もある。息子なのだから当然かもしれないが、私にとっては新鮮で、新しい聖さんを発見できたようで嬉しい。

　母も幸せそうだし、雅臣さんと一緒になれたのは本当によかったと思う。家族っていいものだとつくづく感じながら、私はすっかりハマってしまった梅酒に口をつけた。

　実は、皆お酒を飲んでいるものだから私もそのうち物足りなくなってきて、小夏からもらった例のものをちびちびと嗜んでいる。たっぷりの氷で薄めて、一気に飲まなければ眠くならないと気付いたのだ。

　もちろん小夏が言っていたように誘惑する気はないが、とても気分よく楽しめているので彼女に感謝しよう。

　そうして年が明けてから一時間も経たないうちに、両親は眠さが限界に達したようで自分たちの寝室へ向かった。私は聖さんと一緒にだらだらとお酒を楽しんでいたものの、さすがに酔いが回ってきてうつらうつらしている。

　小上がりで横になりそうになっていると、聖さんが私の腕を掴んで優しく嗜める。

「ここで寝ちゃいけません。上に行こう」

「え～まだ起きてる～」

「子供……」

　酔いに任せてわがままを言う私に、彼は苦笑して頭をぽんと撫でる。

「俺も部屋行くから。一緒に寝よ？　六花」

　ぼんやりした視界に甘い微笑みが映る。しかも、ちょっとイケない意味に捉えてしまいそうなひと言にドキリとさせられる。

　そんな風に言われたら断る気も起きない。私はあっさり陥落し、「……ふぁい」と従順に返事をした。

　一緒に歯を磨いて、お互いの部屋がある二階へ向かう。ところが、思いのほか足に力が入らなくて、階段を上ろうとしてふらついてしまった。

　見兼ねた聖さんが、私の腰に手を回して支えてくれる。密着してるー！と叫びたくなるけれど、実際はもうそんな元気もないのでおとなしく身体を預ける。

　それにしても、適度に酔っ払うって本当に気持ちがいい。いろいろどうでもよくなってくるな。

「お酒ってすごいねぇ。やなことがあった時、お酒に逃げる大人の気持ちがよーくわかったよ」

「それはあんまりわかってほしくないような……」

　ゆっくり階段を上りつつ舌足らずな調子でしゃべる私に、聖さんが苦笑する。

「成人式の後も小夏たちと飲めそうだなぁ。楽しみ～」

　えへへと笑って言うと、聖さんが一瞬足を止めてこちらを振り向いた。ん？と彼を見上げて首を傾げると、その表情は若干険しいものになっている。

「禁止はしないけど、絶対に飲みすぎないように。帰りは俺が迎えに行くから」

「はーい」

「本当にわかってる？」

「ん」

　しっかりと頷いたのに、彼は疑いの眼差しを変えず「明日もう一度言おう……」と呟いた。やっぱり過保護だなと思うけれど、まあアルコールデビューしたばかりだし心配にもなるか。

　そうこうしているうちに自室の前に着き、腰に回されていた彼の手が離れていった。私はドアを開いてひらひらと手を振る。

「ありがと、聖さん。じゃあねーおやすみぃ」

　挨拶してふらっと中へ進み、ベッドのそばに敷いた毛足の長いふわふわのカーペットの上に膝をつく。そのままそこへダイブしようとしたところで、聖さんがすぐに駆け寄って腕を掴んだ。

「こら、ちゃんとベッドで寝なさい」

「ここ気持ちいいのに～」

「風邪ひくって」

「お母さんみたい……」

　ぽろっとこぼれた私のひと言に、彼は仏頂面になった。それがおかしくてケラケラ笑いながら立ち上がった、その時。

　よろけて体勢を崩した私は、後方にあるベッドに足が当たり、「わ！」と短く声をあげて仰向けに倒れる。マットに背中が受け止められ、反射的につむった目を開いた瞬間、息が止まりそうになった。

　聖さんの綺麗な顔がすぐそこにあるのだ。私の腕を掴んだままだった彼も一緒に倒れ、私を組み敷く状態になったらしい。

　お互いに見つめ合ったまま目を見張る。

　こ……こんな漫画でしか見たことがない事故が起こるとは！　私が押し倒すどころか、逆のオイシイ展開になっているじゃないか。

　心臓がドクドクと暴れ出すのを感じるも、これは夢かもしれないと、現実との境が曖昧になっていく。

　そして酔いと睡魔でうまく機能しない頭に浮かぶのは、昼間の小夏とのやり取り。

　せっかくドキドキのシチュエーションになったのだから、ちょっとくらい誘惑してみようか。そんないたずら心が芽を出し、私はふにゃりと微笑む。

「一緒に寝てくれるの？」

　普段は言えないような冗談が自然に口をついて出た直後、聖さんの目が見開かれた。

　それからみるみる真剣な表情になり、小さく息を吐き出したので、ふざけすぎてしまっただろうかとすぐに反省し始める。

　しかし、彼の瞳は怒っているというより、また別の熱が滲んでいるように見える。

「……俺はね、お母さんや聖人君子なんかじゃないんだよ」

　いつもの聖さんとはどことなく違う、セクシーさを増した低い声が響く。

「ただの男だ。そんなにとろけた顔で誘われたら、〝いいお義兄ちゃん〟じゃいられなくなる」

　胸の奥で、ドクンと大きな音が鳴る。彼のこんな反応、想定外だ。

　身体の横に肘をつかれ、マットが沈む。彼はもう片方の手でそっと髪を撫でた。距離がさらにぐっと縮まって、私の口からはもう冗談など出やしない。

「ひ、じり、さ……」

　呆気に取られているうちに、彼の顔がどんどん近づいてくる。

　やっぱり夢だろうか。まるで彼が私に欲情しているかのような、こんな甘い展開になるわけがない。なるわけないはず、なのに。

　信じられない気持ちになりながら、私は瞼をギュッと閉じた。




　――再び目を開けた時、カーテンの隙間からは冬の白い日差しが入り込んでいた。

　もう朝だ。昨日は皆で賑やかに年越しをして……今日は元旦か。まだ起きなくてもいいよね。

　寝たのは確実に一時を過ぎていたし、お酒も飲んだからめちゃくちゃ眠くて、再び重い瞼を閉じる。

　頭痛や気持ち悪さなどはないからよかった。聖さんには迷惑をかけちゃったけど。

　……って、あれ？　昨日、あれからどうなったんだっけ？　お母さんたちが先に寝て、私も聖さんに介抱されてこの部屋まで来て……。

　記憶を巻き戻し、夢とも現実とも区別がつかないシーンが浮かんだ瞬間、ぱっと目を開いて「あぁ！」と声をあげた。

　なんだったんだ、あれは。私の願望が作り出したリアルな夢だろうか。そして結局、キスはしたの？　してないの？　どうせだったらそこまで覚えていたかった……！

　ひとしきりベッドの中で悶えた後、怠さが残る身体で一階に下りる。時刻は十時を過ぎていて、すでにリビングダイニングに揃っていた皆に迎えられた。

　改めて新年の挨拶をする。聖さんもいつも通りだけれど、私は気まずくて仕方ない。ぎこちなく挨拶を返して、ダイニングテーブルの定位置、聖さんの隣に座った。

　テーブルにはおせちが置かれ、雅臣さんはお正月の特番を見て寛いでいる。お出汁のいい香りがするから、母がお雑煮を作ってくれているのだろう。

　それらを食べる前に、私は聖さんの袖をくいっと引っ張って控えめな声で告げる。

「あの、昨夜はごめんね」

　とりあえず介抱してもらったのは確かなので謝ると、彼は特に気にしていないように首を横に振る。

「いいんだよ、酔っ払ってる六花もおもしろかったしね。でも、外で飲む時はくれぐれも気を付けて」

「はい……」

　優しく諭されて、私は従順に頷きつつ考えを巡らせる。

　聖さん、いたって普通だ。この調子からすると、あれは夢だったのかな。

　狐につままれたような気分で軽く首を傾げていると、キッチンから「できたわよー」と母の声がした。お雑煮を取りに来てという合図だろう。

　私が腰を上げようとするより先に、ひと足早く聖さんが反応する。立ち上がった彼は私の肩に手を置き、さりげなく耳元に顔を近づけてきた。

　急に接近されてドキッとした瞬間、彼は私にしか聞こえない小さな声で囁く。

「好きでもない男に、あんな風にされたらダメだよ」

　え？と聞き返そうとした時には、彼はキッチンに向かっていて、私はひとりぽかんとする。

〝あんな風に〟って……絶対あのアクシデントのことだよね？　やっぱり夢じゃなかったんだ！

　現実なのだと確信した途端、みるみる顔が熱くなる。

　でも、今の言葉を聞いてなんだか納得した。昨夜のあれは、男の人の前で酔ったらああいう危険な状況になる場合もあるんだよと、身をもって教えてくれたんじゃないだろうか。

　きっとそうだと思うと安堵に似た感覚を覚えるも、少し残念な矛盾した気持ちが入り交じる。

　他の男性にあんな風にされたら恐怖でしかないけれど、私にとって聖さんは好きな人だから、まったく嫌ではないんだよ。

　心の中で本音を呟くと共に、彼の言う通り外でお酒を飲む時は気を付けようと自分を戒め、私もキッチンへ向かった。




　元旦は家でのんびり過ごし、初詣は二日に行くことにした。

　雅臣さんの運転で一時間ほどかけて向かった生島足島神社は、万物に生命力を与える生島大神と、満足を与える足島大神の二神が祀られている古社だ。パワースポットとしても人気らしく、今日も大勢の参拝客がいる。

　朱あかい鳥居をくぐって境内を進み、小さな桟橋を渡ると御本社がある。この神社の社やしろや御神橋はすべて鮮やかな朱色で、印象的でとても美しい。

　お参りをした後、皆でおみくじを引いた。その内容を見て、まず口を開いたのは雅臣さんだ。

「末吉だ」

「あらー、私も。新年早々気が合いましたね、雅臣さん」

「ああ。末吉くらいがちょうどいいよな、雪乃さん」

　顔を見合わせてのほほんと笑っている両親ふたりは、相変わらずハートが飛び交っていてむず痒くなる。

　ふたりに失笑しながら自分のおみくじを開けた直後、私はギョッとした。

「え！　凶!?」

　驚いて思わず声をあげると、皆があっはっはと笑う。いや、私は笑えないんですが。だって凶だよ？

　軽くショックを受ける私に、雅臣さんが和やかに言う。

「大丈夫だよ、六花ちゃん。凶が出る確率はわりと高いらしいから」

「そうなんですか!?　でも私、初めて引いた……」

「逆にいいかもしれないわよ」

　適当すぎるフォローをする母に据わった目を向けた後、「聖さんは？」と問いかけて彼の方を見やる。彼は開いたおみくじをぴらっと掲げ、不敵に口角を上げる。

「大吉」

「ズルい！」

　最高の運勢に嫉妬して口を尖らせる私に、聖さんはおかしそうに笑い、宥めるように頭にぽんと手を置いた。

「凶はこれ以上運気が下がらないから、あとは上がるだけって聞いたことない？　それに、大事なのは書いてある内容だよ」

　手に持ったおみくじを指差され、とりあえず読んでみるかと目を落とす。一番気になるのは、やっぱり恋愛に関する部分。

【今の人が最上、迷うな】

　自然に目がいったそこには、いいのか悪いのかすぐには判断できない一文が書かれていた。

〝今の人〟って、付き合っている人がいない私にとっては、好きな人だと捉えていいんだろうか。聖さんを好きなまま、諦めなくてもいいってこと……？

　もちろんここに書いてある通りになるとは思っていないが、先日の小夏の言葉も相まって、なんとなく背中を押された気分になる。

「確かに、書いてあるのは悪いことばっかりじゃないかもね」

　口元を緩めてひとり言をこぼし、聖さんに目線を戻す。

「大吉にはどんなことが書いてあるの？」

「ああ、見る？」

　ためらいなくおみくじを渡され、なにげなく聞いた私の方がちょっぴり躊躇してしまった。

　おみくじって人に見せていいものだっけ？と思いつつも、気になるので見せてもらうことにする。

「さすが大吉、願ねがい望ごとは叶うって」

「それはよかった」

「争あらそい事ごとは控えたるがよし」

「弁護士には無理な内容だな」

　苦笑する聖さんと一緒に私も笑いつつ、いろいろな項目を目で追っていく。しかし、縁談の欄を見て笑顔が強張った。

【多くて困ることあり。静かに心を定めなさい】

　多くて困る!?　嘘、そんなに結婚の話が舞い込んじゃうの？　聖さんがモテるのは百も承知だし、年齢的にもそろそろした方がいいんだろうけど……。

　これから聖さんがお嫁さんを迎える姿を見ることになるかもしれないのか。そうなったら、義妹としてちゃんと喜べるのかな、私。

　ついさっき心にうっすらと差した日の光は、あっさりと雲に覆われていく。再び複雑な気持ちになっておみくじを見下ろした時。

「えっ、水篠先生？」

　驚いたような声が聞こえて目線を上げると、顎の下辺りで黒髪が揺れる二十代半ばくらいの女性が立っていた。クールビューティーな顔立ちで、凛とした雰囲気を漂わせている。

「あれ、碓氷うすいさん」

　聖さんもそう返して、ふわりと笑みを浮かべた。こちらに近づいてきた彼女と、「あけましておめでとうございます」と新年の挨拶を交わしている。

「まさかここで碓氷さんに会うとは。そういえば、実家がこっちだと言っていましたよね」

「そうなんです。妹と来たんですけど、今お手洗いに行っていて。新年早々、先生とお会いできて嬉しいです」

　碓氷さんというらしい女性は、うっすら頬を染めてキラキラとした笑顔で聖さんと話している。彼も敬語になっているし、仕事関係の知り合いだろうか。なんとなく、彼女からハートが飛んでいるように感じるのだけど……。

　女の勘が働いてそわそわしながら静観していると、彼女が「先生は……」と言ってこちらに目を向けた。聖さんが私たちを紹介してくれる。

「俺は家族と来ています。この子は義理の妹の吉越六花。彼女は俺の事務所で働いている、パラリーガルの碓氷霧きり子こさんだ」

「義妹さん……」

　私が義妹だとわかった途端、碓氷さんの顔に安堵の色が浮かんだ気がした。私は彼の恋愛対象外の女だと思われているようで、ちくりと胸が痛む。

　碓氷さんは毎日聖さんと一緒に働いている人だった。私の知らない彼を知っているのだと思うと、それだけで心が濁ってしまいそうになる。とても綺麗な人だし、パラリーガルという職業も尊敬するし。

　醜い嫉妬が湧く自分に辟易していると、碓氷さんは私にしっかり向き直って頭を下げる。

「申し遅れました。碓氷です」

「吉越です。あ、義あ兄にが、お世話になっております」

　この挨拶で間違っていないよね？と思いながらぎこちなく言い、私も頭を下げた。義兄と口にするのはまだ慣れない……。

　姿勢を正した碓氷さんは、小さな桜色の唇でわずかに笑みを作る。

「先生から話は聞いています。かわいらしい義妹さんですね」

　口角は上がっているものの、彼女の顔に先ほどのような輝きはなく、口調も淡々としている。嫌な印象は受けないが、とびきり愛想がいいとも言えない。

　そんな彼女と、聖さんは気を許したような調子で話し始める。その途端、碓氷さんが別人のようにかわいらしい笑顔を見せるので驚いた。

　雰囲気が柔らかくなるのは聖さんに対してだけで、基本的にクールらしい。彼に憧れているのはほぼ間違いなく、そしてやはり、その中には恋愛感情も含まれているんじゃないだろうか。

　親しげな空気を醸し出すふたりをジッと見つめて推理していると、私の背後から砂利を踏みしめる音と雅臣さんの声が聞こえてくる。

「おや、霧子さんじゃないか。あけましておめでとう」

　意外なひと言に、私は目を丸くして振り返った。

　え、雅臣さんも碓氷さんを知っているの？　しかも名前で呼んでいるって、どういう関係？

　またしてもハテナマークをばらまく私をよそに、碓氷さんが綺麗なお辞儀をする。

「水篠社長、あけましておめでとうございます。あと、ご結婚も」

「おお、ありがとう」

　母とそろって挨拶をした後、雅臣さんは意味深な笑みを浮かべて聖さんと碓氷さんを交互に見やる。

「君たちも考えてくれたかい？　例の件は」

　例の件……？

　気になるワードにぴくりと反応し耳をそばだてようとした時、母にくいっと袖を引っ張られた。彼女はそのまま御神橋の方を指差して歩き出す。

「お邪魔しちゃいけないから、私たちはあっちに行ってましょ」

「邪魔？」

　ちょっぴり心外な言葉に眉をひそめるも、うきうきした様子の母の耳には入っていないらしい。

「新年早々、おめでたい話が聞けるかもしれないわね」

「どういうこと？」

　やきもきして問い詰める私に、母はにんまりとしてやっと教えてくれる。

「雅臣さんと、霧子さんのお父さんがお友達でね。この間一緒に飲んだ時に、〝ちょうどお互いの子供がお相手を募集してるから、くっつけたらいいんじゃないか〟って話になったらしくて。多分今、食事会の約束を取りつけているんだと思うの」

　その意味をすぐに察した私は、血の気が引くような感覚を覚えた。

「これでうまくいったら、聖くんと霧子さん、結婚するかもしれないわね」

　――頭を殴られたかのごとく、大きな衝撃が走る。

　持ったままだった聖さんのおみくじが、力の抜けた手からひらひらと落ちていった。










突然の告白にはしかるべき対処を




　一月の第二日曜日。成人式が行われる今日は、あちこちで着物やスーツ姿の新成人を見かける。

　私も桜や牡丹が描かれた、爽やかな水みず浅あさ葱ぎ色の振袖を着ている。長い髪は編み込んでアップにし、かわいい髪飾りもつけてもらって、平凡な顔の私もそれなりに華やかになっていると思う。

　ところが、会場近くで待ち合わせていた小夏と会った途端、彼女は紅いルージュがよく似合う唇を引きつらせた。

「ちょっと六花、成人式だっていうのになんでゾンビみたいな顔してんの」

　どうやら私はひどい顔をしているらしい。先ほどの写真撮影だけじゃなく、このところずっと無理やり笑顔を作って明るく振る舞っていたから、その反動で今はげっそりしている。

　原因はもちろん、聖さんに特別な人がいると知ってしまったせいだ。落ち込んでいたらこの恋心がバレてしまうかもしれないので、必死に平静を取り繕っている。

　今日も聖さんは着飾った私を見るなり、とろけるような笑みを浮かべて『誰よりも綺麗だ』と言い、たくさん写真を撮っていた。フラッシュが苦手な私のために、写真スタジオに行くのではなく彼がカメラマンを務めてくれたのだ。

　この会場と家との行き来をするため、快く運転手まで務めてくれている。そんな風に甘やかされたら余計に落ち込んでしまうことに、彼は気付いていない。

「私の頭、銃で撃って吹っ飛ばしてくれてもいいよ……」

「ごめん。ゾンビは冗談」

　ずーんと沈んだ空気を纏って呟くと、小夏は私の両肩に手を置いて真顔で謝った。

　黒の振袖に赤い帯を合わせた彼女を改めて真正面から見つめ、私は「小夏、めちゃくちゃカッコいいね」と褒めた。しかし、「褒められてる気がしないから、早く六花が抱えてる問題を教えて」と急かされるので、重い口を開く。

「義兄妹以前の問題だったんだよ……聖さん、結婚するかもって……」

「はあ!?」

　魂が抜けたような状態で打ち明けると、小夏は目を丸くしてすっとんきょうな声をあげた。

　ひとまず会場に向かって歩きながら、初詣で碓氷さんに会ったことから話す。

　母から聞いたのだが、碓氷さんのお父様は銀行の頭取で、雅臣さんとは仕事で取引をしているうちに親しくなったのだそう。ふたりが結婚すれば公私共にさらに良好な関係が築けそうだし、私なんて割り込む隙がないのは明白だ。

　それらを聞いた小夏は、難しい顔をして唸る。

「ある意味、政略結婚みたいなものか。本人たちの気持ちは？」

「同意してるんじゃないかな。食事会するって言ってたし」

　あの後、食事会を開くことになったと雅臣さんが母に満足げに言っているのを耳にした。どちらかが断るつもりならしないはず。ショックが大きくて、初詣からの帰りの車内でも詳しくは聞けなかったが、結婚はほぼ確実なのだろう。

　聖さんと碓氷さんの親しげな様子を思い出し、気分はさらにどんよりと沈む。そんな私を見兼ねて、小夏は明るい声で励まそうとする。

「や、でも、結婚する前ならまだ可能性――」

「ないです」

「……押し倒したりし」

「ないです」

　憮然として返す私に、さすがの彼女も意気消沈して押し黙った。

　いつまでもゾンビみたいになっていたら、小夏の気分も害してしまう。少し反省して、「ごめん、暗くて」と苦笑した。

　いつの間にか会場の前に着いていて、二十歳を迎えた仲間が大勢集まっている。華やかかつ賑やかな彼らから、澄みきった青空へと視線を上げて冷たい空気を吸い、正直な気持ちを吐露する。

「心のどこかで、私が聖さんの一番近くにいられるんじゃないかって思ってたんだよね。たとえ義妹としてでも、彼が誰のものにもならなければまだ気がラクだったのに。でも、相手を実際に見ちゃうとさ……」

　小夏は眉尻を下げて微笑み、私の肩に手を置いて「わかるよ」と言った。やりきれない気持ちを受け止めてもらえただけで少し心が軽くなったので、小夏に感謝して私も力なく笑った。

　その時、背後から馴染みのある声が聞こえてくる。

「なーにしょげてるの、りっちゃん。今日はとびきりかわいいのに、もったいないよ」

　ちょっぴりハスキーなこの声と口調は、間違いなくアキちゃんだ。

　またひとり、元気を与えてくれる人が現れた。落ち込んだ気持ちがまた少し浮上して、自然に口元がほころぶ。

「アキちゃ――」

　そうして振り向いた瞬間、私は目を見開いて固まった。

「落ち込んでるなら、オレが慰めてあげる」

　こちらに綺麗な笑みを向けているのは、やや長めのくせ毛っぽい髪型で、スーツを着こなした細身の男性。しゃべり方も〝オレ〟になっているけれど、この美麗な顔は間違いなく……。

「アキ!?」

「な、なんで、その格好……!?」

　小夏が声をあげるのと同時に、私も呆然とした。アキちゃんがこの姿を見せるのは高校卒業以来だから。

　実はアキちゃん、普段は女物の服を着て女性として生活しているが、身体は男性なのだ。性転換したいほどではないものの、女性として振る舞うのが好きらしい。

　この間、三人で会った時も『どんな振袖にしようかな』なんて言っていたし、きっとかわいくオシャレしてくるのだろうと思っていたから驚愕する。

　あんぐりと口を開けている私たちに、彼女……いや、彼はあっけらかんと笑う。

「本当は振袖がよかったんだけどね。成人式って親に感謝する日でもあるじゃん？　今まで好き勝手やってきたから、今日くらいは生まれてきた性別の姿にするか～って」

　中学時代は完全に男子として生活していたが、周りにカミングアウトし始めた高校時代からは、登校する時は男子の姿で、休日だけ女子の格好をして出かけていた。現在、大学では常に女性として振る舞っているそう。

　本人が性的マイノリティであることを隠さないようになってから、私たちもそれを受け入れて女友達として接してきた。しかし、やはりご両親の理解を得るまでには少々苦労したらしい。

　アキちゃんなりの親孝行なんだなと、小夏と一緒に納得して頷く。すると、彼は意味深な表情で「まあ、理由はそれだけじゃないけど」と付け加えた。

　そういえばこの間、アキちゃんはなにかを決意した様子で、その内容については『成人式まで内緒』と言っていたっけ。今日男性の姿をしてきたのはそれが関係しているのかな。

　漠然とした考えがよぎるも、久々に見た彼のイケメン度合いが高すぎて、小夏共々沸き上がる興奮を抑えられない。

「それならそう言っといてよ！　心の準備できてなかったから、うっかり惚れそうになったよ！」

「スーツ姿のアキちゃん、カッコよすぎて動悸が……」

　腕をバシッと叩く小夏と、胸を押さえる私に、アキちゃんは不敵に口角を上げる。

「あんたたち、こっちの方が好き？」

「「どっちも！」」

　ふたりで声をそろえて即答すると、彼はあははっと嬉しそうに笑った。

　アキちゃんはものすごく美形で、性格もオープンで話しやすい。男性の格好をする時は振る舞いも男になり、男女どちらともうまく接することができるので皆の人気者なのだ。

　今も、アイドルのような美貌の彼を、周りの女性陣が何度も振り返って黄色い声をあげている。

　彼が性的マイノリティだと自覚して悩んでいた中学時代を知っている私と小夏は、多分アキちゃんにとって皆よりも少し特別な友達になれていると自負しているんだけど、どうかな。

　アキちゃんは感慨深げに目を細め、「やっぱりふたりは最高だね。ありがと」と言った。

　式が始まる時間も迫ってきたので、とりあえず会場の中を目指す。私と小夏を両脇に従えて歩くアキちゃんは、私たちを羨ましげに交互に見ている。

「ふたりともめっちゃくちゃかわいい。やっぱ振袖にすればよかったなー」

　一見同伴しているホストみたいな構図なのに、その口から出るのは乙女な発言なのがおもしろい。小夏も笑って返す。

「うん、アキの振袖姿も見たかった。袴でもよかったんじゃない？」

「袴は着たよ、大学の文化祭で。大正喫茶やったからね」

「なにー!?　写真売って」

「一枚、一万円です」

「ぼったくるな！」

　相変わらずふたりのやり取りがおかしくて、私も自然に笑っていた。やっぱり気分を上げてくれるのは大好きな人たちだ。

　さっきまで他人事のようだったこの場の華やかな雰囲気も、楽しく感じてきて背筋を伸ばす。

「よし、ふたりのおかげで元気出てきた」

「お、よかったー」

「りっちゃんがしょんぼりしてた理由、後で教えてよ」

　アキちゃんにも包み隠さず話して慰めてもらおうと思い、ふたりに笑みを返した。




　成人式はトラブルなく和やかに終わり、一旦家に戻って着替えてから、夕方は中学の皆でレストランに集まって同窓会をした。

　まだ二十歳を迎えていない子もいたのでお酒は控えたものの、皆で昔の思い出や近況を話して盛り上がった。久しぶりに会う仲間は、見た目は変わっていても中身は当時のままの人がほとんどで、とても楽しい。

　あっという間におひらきの時間になった後、私たち三人は四季咲で二次会をすることにした。

　隅っこのテーブル席で、成人式が終わってもメンズスタイルのアキちゃんが私の向かい側に座っている。小夏もさすがに今夜は仕事をせず、隣でお酒を飲んでまったりしている。

　三人になったので、私はようやくアキちゃんにも悩みを打ち明けた。彼も驚いていたけれど、小夏と一緒に共感したり慰めたりしてくれて、悩みは解決しなくともだいぶ気持ちがラクになった。

　その話が一段落して、私はすっかり気に入った梅酒をひと口飲む。ふぅと息をつき、目の前のアキちゃんをなんとなくジッと見つめる。

　肌は女の子みたいにきめ細かく、メイクをしていなくても瞳は大きくて綺麗。ネイルをしていないせいか、今日はグラスを持つ骨張った手に男性らしさを感じる。

　聖さんとはまた違った魅力がある人だな……と思っていると、私の視線に気付いた彼がふっと苦笑を漏らす。

「そんなに男の姿は見慣れない？　顔は一緒だよ」

「ごめん。いや、つくづく綺麗だなって。羨ましい」

　頬杖をつき、とろんとした目で眺める私に、アキちゃんはずいっと顔を近づける。

「りっちゃんは自分のかわいさを自覚しな。しかも今、お酒入って色っぽい顔になってるよ」

　なんだか語尾が甘い彼の方がセクシーさを漂わせている気がするのだけど。そんな風に指摘されると動揺してしまうし。

　私はどぎまぎしつつ、枝豆をつまんで話を変える。

「そ、それより、アキちゃんの話もそろそろ教えてよ。なにか決めたことがあるんでしょ？」

「それ、私も気になってた」

　小夏も、アキちゃんのグラスにビールを注ついで興味深げに身を乗り出す。

　アキちゃんは一度私たちを見つめ、わずかに意味深な笑みを浮かべる。そしてひと呼吸置いてから、「オレはさ、ご存じの通りふたつの性を持ってるわけよ」と話し始めた。

「女性に憧れて女装してるけど、完全に女になりたいわけじゃない。男の格好をすれば気持ちも男になるし、この身体も別に嫌じゃないから。どっちにもなれるって逆に便利かも、って最近は思えるようになってきたんだ」

　アキちゃんが男女どちらにも当てはまらない、いわゆるⅩジェンダーであるのは私も小夏も理解しているのでこくこくと頷く。

「ただ、恋愛が難しくてね。自分は男が好きなのか、女が好きなのか、ずっとわからなかった」

　複雑な表情になっていく彼を見て、はたと気付いた。それは私たちもよくわかっていなかった部分だと。

　これまでアキちゃんは女心に共感してくれたり、『あの人イケメン！』と盛り上がったりしていたから、恋愛対象は男性なのかなとなんとなく思っていた。

　私たちと接するアキちゃんはずっと女性だったからそう思っていたわけだが、今日のように男性でいる時はどうなんだろう。

　よく考えれば、彼自身の真剣な恋の話を聞いたことがない。自分の性が揺らいでしまうのだから、好きになる相手もどちらの性別なのか難しいよね。

　理解が足りなかったことを申し訳なく感じていると、アキちゃんは私を見つめて問いかけてくる。

「ねぇ、覚えてる？　高校の卒業式の日、謝恩会をした後にりっちゃんがオレに抱きついたこと」

「ああ、うん、覚えてる。女子同士ハグしてたんだよね」

　彼に言われて、約二年前の記憶が蘇る。謝恩会でのアキちゃんは姿も態度も女性だったから、私だけでなく皆も普通に別れを惜しんでハグしていたっけ。

「そう。その時にオレ、初めて反応したんだよね」

「反応？」

　どういう意味だろうかと首を傾げる私に、彼はきっぱりと告げる。

「勃たちそうになった、ってこと」

　ぱちぱちと瞬きをした数秒後、小夏と同時に若干のけ反って驚きの声をあげた。

「たっ、勃ち……!?」

「え、ええっ!?」

「びっくりでしょ。オレもびっくりしたー」

　挙動不審な私たちを見て、アキちゃんはあっけらかんと笑っている。

　待って待って……アキちゃんは男として私に性的な魅力を感じたってこと？　色気もなく、身体のメリハリも微妙なこの私に？　ちょっと自信がつくかも……ってそうじゃない！

　まさかアキちゃんがそんな体験をしていたなんて。ずっと女友達という認識だったから動揺しまくってしまう。

　あたふたする私たちをよそに、彼は徐々に真面目な表情に戻って話を続ける。

「それがきっかけで、自分は身体の通り女子に反応するのかって思ったんだけど、大学に行ってからは誰に対してもダメだった。りっちゃんに対してだけなんだよ、特別な気持ちになるのは」

　長めの前髪がかかる澄んだ瞳が、私をまっすぐ捉える。

「オレは多分、男とか女とか関係なく、吉越六花っていう人間が好きなんだ」

　真剣に告白されて、心臓がひと際大きく拍動した。

　思えば、告白されたのは中学の頃以来だ。あの頃は恋とか愛とかわかっていなかったから実感がなかったけれど、今は違う。自分を好きになってもらえるって感激するものなんだな……。

　一度まつ毛を伏せて小さく息を吐いたアキちゃんは、心なしかすっきりした面持ちになったように感じる。

「成人式はひとつの区切りになるし、けじめをつけたくて正直な気持ちをりっちゃんに伝えようって決めてたんだ。今日、男の姿をしてきたもうひとつの理由もそれ。少しは男として意識してもらえるかなって」

　グラスを手に取ってビールを口に運ぶ彼を見つめ、すべてに納得して相槌を打った。

　呆然としていた小夏も、「そういうことだったんだ……」と呟いた。そして、アキちゃんに向かって優しく微笑みかける。

「言いづらかっただろうに、私にまで打ち明けてくれてありがと。よかったじゃん、恋愛ができたのも、自分のことがまたひとつわかったのも」

「……そうだね。ありがとう」

　アキちゃんは小夏の言葉を噛みしめるようにゆっくり頷き、綺麗な笑みを返した。

　私も口を開こうとしたものの、小夏がおもむろに腰を上げる。

「でも絶対私お邪魔だから、ちょっと店手伝ってくるわ。ふたりだけで話した方がいいでしょ」

　気を遣ってくれる彼女を見上げ、私が「ごめん」と反射的に謝ると、アキちゃんも申し訳なさそうに両手を合わせる。

「ごめんね、こなっちゃんには反応しなくて」

「謝られるとなんか虚しくなるからやめなさい」

　小夏はちょっぴり赤面しつつ口元を引きつらせて言い返し、店の奥へと向かった。失笑しつつその姿を見送った私は、今度はアキちゃんに向かって謝る。

「ごめん、アキちゃん」

　彼は一瞬ショックを受けたような顔をした後、寂しげに口角を上げる。

「いいんだよ、わかってるから。りっちゃんが好きなのはあのカテキョ――」

「そうじゃなくて！　アキちゃんのこと、理解してるようでできてなかったから。恋愛で悩んでるのも気付いてあげられなかったし……」

　今まで知らずに傷つけていたかもしれないと思い、目線を落とした。キョトンとしたアキちゃんだったが、ぷっと噴き出して思いのほか嬉しそうに笑う。

「そんなの謝る必要ないよ。ていうか、オレはりっちゃんのそういうとこが好き。オレみたいな人間にもちゃんと向き合って、自分のことみたいに悩んでくれる優しいところ」

　ストレートに好きだと言われ、頬がじわりと火照った。

　向き合うことでアキちゃんが満足するなら、私も自分の気持ちを正直に伝えよう。頭の中で考えをまとめて口を開く。

「私、いつの間にか聖さんが好きになってたの。一番近くにいる男の人だったから、好きになるのは必然的っていうか。ずっと彼しか見えてなかったし、他の人を見ようとしなかった。義兄妹になった今でも、やっぱり好きで」

「……うん」

「でも、それじゃダメかなって思い始めた」

　静かに耳を傾けていたアキちゃんが、そのひと言で目を見張る。

「このまま聖さんに甘えて依存してたら、彼を困らせるだけのような気がする。他の人に目を向けた方がいいのかもしれない」

　だって、彼は結婚するかもしれないのだから。このまま片想いを続けていても不毛なのはわかりきっているし、私が恋心を抱いていたら聖さんにも彼の結婚相手にも迷惑になってしまう。

　きっと、彼から卒業するいいタイミングなのだ。私を好きだと言ってくれるかけがえのない人を大切にした方が、皆幸せになれるよね。

　考えを変えるきっかけをくれた目の前の親友を見つめ、ふわりと微笑む。

「アキちゃん、告白してくれてありがとう。自分のこと好きって言われるのって、すごく嬉しいね」

　私がそんな反応をするのは意外だったのか、アキちゃんは〝信じられない〟というように目をしばたたかせる。

「……引かないの？　急に男になって告白するとか、やばいでしょ」

「全然」

　へへっと笑って首を横に振ると、彼は突然すっくと立ち上がった。私が呆気に取られているうちに小夏がいた席にやってきて、さらに近くでずいっと顔を覗き込まれる。

「本当に、気持ち悪くない？　女友達に欲情されてるんだよ？」

「その言い方をされると複雑だけど」

　あけっぴろげに確認してくるので、私は顔が熱くなるのを感じつつ苦笑いした。確かに衝撃的ではあったが、彼に対する印象はなにも変わらない。

「私も、アキちゃんを友達として好きなのは間違いないから……少し考えてもいい？」

　もしかしたら、この〝好き〟が男性に対するものに変化していくかもしれない。わずかな可能性を感じて彼を見上げた。

　次の瞬間、急にがばっと抱きつかれて反射的に肩を竦める。

「わっ、え、アキちゃん!?」

「友達ですらいられなくなるかもって思ってたのに……なんでそんなに優しいの」

　衝動を抑えられないといった風にぎゅうっと抱きしめられ、目を白黒させる私。

　謝恩会の時とは違って今は男性なのだから、落ち着いていられない。男性にしては華奢な方なのだろうが、それでもやはり女性とは違う身体つきにドキドキする。

「ちょっ、ハ、ハグして大丈夫!?　そのー……」

「大丈夫じゃない。はぁ……きつい」

　私の首辺りに顔を埋めてつらそうに呟くので、こっちが恥ずかしくなるしいろいろ心配になってしまう。

　しかし、私を大事そうに包む腕からは優しさが伝わってきて、無理やり解ほどくことはできない。

「やっぱり、りっちゃんには触れたくなる。男の自分が〝愛しい〟って想ってるのがわかるんだよ」

　感慨深そうな声で囁かれ、私の胸もきゅっと締めつけられた。

　今のアキちゃんは、私に恋をしてくれているただの男の人。そう、ひしひしと感じられて。

　隅っこの席とはいえ、周りのお客さんに気付かれて冷やかされる。常連さんが多いし、皆酔っ払っているので勝手に盛り上がっている感じだ。

　料理を運んでいた小夏は私たちを二度見し、また顔を赤くして「あんたたち、人の店でいちゃつくんじゃない！」と注意する。

　その直後、店内の賑やかな声に交じって、出入口の引き戸がガラッと開く音がした。

「いらっしゃいま――あっ!?」

　小夏は挨拶をしようとして、なにかにギクリとしたような声をあげた。それに反応した私たちは身体を離し、同時に出入口の方を見やる。そして目を見開いた。

「聖さん……!?」

　店内に入ってきたのは、冷ややかな顔をした聖さんだった。いつの間にか私が迎えを頼んだ時間になっていたのだろう。なのに、アキちゃんとの話に夢中になってしまっていた。

　こちらを凝視している彼がそのまま一歩一歩近づいてくるのに合わせて、胸がざわめく。

「こんばんは。六花がお世話になっています」

　私たちのテーブル席までやってくると、わずかに口角を上げてアキちゃんに軽く頭を下げた。傍はたからは普通に見えるだろうが、私には彼の目が笑っていないことくらいすぐにわかる。

　アキちゃんも気まずそうに表情を硬くして「こんばんは」と返した。聖さんはそれ以上話す気はないと示すかのごとく、私に顔を向けて手を差し出す。

「約束の時間だよ。帰ろう、俺たちの家に」

　甘い言葉を口にされているのに、不機嫌さが伝わってきて身体が強張る。聖さんに依存していたらいけないと話したばかりなのに、アキちゃんの前でこの手を取っていいものだろうか。

　ためらう私を見兼ねたのか、聖さんが私の手を取ったのでドキリとした。エスコートされるように立ち上がったものの、どことなく強引さも感じて委縮してしまう。

　彼は自分の財布から十分な額のお札を取り出してテーブルに置き、椅子にかけていたコートを私の肩にかけた。その早業に呆気に取られているうちに、彼はアキちゃんに「失礼します」と短く告げ、再び私の手を引いて歩き出す。

「聖さん、待って」

「りっちゃん……！」

　問答無用で連れていかれる私を、アキちゃんが思わず呼んで腰を上げる。小夏もなにか言いたげに口を開いていたけれど、出入口にたどり着くのはあっという間だ。

「アキちゃん、小夏、ありがとね！　また連絡する」

　私はとりあえずそれだけ言い、慌ただしく四季咲を後にするはめになった。

　外へ出ると、突き刺すような寒さに身体が凍りそうになる。一気に酔いも醒めるほどで、「寒っ」と声に出して肩にかけたコートの前をかき合わせた。

「悪い、車すぐそこだから」

　聖さんは抑揚のない調子で言い、私を寒さから守るようにコートの上からしっかりと肩を抱く。不機嫌なくせにこういう扱いを自然にするから、私の心はぐらぐらと揺れるのだ。

　近くの駐車場に停めていた車に乗り込むと、暖房がかけられて車内はあっという間に暖まった。聖さんは無言で発進させ、家までの約十分の道のりを進む。その間、沈黙が続いてとても気まずい。

　そういえば、ケンカってほとんどした記憶がないな。勉強中に私がヘソを曲げて、聖さんが宥めることは何度かあったけれど。基本的に彼は優しいから、こんな風に不機嫌さを露わにするのは珍しい。

　重い空気に耐えられなくて、私は口を尖らせて正直に言う。

「聖さん、怖い」

「……ごめん」

　ボソッとこぼした私のひと言に、彼は若干反省したような声であっさり謝った。自分でも強引に連れてきたことを悪く思っているのだろうか。

　どうしてそうしたのかを知りたくて、ぱっと浮かぶ理由を挙げてみる。

「私が、時間が過ぎてるのに気付かなかったから？　それとも……」

「男に抱かれてたから」

　私が言うより先に、前を見据えたままの彼からどことなく棘のある声が返ってきた。

　抱きしめられていたのが不機嫌の理由らしい。おそらく、お正月に忠告したのに男性に隙を見せたから怒っているのだろう。

　アキちゃんは信頼できる友達だし、心配されるようなことはない。でも、聖さんはアキちゃんの事情を知らないから、悪い男に引っかかりそうだったと誤解しているのかもしれない。

「あの子はアキちゃんだよ。いつも一緒に遊んでる女の子の」

「女の子？」

　聖さんはようやくこちらに目を向け、戸惑いの表情を浮かべた。さっきの姿を見れば完全に男性だと思っているだろうから、意味がわからないだろう。

「そう、今日はわけあって男性の姿だったけど……。アキちゃんはどっちの性別でもある人だから、これまではずっと女友達として接してきたの」

　アキちゃんは隠そうとしていないけれど、勝手に打ち明けちゃってごめん、と心の中で謝った。

　聖さんはすぐに察したようで、「……そうか」と小さく頷いた。そして、少しだけ威圧感が薄らいだ口調で言う。

「さっきの様子からすると、〝アキちゃん〟は六花のことが好きなのか？」

　ストレートに問いかけられてドキッとするも、正直に答える。

「……そう、みたい。告白された。男として」

「六花は？」

　間髪を容れずに、再び問いかけられた。押し黙る私に、「六花は誰が好き？」と畳みかけてくる。まるで私に好きな人がいると知っているみたいだ。

「わ、私は……」

　聖さんが好きに決まっている。彼から卒業しなければいけないとはいえ、数年間抱いていた恋心は簡単には捨てられない。

　しかしさすがに本心は言えないので呑み込み、「ていうか！」と話の方向を変える。

「私の恋愛に聖さんが干渉するのはおかしいでしょう。これじゃ、いつまで経っても彼氏ができないよ」

「結婚する気のない彼氏なら作る必要はない」

「昭和のお父さんか！」

　あまりにも昔気質かたぎな発言をするので思わずツッコんでしまった。

　聖さんが私を大事にしてくれているのは嬉しい。でも、ずっと付き合いがあったからだとか、義妹だからだとかの理由で干渉されるのはいただけない。

　だんだん腹が立ってきて、私の口調も荒くなる。

「聖さんは過保護すぎる。私はもう子供じゃない。自分が付き合う人くらい自分で決められるよ」

「そんなことはわかってる。ひとりの女として心配してるんだ」

　いつになく強い調子で食い気味に返され、私は口を噤つぐむ。

　林に囲まれた道で赤信号に差しかかり、車がゆっくり停止した。街灯の灯りが入り込むだけの暗がりの中、彼の真剣な顔がこちらを向く。

「俺は六花を子供だとも、義妹だとも思っていない」

　……え？　それって、どういう意味？

　意外な言葉に目を見張る。微かな期待の光が胸の奥に宿り、彼の真意を確かめるように瞳を見つめ返す。

　その時、やってきた対向車のライトの強い明かりが視界に飛び込んできた。おそらくハイビームになっているのを忘れているのだろう。目が眩んでギュッと瞼を閉じる。

　次いで、めまいのようにくらっとする感覚と、軽い頭痛を覚えてこめかみに手を当てた。

　この感じ……あれだ。カメラのフラッシュを見た時と同じ。今のライトもそれに似ていたから？

「六花？　どうした」

「ちょっと、頭痛が……ライトが眩しかったからかな。すぐ治るから大丈夫」

　聖さんが肩に手を置いて心配そうに声をかけるので、なるべく明るく返した。この謎の症状、滅多に起こらないし治まるのも早いからいいのだけど、本当になんなんだろう。

　聖さんはいつもの優しい彼に戻ったようで、「早く家で休もう」と言ってハンドルに手をかける。そこから二、三分で到着し、家に入るとお祝いムードの両親に迎えられた。

　頭痛はほどなくして治まったものの、結局タイミングを逃してあの言葉の真意はわからずじまい。もう聞けそうにない気がする。

　とても残念な気持ちともどかしさを抱きながら、夜が更けていった。










あなたのかわいさは罪深い




　中学時代の六花はまだまだあどけなさが残っていて、かわいいなと思うのも子供に対するものと同じだった。

　それがいつからか、ひと言では表せない複雑な表情をかいま見せるようになり、落ち着きが出てきて確実に大人の女性へと成長していった。

　勉強にも一生懸命で、自分のやりたいことを見つけてからはそれに向かって努力もしている。内面からもひたむきさを感じるし、本当にいい子なのだ。

　そんな六花が高校生の時、学校まで迎えに行くと同級生らしき男子と楽しそうに話している場面に遭遇した。その瞬間、心の奥から黒い感情が湧き上がってくるのを感じ、自分の気持ちを認めざるを得なくなった。

　誰かに告白されても六花と比べてしまう。いつも六花の姿が頭の片隅にあって、彼女のために献身的になる。そうなるのは、面倒を見ている特別な子だからというわけではない。彼女に恋愛感情を抱いているからだと。

　それ以前から、俺はとっくに落ちていたのかもしれない。ただ、これから大人になろうとしている女の子に恋心を抱くなんてタブーだと、無意識に抑え込んでいたのだろう。

　成人に近づき、彼女のなにげない仕草や笑顔に愛しさを感じるたび、本当は触れたくて仕方なかった。だが同時に、神聖な領域を侵してしまいそうな感覚にもなって、むやみに触れるのはためらわれた。

　六花からの好意も感じている。しかしそれは、ずっと前から彼女の一番近くにいた男が俺だったから気を許しているだけで、同世代の男に本当の恋をするかもしれない。

　十歳も年の離れた自分より、その方が彼女にとっていいのではないかと思う気持ちも少なからずあり、十八歳を過ぎても学生のうちはあえて彼女を自由にさせていた。

　もし短大を卒業する頃になっても彼女が誰かを好きになっていなければ、その時は俺のものになってほしい。それまでは見守っていようと、ずっと我慢していたのだ。

　ところが、二十歳の誕生日にその想いを伝えようと考えていた矢先、俺たちはまさかの義兄妹となった。

　法に触れるわけではないし、なにも問題はない。が、六花は俺と家族として生活していくことを望んでいるようだ。おそらく両親のことや世間体を気にして、俺たちはその関係でいなければいけないと思っているのだろう。

　彼女は自分より人の気持ちを優先させるが、それを前向きに考えられる子だ。真面目で思いやりがあって、周りを明るくしてくれる。

　そこが好きなところでもあるし六花の気持ちもわかるから、彼女が望むなら一度家族として暮らしてみればいいと、俺も義兄として振る舞うことにした。それなのに……。




　――新しい年が始まって数時間後、俺はベッドで六花を組み敷いている。もちろん故意ではなく、事故でだが。

　俺の下で長い髪をシーツの上に散らし、酔いで瞳を潤ませる姿が艶めかしい。彼女は俺を映したその目を細め、ふにゃりと微笑む。

「一緒に寝てくれるの？」

　舌足らずな話し方で、普段はしない甘え方をする彼女には、理性が呆気なく崩れそうになった。ドクンと大きく心臓が脈打ち、抑えきれないなにかがせり上がってくる。

　俺は聖人君子ではない。もう家庭教師でもないし、義兄のままでいるつもりもない。

「そんなにとろけた顔で誘われたら、〝いいお義兄ちゃん〟じゃいられなくなる」

　もともと、機が熟したら六花のすべてを手に入れるつもりだったのだ。好きな子を囲っている今、なにもしないなんて無理だろう。

　驚きと戸惑いを露わにする彼女に、ゆっくり顔を近づける。見開いていた目がギュッと閉じられ、唇が触れる瞬間……。

　規則正しい息づかいに違和感を覚えて顔を上げてみると、彼女は明らかに夢の世界へ行ってしまっていた。

「……この状況で？」

　すーすーと気持ちよさそうに寝息を立てる六花を見て、一気に気が抜ける。欲情はすんなりと治まり、うなだれつつ苦笑を漏らした。

　まったく、どれだけ無自覚に俺を煽あおってくるんだ。少しは理解してほしい。自分のすべてが俺を虜にしているってことを。

　ホッとすると共に、若干の悔しさも感じる。彼女の隣に腰かけて手を伸ばし、桜色の唇を親指でそっとなぞる。

「……ファーストキスは、もうもらってるけどね」

　うっすら唇を開けた、ちょっとまぬけで愛しい寝顔を見つめて呟いた。

　彼女も知らない、俺たちの秘密があることは、まだこの胸の奥にしまっておこう。




　水簾法律事務所は軽井沢駅から徒歩五分の、ベーカリーやアパレルショップが立ち並ぶ通りの一角にある。

　緑青色の屋根にレンガ造りの二階建て。一軒家のような外観なので、初見で法律事務所だとわかる人は少ないかもしれない。

　誰でも相談しやすい、アットホームな事務所にしたいとの思いからここを立ち上げてもうすぐ二年になるが、ありがたいことに軌道に乗った状態を保っている。

　新年を迎えて数日、今日が仕事始めだ。事務所の横にある駐車場に車を停め、歩道の端に寄せられた雪が朝日で輝くのを眺めつつドアを開けると、玄関付近を掃除していた女性に明るい笑顔で出迎えられる。

「水篠先生！　あけましておめでとうございまーす」

「あけましておめでとう。今年もよろしくお願いします」

　元気に新年の挨拶をする彼女に、俺も笑顔で型通りに返した。

　ふわっとした長い髪をルーズに束ね、愛嬌のある顔立ちをした彼女は、碓氷さんと同じパラリーガルの藤ふじ宮みや茜あかねさん。この事務所の中では最年少の二十六歳で無邪気な性格だが、仕事ぶりは丁寧で信頼できる子だ。

　小さな受付と待合スペースの前を抜けると、パラリーガルのふたりが業務をする事務局がある。その奥が弁護士用の執務室になっており、クライアントとの相談は主に二階の個室で行っている。

　事務局スペースでは、碓氷さんがすでにパソコンに向かっている。相変わらず早いなと感心していると、彼女がこちらに顔を向け「おはようございます」と微笑んだ。初詣で会ったので、俺も普通の挨拶を返す。

　碓氷さんもとても仕事ができる人で、正確に素早く対処してくれるので一目置いている。ただ、愛想が決していいわけではないのが玉に瑕きずだ。

　来客の対応は主に女性陣がしているが、笑顔をあまり見せない碓氷さんに相談に訪れた人が委縮することが時々あるので、そのたび苦笑してしまう。俺に見せるような柔らかな表情をしてもらえると助かるのだが……。

　とはいえ、この少人数の職場ではフォローがしやすく、社員同士の関係も良好なのでそれほど問題はない。仕事の依頼も増える一方だし、そろそろ事務局員をもうひとり増やしたいと考えているところだ。

　観葉植物とウッド調のインテリアがマッチしたカフェのような内観の事務局を通り、執務室に入ろうとした時、今度は元気な男の声が響き渡る。

「あけよろー！」

「略しすぎですよ、いい大人が」

　掃除を終えて事務局に戻ってきていた藤宮さんにさっそくツッコまれている彼は、俺の同期で弁護士の瀧たき光こう之の介すけ。一緒にこの事務所を立ち上げた、弁護士としての手腕も人間性も信頼している相棒だ。

　確実にこの事務所のムードメーカーなのだが、朝からこのテンションに付き合うのは少々疲れる。

「瀧はその軽さを今年こそなんとかした方がいいと思う」

「聖。俺から軽さを取っちゃったら真面目しか残らないだろ」

　呆れた調子の俺に真剣にそう返してくるので、つい笑いがこぼれた。

　パーマをかけたようなふわっとした癖毛に、純日本人でありながらハーフのような顔立ちで、この通りノリもいいものだから女性からの人気は高い。

　チャラついていると思われがちだが、女性関係にも仕事にも誠実なのを知っているから、彼の言うことはあながち間違っていないかもしれない。

　旅行に行ってきたらしい瀧が律儀に土産を配っている最中、碓氷さんが部屋の隅にあるエスプレッソマシンでコーヒーを淹れようとしているのに気付く。

「あ、碓氷さん、俺はこれから朝のコーヒーはいりません」

「どうしてですか？」

「一緒にコーヒーを飲みたい相手ができたので」

　キョトンとして振り向いた彼女は、俺の言葉を聞いて石像のごとく固まった。

　毎朝、碓氷さんが俺たちのコーヒーを淹れてくれるのが日課になっていたが、六花たちと暮らし始めてから彼女と家で飲むようになった。仕事が始まればなかなか六花といられる時間が取れないし、朝のコーヒーくらいは一緒に飲みたいと思っている。

　寝起きの彼女を見るのも毎朝の楽しみなのだ。ぼんやりしたまま、甘党の俺に『コーヒーはブラック……』と呟きながら淹れてくれた今朝の姿もかわいかった。

　六花を思い浮かべて口元を緩めていると、藤宮さんと瀧が興味津々で迫ってくる。

「えっ、それってもしや、彼女……!?」

「ついに聖のハートを射止めたコが？　俺なにも聞いてないんだけど」

　浮き立つふたりは、碓氷さんにギロッと鋭い目線を向けられてギクリとしている。

「なんか霧子さんが怖い」

「地雷踏んじゃったみたいだね」

　コソコソと話すふたり。そういえば彼らには父の再婚については話したが、同居の件は教えていなかったか。

「家族皆で賑やかな生活を満喫したいと両親に懇願されて、年末から一緒に暮らし始めたんですよ。今は父の別荘が本拠地です」

　そう説明すると、藤宮さんが肩透かしを食らったとでも言いたげな様子で肩の力を抜いた。

「なぁんだ、家族だったんですね」

「そうです、家族です。彼女じゃありません」

「そんなに必死に否定しなくても。しかも霧子ちゃんが」

　軽く笑う瀧は碓氷さんに再び睨まれ、口の端を引きつらせた。

　なんとなく碓氷さんからの好意は感じているが、弁護士への憧れが強いのだろう。今度行う食事会も、互いの父親にはっきりと〝くっつけようとするのはやめてほしい〟と説得するためなのだし。

　もともと、食事会などする気はなかった。結婚は父同士が勝手に盛り上がって言い出したことで、俺は『好きな子がいるからその話には乗らない』と断っていたのだ。

　それなのに、

『交際しているわけじゃないんだろう。もう三十歳なんだし、ちゃんと将来を見据えた相手を選んだ方がいい。とりあえず霧子さんと食事だけでもしてみたらどうだ。職場とは違う一面を見たら、気持ちが変わるかもしれないぞ』

　などと強引に話を進められそうになっていて、碓氷さんもそれは避けたいと言っていた。

　彼女の父親も、どうしても一度俺と会って話してみたいと言っているらしい。おそらく直接話して納得してもらわない限りこの縁談話は終わらないだろうと思い、とりあえず食事会を開くことにしたのである。

　父たちに諦めてもらうためにも、俺には心に決めた人がいると宣言するつもりだ。俺が生涯守っていきたい女性は、今も昔もひとりしかいない。

　コーヒーの件が解決し、各々業務に取りかかる。俺も執務室へ入ると、いつものポーカーフェイスに戻った碓氷さんがタブレットを片手にやってきた。

「さっそくですが、今日は私的再建についての相談を希望される山やま辺べ社長が十時にいらっしゃいます。あとは遺産相続の相談と離婚相談が一件ずつ、十五時半からは裁判所で民事調停ですね」

「了解。来週やる裁判の訴状、後で渡すから校閲してもらってもいいですか？」

「わかりました」

　秘書さながらに予定を確認する彼女に仕事を頼むと、口角を上げて快く引き受けてくれた。

　水簾法律事務所の一日は、だいたいこんな調子で始まる。新年早々、案件が詰まっていて休む暇もなさそうだ。

　執務室では、瀧とそれぞれＬ字型の黒いデスクを使用している。自分の席で準備書面の起案を始めようとすると、瀧が畳んだ新聞を眺めながら入ってきた。

「筧かけい、ついに贈収賄疑惑で逮捕か。他にも私的流用だのなんだの、叩けば埃が出そうだし、悪徳政治家ってのはでたらめじゃなさそうだな」

　彼の大きなひとり言の中に出てきた名前に、俺はぴくりと反応する。今朝のニュースでも大々的に報じられていたから知っているが。

　筧は国交省の政務官であり、以前からあまりよろしくない噂が飛び交っている。歯に衣着せぬ物言いをするため、発言が問題になることもしばしば。

　噂を鵜呑みにしたりはしないが、俺も個人的に悪い意味で気になっている人物ではある。贈収賄が真実かどうかは、これから明るみに出る……と思いたい。

　直後に、藤宮さんが瀧を追うように執務室へやってきた。コーヒーを口へ運びつつ新聞を眺める瀧の姿を見て、彼女の目が据わる。

「瀧先生、家で新聞読んできてくださいよ」

「ここで読んだ方がなぜか頭に入るんだよね。茜ちゃんも読んだら？」

「絶対眠くなるんで大丈夫です」

「清々しいね、君は」

　あっけらかんと断る藤宮さんに、なぜか感心する瀧。

　ふたりのやり取りにこちらまで気が抜けそうになっていると、藤宮さんは「それより先生、こっちで確認してもらいたいことが」と瀧を呼ぶ。彼は「はいはい」と返事をして新聞をデスクの上に無造作に置き、再び執務室を出ていった。

　静かになった後、俺はおもむろに瀧が置いた新聞に目をやる。同時に蘇るのは、やるせない思いとあの子の声。

『お父さん、なにか悪いことしたの？　もう会えないのかな』

　泣きじゃくる女の子を見て、俺はあの子のような立場の人も守れる弁護士になろうと改めて強く決意したのだ。

　開いた頭の引き出しから飛び出した記憶を、再びその奥にしまう。感傷に浸っている場合ではないと、やらなければならない案件へと意識を切り替えた。




　急な案件が入らなかった今日、一日の業務を終えたのは午後七時頃だった。

　帰宅すると、食欲をそそる匂いが漂うキッチンに六花が立っていた。髪を束ね、エプロンをつけた姿でなにかの味見をしていた彼女が、俺を見てふわりと微笑む。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　冷えた身体だけでなく心まで温まるのを感じながら、お決まりの言葉を返した。最初こそ同居には反対だったが、こういうやり取りができるのは悪くない。

　なにより、六花を見ると疲れも吹き飛ぶ。仕事柄、人の汚い部分も多く見る自分にとって、その世界から離れたところにいる穢れのない彼女の存在は宝物のよう。

　家庭教師をしていた頃、仕事の帰りに寄ると余計疲れるんじゃないかと六花はよく心配していたが、実際はまったくの逆。彼女に会って癒やされたかったんだ。

　コートを脱ぎ、ネクタイを緩めながらキッチンへ向かうと、調理台にはきつね色のロールカツが揚がっていた。いい匂いの正体はこれとソースだったらしい。

「今日は六花が作ったのか」

「そう。お母さん、友達と新年会だから。雅臣さんはもうすぐ帰ってくると思うけど」

　話しながら手際よく調理している六花は、さすが栄養科だけある。

　同居し始めてから何度か彼女の料理をいただいたが、その腕は雪乃さん譲りでとても美味しい。俺は食には詳しくないが、きっと栄養バランスもちゃんと考えられているのだろう。

　今日の豚肉と大葉が巻かれたロールカツも、中心のチーズがとろけていて見た目もいい。カットされたそれをひとつつまんで、「つまみ食い？」と呆れたように笑う六花をよそにかじってみた。

　サクサクの衣とまろやかなチーズに、六花お手製のソースが絶妙に絡み合う。

「ん、すごくうまい。店開けるよ」

「褒めすぎ」

　舌鼓を打つ俺に、彼女は謙遜しつつも嬉しそうに笑った。

　なにげないやり取りに幸せを感じる。いつからだろう、ただ勉強を教えている女の子じゃなく、ひとりの女性として愛しく想い始めたのは。

「こうしてると新婚夫婦みたいだな」

　いつか本当にそうなればいい――と心の片隅で願いながら、茶化すように言った。

　六花はぴくりと反応し、みるみる頬を赤らめる。しかし、その表情にはどことなく悲しげな色も交ざっているように見えた。

　わずかな引っかかりを覚えて注視していると、彼女はふいっと顔を背けて揚げ物を再開する。

「そんなんじゃなくて……義兄妹、でしょ。だって――」

　ぎこちなく口角を上げてなにかを言いかけた時、油がじゅわっと音を立てると同時に「あっつ！」と六花の声が響いた。

　油が跳ねたのだとすぐにわかり、右手をかばう彼女をシンクの方へ引き寄せる。

「早く冷やして」

「大丈夫だよ、ちょっと飛んだだけだから」

「ダメ」

　彼女が逃げないようバックハグをするような状態で立ち、右手を取って流した水にさらす。おとなしくされるがままの彼女は、困った顔を火照らせている。

　……また〝義兄妹〟か。六花は事あるごとに、まるで俺を避けるかのごとくその言葉を使う。

　いや、もしかしたら自分自身に暗示をかけるためかもしれない。俺と家族でいなければという思いに囚われて。

　六花はいつまでもこんな上っ面な関係を保っていられるのか？　情けないが、俺は無理だよ。

　自分の中の意地悪な男の部分が顔を出し、左手を彼女の細い腰にするりと回す。

「こんな風にしても、義兄妹だって言える？」

　同時に耳に唇を寄せて囁くと、華奢な身体がびくりと震えた。

　怖がっているのではなく、敏感に反応しているだけだとわかる。その顔が恥ずかしそうにみるみる赤く染まっていくから。

　なにかをこらえるように一度ギュッと瞼を閉じた六花は、逃げ出そうと腕の中でもがき始める。

「っ……ちょ、ちょっと、セクハラー！」

「残念。職場じゃないとセクハラには該当しません」

「え、そうなの!?」

　文句をつけたものの、セクハラの基準をよくわかっていなかったらしく目を丸くしてこちらを振り向いた。ずっと目を合わせなかったのに、一瞬意識が逸れる単純さもかわいい。

　すぐに唇を奪えるくらいの距離で、俺はもう逃がさないといわんばかりに視線を絡ませ、「それに」と続ける。

「俺に触れられている時の六花は、嫌がっているようには見えない」

　腰を抱く腕に少し力を込めて核心を突くと、彼女の見開いた瞳が揺れた。

　相手が不快感を抱いていたとして、それに気付かないほど俺は鈍感な男じゃない。六花が好意を寄せてくれていると感じるのも、俺の自惚れではないはず。

　いい加減に飛び越えてしまおうか、彼女を縛る義兄妹という境界線を――。

　その瞬間、玄関の方から物音がして間もなく、リビングダイニングのドアが容赦なく開かれた。反射的に腕を解き、六花はサッと離れていく。

「ただいま～。いい匂いがするなぁ」

　のほほんと入ってきた父に、六花は「お、おかえりなさい！」と妙に元気な挨拶をして出しっぱなしだった水を止め、俺は小さく息を吐き出す。

　……一瞬、親の存在を忘れていた。やはり同居は良し悪しだ。

　最初に同居を渋っていたのは、今みたいにいつ両親が現れるかわからないのに、ずっと六花といたら抑えが利かなくなりそうだと懸念したからだ。正月もそうだったが、我ながらよく我慢していると思う。

　気持ちを落ち着かせる俺をよそに、六花は「ぎゃー、焦げる！」と叫んで慌ただしく油の中からカツを引き上げている。手はたいして赤くもなっていなかったし、とりあえず大丈夫そうだな。

　義兄としての仮面が剥がれるのも時間の問題だろう。もどかしさを感じながら、俺も夕飯の準備を手伝おうとできあがった料理をダイニングテーブルへと運んだ。




　数日後、六花は成人式を迎えた。

　美容院で髪を華やかなアップにし、鮮やかな振袖に身を包んだ彼女は驚くほど美しくて、カメラマン並みに何枚も写真を撮った。

　六花には呆れた調子で『まだ撮るの？』と笑われたが、どうだっていい。一度しかない、彼女にとっても大切な姿なのだから。

　しかし一方で、俺には不安もあった。当然ながら、成人式には男たちも大勢集まり、式の後には同窓会も開かれるだろう。着飾った姿は何割も増してよく見えるというし、久しぶりに会った友人との恋が生まれても不思議じゃない。

　しかも、酒を飲むつもりだとも言っていた。場所は小夏ちゃんの両親が営む四季咲らしいから大丈夫だと思うが、万が一もありうる。

　六花と話して飲み会は午後十時半までと決め、その時刻になったら迎えに行くと約束した。

　そうして約束通り四季咲に向かい、駐車場に停めた車の中で六花に【着いたよ】とメッセージを送った。ところが、しばらく待っても返事が来ない。既読にすらならないのでやや心配になり、俺も店へ向かう。

　入った瞬間、目に飛び込んできた光景に唖然とした。

　――六花が男に抱かれている。その様子を実際に目にするのは想像以上に衝撃的で、心の中が一瞬で黒い感情に支配されていく。

「聖さん……!?」

　俺に気付いて瞠目する六花に、表面上は平静を保って近づき、相手の男に上辺だけの挨拶をした。

　彼の中性的な顔には見覚えがあるような気がしたが、早く彼女を取り戻したい気持ちが勝まさって六花に手を差し出す。

「約束の時間だよ。帰ろう、俺たちの家に」

　なるべくいつも通りに言ったつもりが、威圧感が滲み出ていると自分でもわかった。

　六花は複雑な表情をしたまま、俺の手を取ろうとしない。まるで拒絶されたようで胸が痛んだ。

　そんなにこの男と一緒にいたいのだろうか。だとしても、もう易々と手渡すわけにはいかない。同年代の男の方が彼女にとってはいいだとか、そんなくだらない考えはいつの間にか消え去っている。

　少々強引に彼女の手を取り、四季咲を出る。外は極寒なので、彼女の肩を抱いて車へと急いだ。

　六花は友人との楽しい時間を中断させられたことが気に入らないのか、俺が不機嫌だからか、口を尖らせて「聖さん、怖い」と漏らす。

　少し冷静になってくると大人げなかったと思い、素直に謝った。話を聞いてみると、先ほどの男は、普段は女性として一緒に遊んでいるアキちゃんだという。

　そういえば、六花の口からよく出てくる名前は小夏ちゃんとアキちゃんだ。彼女の事情は知らなかったが、高校生の頃に女子三人で遊んでいるのを見たことがある。だから顔に見覚えがあったのかと納得した。

　どうやら、アキちゃんは男として六花のことが好きらしい。男だろうが女だろうが、彼女に恋愛感情を持たれては困るが、当の本人はどうなのだろうか。

「六花は誰が好き？」

　ストレートに確認する俺の脳内に、ふいにデジャヴュのように昔の記憶が蘇る。そういえば以前も、似たやり取りをしたことがあった。

　確か中学三年の春頃、勉強を教えている最中、六花が珍しく上の空だったのでなにかあったのか尋ねた時のこと。

『男子に付き合ってほしいって言われた』

　思わずバッと勢いよく振り向き、彼女を凝視してしまった。六花の口から異性の話が出たのは初めてだったから。

　贔屓目に見ても、六花はアイドルとして活躍できそうなほどかわいい。性格もいいこの子が告白されるのは当然だろうし、むしろ今までそういう話がなかったのが不思議なくらいだ。

　いざこういう話をされると戸惑ってしまうな……と、なんだか父親のような気分で話を続ける。

『六花もその子が好きなの？』

『うーん、聖さんみたいに優しくないし、落ち着きもないし、なんていうか……大人の余裕？みたいなのもないしなぁ』

　そりゃ、大人の余裕は中学生にはないだろ。というか、基準は俺なのか。

　くるくるとペン回しをしながら考える彼女に、心の中でツッコんで苦笑した。やはり彼女に最も近い存在の異性は自分なのだと、この時に実感した。

　しばし悩んだ後、決断したらしい彼女はしゃきっと背筋を伸ばす。

『やっぱり違う。お断りしよ。彼氏とデートするより、聖さんと一緒にいた方が楽しいもん』

　無邪気な笑顔を向けられ、胸がくすぐったくなるのを感じた。

　当時の六花はまだ恋というものをよくわかっていない様子で、俺も彼女を恋愛対象としては見ていなかった。というか、大切にしたい気持ちはあったが、それこそ妹に対するようなものだと思っていたのだ。

　しかし今は、お互いに恋愛感情がどういうものか理解している。大人になった六花は、どう答えるのだろう。

「わ、私は……」

　目を泳がせる彼女をジッと見つめて待っていたものの、その口から答えが出ることはなかった。あからさまに話をはぐらかし、俺が干渉するから彼氏ができないだの、もう子供じゃないだのと文句を言い始める。

　わかっているんだよ、そんなことは。好きな女が奪われそうだから心配しているだけだ。

　こちらも徐々に感情が高ぶって、本心が口からこぼれる。

「俺は六花を子供だとも、義妹だとも思っていない」

　彼女の澄んだ瞳が、ゆっくり大きく見開かれた。どういう意味かを察しただろうか。

　その時、前方から突然目が眩むような明かりが差し、六花は顔をしかめた。次いで、頭痛がし始めたのかこめかみに手を当てる。

　今のハイビームになっていたライトのせいか。カメラのフラッシュが苦手なのは知っているが、強烈な光もダメらしい。

　この謎の症状の原因は、俺には見当がついている。しかし、六花にそれを教えるつもりはない。知ったところで、余計に苦しくなるだけだろうから――。

　とにかく早く帰宅することにして、車を走らせた。今日一日お祝いムードの両親に出迎えられる頃には頭痛も治まってきているようだったが、先ほどの話の続きはせず休ませた。

　想いを伝えるのはまたおあずけになってしまった。もどかしさが募るが、焦ってもいいことはない。

　六花のことを一番よく知っているのは俺だと自負している。その絶対的な自信が、嫉妬心をなんとか和らげていた。




　六花も冬休みが終わり再び短大に通い始めると、顔を合わせる時間はぐっと減った。朝のコーヒーだけは一緒に飲んでいるが、深い話をする機会はなく、結局俺たちは義兄妹の関係を保っている。

　そんな中、碓氷親子と食事会をする日がやってきた。

　二月上旬の土曜日、午後六時に父と訪れたのは、接待でもよく使われる日本料理の高級店。和とフレンチが融合した料理が高く評価されていて、店内の雰囲気もスタッフの接客態度もいい。

　坪庭が見える座敷の個室に案内され、皆で挨拶をした。碓氷さんは黒のニットワンピース姿で、カッチリとした仕事中とはまた違った雰囲気だ。

　初めて顔を合わせた、地方銀行の頭取である碓氷父は、威厳がありつつも人のよさそうな細身の男性。眼鏡をかけ、白髪交じりの髪も清潔感のあるスタイルに整えられている。

「君が聖くんか。水篠さんに似ずイケメンだな」

「お父さん」

　いたずらっぽく笑って冗談を口にする頭取に、碓氷さんは据わった目で咎めるように言った。父は自分の顔を指差し、「ちょっとは似てるでしょう。この、目の、この辺りとか」なんて不服そうに訴えている。

　仕事を通して親交を深めた父ふたりは気を遣わない間柄のようで、笑いが交じる和やかな雰囲気で会食が始まった。

　美しい器に盛られた料理をいただき、酒も嗜みながら頭取が俺に話を振る。

「聖くんは弁護士の御み村むらをよく知っているだろう。彼は私の兄なんだよ」

　馴染み深い名前を口にされると共に驚きの繋がりが明かされ、思わず箸が止まった。

　御村先生は、俺が司法修習生の時に指南してもらった人物だ。現在六十歳の彼はとても優秀で人当たりもよく、多くのことを教えてもらったし信頼も厚い。一緒に働いたのはたった一年間だが、なによりも濃い時間だったと思う。

　まさか彼が、碓氷さん一家と血縁関係だったとは。

「御村先生には司法修習生時代にお世話になりました。霧子さんの伯父さんということですか？　初めて知りました」

　碓氷さんに目を向けると、彼女はやや気まずそうに苦笑する。

「実は、私が水篠先生の事務所に転職したのは、伯父から『水篠くんはとても優秀だから敏腕な弁護士になるだろう』と聞いていたのがきっかけなんです。そんな先生がパラリーガルを募集していたので飛びついてしまいました」

「そうだったんですか。なぜ今まで黙っていたんです？」

「私が姪だと知ったら、気を遣わせてしまうかもしれないと思って。面接の時も、そういう関係を抜きにして私自身を見てほしかったので……言えずじまいですみません」

「気にしなくていいのに。姪であってもなくても採用していましたよ。あなたはうちに必要な人ですから」

　そう言って微笑みかけると、彼女はうっすら頬を染めて照れたように俯いた。

　碓氷さんはとても真面目で正義感があり、自分に厳しい人だ。弁護士にも向いているんじゃないかと思う。

　俺のことを知っていて水簾に来たとは驚いたが……もしかしたら、姪である彼女はなにか知っているかもしれない。御村先生の、あるひとつの疑惑について。

　彼への信頼が揺らぐ過去の出来事が脳裏をよぎるも、ひとまず今は自分の中だけに秘めておく。

「兄とは疎遠になっているからあまり会う機会もないんだが、代わりに霧子から聖くんの活躍ぶりを聞いているよ。いい意味で訴訟に持ち込まない弁護士だと」

　頭取が穏やかな笑みを湛えて言った。

　家庭トラブルや近隣トラブルなどの民事の場合は、当事者間の対立を激しくさせて訴訟を起こすより、調停レベルで解決するよう心がけている。裁判をするとなると膨大な費用がかかるし、長期に渡るケースもあって精神的にも負担になるだけだからだ。

「依頼者にとって最もいい方法を模索していると、結果的にそうなるんです。民事で依頼してくる方のほとんどは、冷静に話し合えばそれほど大おお事ごとにならず和解していただけますから」

　俺の言葉に父ふたりは納得したように頷き、碓氷さんが真面目な表情で口を開く。

「人の気持ちに寄り添って、和解の方向へ導いていくのは難しいです。相手の心理をよく理解して、交渉能力にも長けていないとできることではありません。先生はそれをさらっとやってのけるからすごいんです」

　碓氷さんはいつも褒めすぎだと思うが、素直に「ありがとう」と返すと、彼女は肩を竦めてはにかむように微笑んだ。そんな俺たちを見て、父たちがニンマリしている。

「霧子は本当に聖くんを好いているなぁ」

「霧子さんのような娘さんがお嫁に来てくれたら、私も嬉しいよ」

「ああ、聖くんとならいい家庭を築いていけるだろう」

　……来たか、結婚の話が。断るタイミングは今だな。

　ふたりが勝手に盛り上がり始め、俺が切り出そうと姿勢を正した、その時。

　碓氷さんが日本酒をくいっと呷り、お猪口をコンッとテーブルに置いた。強めに響いた音に皆が驚き、場が静まり返る。

「お父様方」

　冷ややかな声を発する彼女から厳しい雰囲気を察知した父たちは、背筋を伸ばして「はい」となぜか敬語で返事をする。

「今後一切、こういうお膳立てはやめてください。私も先生も、勝手に結婚を決められるようなことは望んでいません」

　きっぱりと言い放つ彼女に、父たちは鳩が豆鉄砲を食ったような顔をしている。先に女性に言わせてしまって、不甲斐なく感じたのもつかの間……。

「私は、自分の力で先生を振り向かせたいんです」

　……え？

　予想外のひと言が聞こえ、俺は目をしばたたかせた。

　自分の力で振り向かせたいって……俺に対する好意はそれほどのものだったのか？　縁談を断ろうとしていたのもそういう理由から？　結婚したくないわけではなく、父たちの力を借りたくなかったと。

　唖然とする俺に、碓氷さんは一直線に視線を向けてくる。

「水篠先生、私はあなたをひとりの男性としてお慕いしています。愛しているんです」

　熱い告白をされ、俺は言葉を失くした。父ふたりも呆気に取られつつ、俺の反応を窺っている。なんだ、この圧縮されたような息苦しい空気は。

　まさかの展開に頭を抱えたくなるも、動揺を落ち着かせるためにひとつ息を吐いた。俺がやるべきなのは本心を伝えることだけだと意識を切り替え、まずは父たちに向かって口を開く。

「申し訳ありませんが、私も縁談に関しては霧子さんと同じ気持ちです。今日お会いしたのは、直接辞退の意向をお伝えするためです」

　空気が強張るのを感じつつも、「そして」と続ける。

「私には心に決めた女性がいます。結婚も、その人以外とは考えられません」

　三人に納得してもらうべく毅然と告げた。父は俺がここまで本気だとは思わなかったのか、それとも碓氷親子に悪いと思ったのか、困惑気味に「ひ、聖……」と呟いた。

　先ほどから表情も変えず耳を傾けている碓氷さんに目を向け、改めて言う。

「霧子さん、俺に好意を持ってくれたことは嬉しいです。ありがとう。でも、俺はあなたの気持ちには応えられません」

　心苦しく思いながらもはっきり断り、「すみません」と頭を下げた。

　頭取が黙っていないかもしれないと懸念したが、娘にかける言葉が見つからないらしく唇を結んでいる。

「……わかっていましたよ」

　しばし沈黙が流れた後、伏し目がちな碓氷さんがぽつりと呟いた。彼女は目線を上げ、切実そうな表情で力強く続ける。

「先生に好きな人がいることくらい感づいていました。それでも諦められないんです。有罪率九十九・九パーセントの刑事事件も、とことん事実を追い求めれば逆転勝訴する可能性もあるじゃないですか」

　めちゃくちゃ前向きだな。

　想像以上に頑なな彼女に、心の中でツッコんだ。しかし、逆に遠慮はいらないだろう。俺もこの意思は曲げられないと、きっぱりと返す。

「いえ、この事実だけはひっくり返りません。断言します」

「異議あり！　プライベートの私を知っていただければ変わるかもしれません。一度デートを……」

「異議申立を却下します」

「先生！」

　しばし裁判のような水かけ論が続き、俺たちの意見は平行線をたどる。さすがの頭取も困り果てた様子で、「霧子……もう諦めたらどうだ？」と口を挟む始末。

　最終的に、手に負えないと判断したらしい父たちが、「と、とりあえず今日は食事を楽しもうじゃないか」と、乾いた笑い交じりに宥めるのだった。




　結局、碓氷さんに納得してもらうことは叶わなかった。父親を説得する方が厄介かと思いきや、彼女自身があんなに頑固だったとは……ここまで難航する交渉も珍しい。

　帰りのタクシーの中で、父が疲れ切ったようなため息をついている。

「聖の気持ちは変わらなかったか……。どれだけ惚れ込んでいるんだ？　その好きな子に」

「さっき言った通りだよ。もう一回聞く？」

「いや、ご馳走さま」

　父は俺に碓氷さんとの結婚を勧めるのをようやく諦めたらしく、脱力気味に返した。

　今日の食事会は、俺には碓氷さんと結婚する意思がないという確固たる言葉の証拠を公然の場で残すためでもあったのだが、縁談話はこれきりになるだろう。あとは彼女が諦めてくれるのを待つしかない。

　流れていく夜の景色を眺めて考えていると、父が歯切れの悪い調子で言う。

「なあ、聖の好きな子っていうのは、もしかして……」

　おそらく気付いたのだろう父に、「時が来たら話す」とだけ返した。六花を手に入れることができたなら、その時は嫌でも打ち明けなければならない。俺たちは家族なのだから。

　家に着くと、雪乃さんが迎えてくれた。六花の姿は見えないので、風呂に入っているか自分の部屋にいるのだろう。

「おかえりなさい。どうでしたか？」

「ああ、霧子さんはとても聖を好いてくれていたよ。人生のパートナーも聖しか考えられないそうだ」

　上着を脱ぎながら父が報告するのを聞き、彼女はきらりと目を輝かせる。

「そう！　じゃあ順調にいきそうなのね」

「いや、孫の顔もわりと早く見られるかもしれないと私も思っていたんだが、聖の方が否認していてなぁ……」

　煮え切らない調子の父に、上着を受け取った雪乃さんがぱちぱちと瞬きをする。次いで、なぜかぽっと頬を赤らめた。

「あら、避妊するのは誠実な証拠じゃない。ちゃんと順序を守ろうとしているんでしょう？」

「その〝避妊〟じゃないです、雪乃さん」

　違う意味に受け取っていると気付き、口の端を引きつらせて即座に訂正した。

　父は〝霧子さんと恋仲だというのは事実ではないと、聖が主張している〟という意味で使ったのだろう。紛らわしい発言はやめてほしい。

　それ以前に、雪乃さんにちゃんと説明していないのだろう。俺が食事会に行くとだけ聞いていたら、結婚に前向きなのだと誤解しても仕方ない。

　雪乃さんに変な期待をさせていた父をギロリと睨むと、彼はバツが悪そうに笑って「説明するから」と俺を宥めようとしていた。

　なんだかどっと疲れたな……。こういう時は六花の顔を見て癒やされたい。

　無意識に彼女の部屋の方を見上げ、幾度となくため息をついた。










一途な想いは却下できません




　もうすぐバレンタインデーだ。スーパーやショッピングモールには、オシャレでかわいいパッケージのチョコレートが所狭しと並んでいて目移りする。

　毎年聖さんには手作りのチョコレート菓子をあげているけれど、今年はどうしよう。家族なんだし、義理として普通に渡してもいいか。

　そんな風に、たわいもないことを考えていないと鬱々悶々としてしまう。二月上旬の今日は、聖さんと碓氷さんたちが例の食事会をしているから。

　成人式以来、聖さんとは相変わらず義兄妹として過ごしている。彼は本当に忙しく、帰宅はだいたい八時頃だし、仕事を持って帰ってくることも多い。私もバイトが入っているから、まったく顔を合わせない日もある。

『俺は六花を子供だとも、義妹だとも思っていない』

　――じゃあ、なんだと思っているの？と、それすらも聞けていない。まあ、ふたりきりになる時間があったって聞く勇気が出るとは限らないのだけど。

　久々に母とふたりで夕飯を食べながらぼんやり思いを巡らせていると、彼女がワクワクした調子で話し出す。

「今頃話がまとまってるのかしら。結婚式をするとしたら、水篠リゾートが経営するホテルになりそうね～」

　母の中ではすっかり結婚と決まっているらしい。私は気が重くなるばかりで、正直もう耳栓をしてしまいたいのだが。

　食欲も削がれて、広いテーブルの上にこぢんまりと並ぶ和食が一向に減らない。

「そういえば、六花はまだ結婚式に出たことなかったわよね。パーティードレス買わないと。大人っぽく黒とかにしてみる？　うーん、やっぱり女の子らしくピンク系かしら」

「なんでもいいよ……」

　煮物を口に運んで、ため息交じりに答えた。さすがの母も様子がおかしいと気付いたらしく、「なんか元気ないわね」と私をジッと見つめてくる。

「なんでもいいじゃ選び甲斐がないじゃない。聖くんにかわいい姿を見てもらいたいでしょう？」

「別に……聖さんは多分、私がモンペ穿いててもかわいいって言うし」

「あら、のろけちゃって」

　能天気な母にじとっとした視線を向け、「そういうんじゃない」と否定する。

「私がどんな格好をしてたって、奥様が隣にいれば目に入らないよ。あんな綺麗でカッコいい人に、私なんかが敵うわけない」

　盛装して教会に立つ美男美女のふたりを想像し、幾度となくため息をついた。

　そんな私をまじまじと見ていた母は、なにかに気付いたようにハッとする。

「ねえ六花、もしかして聖くんのこと……」

　半信半疑な様子で彼女の口からこぼれた言葉にギョッとして、手に取ったお椀の中でお味噌汁が大きく波打った。

　しまった、つい本音を……！

「え!?　ちっ、違うよ！　なに言ってんの、お母さん」

「なにも言ってないけど」

　こちらを凝視したまま淡々と返され、ひとりあたふたしていた私は一気に顔が熱くなった。

　やばいやばい、墓穴を掘っている気しかしない。私たちが家族になれたことを喜んでいるお母さんに気付かれたら、困らせるに決まっている。こうなったらもう逃げるが勝ちだ。

　食欲のない胃に残りのご飯を流し込み、「ご馳走さま！」と言って勢いよく腰を上げる。そそくさと食器を片づけ、母が私の名前を呼ぶ声も無視して自室に逃げ込んだ。

　しかし、聖さんたちがどうなったのかは当然気になる。

　お風呂から上がって部屋に戻る直前、ちょうど下から「ただいま」という雅臣さんの声が聞こえてきた。吹き抜けになっているので、二階の廊下からでもリビングの様子が窺える。

　なんとなくしゃがんで壁の陰に隠れ、手すりの隙間からリビングを覗く。コートを脱いでいる彼らに母が近寄っていくところだ。

「おかえりなさい。どうでしたか？」

「ああ、霧子さんはとても聖を好いてくれていたよ。人生のパートナーも聖しか考えられないそうだ」

　ズキリと胸が痛む。予想通り、碓氷さんが聖さんに恋しているのは確実のようだ。

　お互いのお父様の前でそんな宣言をしたのだから、きっと結婚はトントン拍子に進むのだろう。

　希望の光が弱まっていく私の耳に、母の興奮気味な声が届く。

「そう！　じゃあ順調にいきそうなのね」

「いや、孫の顔もわりと早く見られるかもしれないと私も思っていたんだが、聖の方が否認していてなぁ……」

　なんだか煮え切らない口調だな……と、雅臣さんの様子を不思議に思った次の瞬間。とんでもない言葉が飛び出し、私は叫びそうになる口元を咄嗟にタオルで押さえた。

　ひ、避妊!?　聖さんと碓氷さんは、そういう関係になっていたの？

　結婚したら当然子作りはするだろうし、それ以前に大人の男女なのだから関係を持っていたっておかしくはない。それくらいわかっているけど、避妊なんて生々しい単語は聞きたくなかった……！

　もう聞いていられなくて、私は音を立てずに素早く自分の部屋に戻り、半ば衝動的に小夏に電話をかけていた。

　タイミングよく《どうしたの？》と出てくれた彼女に、私は半泣き状態で赤裸々にぶちまける。

「聖さんたち……やることやってたんだよ～ちゃんと避妊はしてるみたいだけどさ～」

《いきなりなにを聞かされてるんだ、私は》

　呆れた調子の小夏だったが、私が本当にショックを受けているのがわかると親身になって慰めてくれた。

　この先ふたりが結婚式をしたり、子供ができたと報告されたりするたびに、こんなつらさを味わうことになるのだ。逃げ場がないと心が病んでしまいそう。

《長年持ってた想いを捨てるのって勇気いるけど、その人がすべてじゃないからね。私はアキと付き合ってみるのもアリだと思うよ》

　小夏に背中を押され、少し心が穏やかになる。いつも励ましてくれる彼女に「ありがとう」と心からお礼を言い、電話を切った。

　アキちゃんとは、あれからも連絡を取り合っている。大学は二月の上旬から春休みに入るらしい。私は三月中旬まで講義があるものの、長く帰省するようなのでたびたび会うつもりだ。

「本格的に次の恋に踏み出した方がいいのかも……」

　メッセージアプリに並ぶ友達のアイコンの中、綺麗なネイルのそれを見つめて力なく呟いた。




　二月十三日の木曜日、創立記念日で休校となっている今日、先日帰省してきたアキちゃんと会う約束をした。

　告白されてからふたりで会ったことはなかったから、彼を異性として意識できるかどうか、自分自身の気持ちとも向き合いたくて。

　普段はどこに行くにも車移動なのだが、今日はアウトレットで一日過ごすためバスを使う。

　午前十一時に待ち合わせの軽井沢駅に向かうと、構内で待つアキちゃんを発見。今日も男性の姿だが、ゆるっとしたブラウンのコートに大きめのニットを合わせたスタイルが彼のかわいらしさを絶妙に引き立てている。

　私に気付いてニコッと笑顔になり、「りっちゃん！」と呼んで手を振る姿にもキュンとしてしまった。こんなに愛らしい男性はそうそういない。

　私も「アキちゃん、おかえり～」と手を振って歩み寄った。間近で見るアキちゃんの男性バージョンはやっぱり破壊力がすごくて、私は思わず顎の下で両手を組む。

「相変わらず二次元の王子様並みのビジュアル……サインください」

「りっちゃん、心の声が漏れてる」

　彼は淡々とツッコんで、おかしそうに笑った。

　ひとまずアウトレットに向かって歩きながら、この間の四季咲での一件を謝る。

「成人式の時はごめんね、あんな別れ方になっちゃって」

　聖さんに連れられて帰った場面を思い出して苦笑すると、アキちゃんもバツが悪そうに笑って首を横に振る。

「いいんだよ。でも、あの後りっちゃんは大丈夫だったの？　水篠さんとケンカにならなかった？」

「あー、なりかけた……けど、大丈夫。もう過保護で困っちゃうよ。だから今日は内緒で来ちゃった」

　いたずらっぽく笑って、ひょいっと肩を上げてみせた。

　そう、今日アキちゃんと会うことは聖さんには言っていない。普通の兄妹は、自分の予定をいちいち報告しないだろう。なのに、ちょっぴり罪悪感が湧くのはどうしてなのか謎だけれど。

　彼の話題を出されるとそれしか考えられなくなってしまうので、私は思考を切り替えるために持っていた小さな紙袋を差し出す。

「それより、はい。これ」

「なに？」

「トリュフ作ったの。明日バレンタインだから」

「ほんと!?　ありがとー！」

　アキちゃんは、ぱあっと表情を輝かせて嬉しそうに受け取った。

　結局、聖さんにも作ったのだが、こちらはアキちゃんの好みに合わせてトッピングをかわいくしておいた。

　喜んでもらえてよかったとホッとしたのもつかの間、小首を傾げた彼に顔を覗き込まれる。

「これは友チョコ？　それとも本命？」

　探るような視線を向けられてドキリとする。

　彼への恋心を完全に吹っ切れていない今は、まだ本命とは言えない。口ごもっていると、アキちゃんはわずかに苦笑を漏らした。

「なんて、聞くだけ野暮だね。行こう」

　明るい声色で言いながら歩き出す彼を見て、複雑な心境になる。

　私は、アキちゃんを異性として好きになれるだろうか。曖昧なままでは失礼だから、今日のデートが終わる頃には答えを出せるようにしたい。

　まずは早めにランチを済ませることにした。お互いにお店や料理の好みをよく知っているので、自然と候補は絞られる。

　少し相談して、今日はイタリアンレストランに決定した。アキちゃんとは牛丼店にもカフェにも女子のノリで遠慮せず入れるので、お店選びはあまり迷ったことがない。

　お腹が満たされた後はやっぱりショッピング。ずらりと並ぶ高級ブランドショップに入ってみたり、オシャレでかわいい雑貨に癒やされたり。

　以前から感じていたが、アキちゃんは女性でもあるから一緒に買い物するのがとても楽しい。同じテンションで盛り上がれるし、私が迷っている時は的確にアドバイスしてくれる。きっと他の男性とはこんなに気楽にショッピングはできないと思う。

　疲れたらカフェでひと休みするのもお決まりだ。スイーツが大好きなアキちゃんとなら、こちらも気兼ねなくデザートを頼めるので嬉しい。

　苺フェア真っ最中のカフェにも、彼はめちゃくちゃ馴染んでいる。大きめのニットの萌え袖がまたかわいいのだ。

「やっぱりアキちゃんは女心をわかってくれるから、デートするのすっごく楽しい」

　苺づくしのパフェを食べながら満足げに言うと、アキちゃんは一瞬キョトンとした後、嬉しそうに破顔した。

「デートだと思ってくれてるんだ、嬉しい。りっちゃんの隣にいる時は、男でいたいって思うから」

　頬杖をついてとろけるような瞳でこちらを見つめられ、胸が疼く。

「好きだって気持ちを隠さなくなってから、りっちゃんを見てるだけで幸せ。あわよくば抱きしめたいし、キスもその先もしたいんだけど」

「皆まで言わなくていいよ！」

　相変わらず赤裸々なので、ぼっと火がついたように顔が熱くなる。苺みたいになっているであろう私に、アキちゃんはクスクス笑って「これ食べる？」と自分のタルトを差し出した。

　からかわれている気がしないでもないなと、男性との付き合いに慣れていない自分を情けなく思いつつ、遠慮なくタルトをもらう。口の中に甘酸っぱさとバターの香りが広がって、自然に頬が緩んだ。

「ん～美味しい！　アキちゃんも食べる？」

　私もパフェを差し出したものの、彼は急に表情を強張らせて私の後方をジッと見ている。つられて振り向くも、テーブル席でお客さんが談笑しているだけで特に変わったことはない。

　首を傾げて「アキちゃん？」と呼ぶと、彼はハッとしてまた笑顔になる。

「ああ、うん！　食べる食べる。苺ってかわいいし美味しいし最強だよね」

　女子っぽい発言に笑いがこぼれる。一瞬どうかしたのかと気になったが、それからはいたって普通だったので、引っかかりはすぐに消えていった。

　ところが、カフェを出て再び洋服のショッピングを始めた頃。

「これとこれだったら、どっちがいいかなぁ。アキちゃんは……」

　スカートを二枚手にして彼の方を振り返ると、先ほどと同じような顔でどこかをジッと見ている。話しかけても上の空だったのでさすがに気になり、元の場所にスカートを戻して問いかける。

「ねえ、さっきからなんか変だよ。どうしたの？」

「ごめんごめん、なんでもないから」

「嘘だ。気になるから教えて」

　アキちゃんはしばし悩んでいたが、私の圧に負けたようで「あそこに座ろうか」と店の外のベンチを指差した。

　ふたりで並んで座り、彼は足を組んで一度周りを見回した後、重そうに口を開く。

「実は、実家に戻ってきてからやたらと会う男がいるんだ。普段は女として生活してるから、そのたび『今度遊ぼうよ』って誘われて」

「え」

「なんか気味悪いなと思って、拒否し続けてたんだけどさ。その人……さっきのカフェにも、今も近くにいるのが見えて」

「えぇっ!?」

　思いがけない話についすっとんきょうな声をあげ、行き交う人々の注目を浴びてしまった。アキちゃんはやや眉根を寄せて腕を組む。

「別になにかされるわけじゃないんだけど、家の付近とか駅とか、行く先々で見かけるっておかしいよね？」

「絶対つけられてるよ！」

　なんだか他ひ人と事ごとのような調子なので、私は声を落としながらもツッコんだ。

　それは完全にストーカーでしょう！　いつからついてきているんだろう……怖すぎる。こうしている今もどこかで監視しているんだろうか。

　自分が狙われているわけではないのにビクビクしてしまう私に対し、アキちゃんは困ってはいても怖がっている様子はない。前から肝が据わっている人だと思っていたけれど、今も自分のことより私に対して申し訳なさそうにしている。

「今日は男の格好だから気付かれないと思ったのにな……。りっちゃんを怖がらせたくなくて黙ってたんだけど、結局気にさせちゃってごめんね」

「私のことはいいから。それよりアキちゃんが心配だよ。警察行った方がいいんじゃない？」

「警察はきっとこれだけじゃ動いてくれないよ。相談だけで終わっちゃうはず」

　確かにそういう話も聞く。でも、なにもせずもっとエスカレートしてしまったらシャレにならない。

　危機感を募らせていると、アキちゃんは私を安心させるようにあっけらかんと言う。

「りっちゃんは知らないだろうけど、オレそんなに弱くないから。いざとなったら男の力出せると思う」

「そんな状況になってほしくない～」

　頭を抱えて唸る私。アキちゃんは運動神経もいいし逃げられるかもしれないけれど、危険なことに変わりないんだから。

　どうしたものかと頭を悩ませていた時、ハッとある人の存在を思い出して背筋を伸ばす。

「そうだ、こういう時こそ！」

　キョトンとするアキちゃんをよそに、私はバッグの中からスマホを取り出した。

　電話帳をスクロールして見つけたのは水簾法律事務所の番号。頼りになる人が身近にいるではないか。聖さんならなにか力になってくれるかもしれない。

　以前、依頼者との面会中だと電話に出られないことがあると言っていたので、確実にアポが取れそうな事務所にかけることにする。少々緊張しながら番号をタップすると、三回コール音が流れた後、落ち着いた女性の声が聞こえてきた。

《はい、水簾法律事務所です》

「あの、初めてお電話させていただくのですが、法律相談の予約は今日はもう取れませんか？」

《申し訳ありません、本日はすでに埋まっておりまして》

　そりゃそうだよね、と肩を落とす。時刻は午後四時半を過ぎたところだし、今からなんて無理だろうとは思っていた。

　でも、私が助けを求めているということだけは聖さんの耳に入れてもらいたい。かなり図々しくて申し訳ないけれども……〝ボスの家族〟という奥の手を使ってしまえ。

「私、水篠の義妹の吉越と申します。義兄に電話をしたことだけでも伝えていただけませんか？」

《……もしかして、六花さん？》

　名前を呼ばれ、電話の相手は碓氷さんだと気付いた。面識がある人だとわかると、少しだけホッとして声が明るくなる。

「そうです！　あの――」

《六花？》

　突然、聞き慣れた男性の声が耳に飛び込んできて、私は目を見開いた。

「聖さん……！」

《どうした？　事務所に電話かけてくるなんて》

　声の調子から心配しているのがわかる。きっと碓氷さんが私の名前を口にしたのを聞いていて代わったのだろう。彼と直接話せる安心感は大きく、私はひとつ息を吐き出した。

　アキちゃんが数日前から男性につきまとわれており、一緒にいるので相談しに行きたいと簡単に伝えたところ、不機嫌そうな声が返ってくる。

《ふたりで会っているのか？　今》

「……それは置いといて」

　ストーカーの件よりそっちを気にする聖さんに苦笑がこぼれた。結局ふたりで会っていたことはバレてしまったけれど、今はアキちゃんの問題をなんとかしないと。

　数秒の間を置いて、考えを決めたらしい彼が《わかった》と答える。

《今日は六時までに全部の案件を終わらせるから、その後ならいいよ。人の多い道を通って、ふたりで事務所においで》

「ありがとう！」

　時間外にもかかわらず相談を受けてくれる彼の心の広さに感謝して、通話を終了した。私が電話するのを驚いた様子で見ていたアキちゃんは、申し訳なさそうに微笑む。

「水篠さんに電話してくれたんだ、ありがとね。でもオレが行って大丈夫かな……」

「大丈夫、初回は無料らしいから」

「いや、お金の心配じゃなく」

　親指を立てて自信満々に答えたのに、彼はなんとも微妙な顔をしている。キョトンとした私も、成人式の夜の一件を思い出してハッとした。

　そういえば、聖さんはアキちゃんにいい印象を持っていないかもしれない。若干心配になるも、彼が「とりあえず場所移動しようか」と腰を上げたので、私もそれに倣って立ち上がった。




　そのままアウトレット内で時間を潰し、聖さんに言われた通り人の多い大通りを歩いて水簾法律事務所を目指した。すでに辺りは暗く、一応周囲を警戒しつつ歩いたが怪しそうな人の姿は見えない。

　事務所に着くと、碓氷さんではない女性が「お待ちしておりました」と明るく迎えてくれた。ふわふわの髪をルーズに縛り、えくぼができた笑顔がかわいらしい人だ。

　彼女は私が聖さんの義妹だと聞いていたらしく、受付をしながら気さくに話しかけてくれる。名前は藤宮さんといい、とてもフレンドリーな楽しい人で緊張が解れた。

　そこへ、胸にひまわりと天秤がモチーフの金色のバッジをつけた聖さんがやってきた。職場で会うのは初めてなので、仕事モードの凛々しい彼にドキリとする。

　聖さんは誠実な面持ちでアキちゃんに向き直る。

「四季咲でお会いして以来ですね。その節は失礼いたしました」

「いえ、こちらこそ今日はお時間を取らせてしまってすみません」

　真摯に頭を下げ合うふたりを見て、私は密かに胸を撫で下ろした。またアキちゃんを威嚇したらどうしよう、なんてちょっぴり思ったけれど、聖さんはそんなに大人げない人ではないよね。

　さっそく「どうぞこちらへ」と、中へ通される。

　聖さんががっつり仕事している姿を見るのも初めてだ。アキちゃんが困っているというのに不謹慎だが、聖さんがどうやって問題を解決していくのかは興味がある。

　案内されて二階へ向かう最中、デスクに座っていた碓氷さんと目が合う。チクリと胸が痛むのを感じつつ笑みを作って会釈すると、彼女は無表情のまま軽く頭を下げた。

　小さな個室に入り、アキちゃんと並んで席につく。法律事務所とは思えないカフェのように落ち着く部屋の中で、さっそく詳しい話を始めた。

　つきまとっている男は室むろ谷だにという苗字で、年齢は三十代後半。これまで面識はなく、隣町に住んでいて職場が軽井沢にあるらしい。

　彼に話しかけられた時に、警戒したアキちゃんはさりげなくここまでの情報を聞き出していたようで、その冷静さに感心した。

　メモを取りながら一部始終を聞いた聖さんは、頭の中で考えをまとめている様子で小さく頷く。

「なるほど。そして今日は六花とふたりで会っていたと……」

　だから、そこ強調しなくても。とツッコみたくなったがやめておく。

　若干気まずさを感じたのはつかの間で、すっかり弁護士モードになっている彼がアキちゃんをまっすぐ見つめて話し出す。

「お話を聞いた限り、確実につきまとい行為にあたりますね。ストーカー規制法の罰則対象となりますから、警察に相談すれば犯人へ行為をやめるよう警告がなされます」

「そうなんですか。警察って、事件性とか緊急性がないと動いてくれないんじゃ……」

「ええ、事件性を感じさせればいいんですよ」

　いまいち意味がわからず首をひねる私たちに、聖さんは含みのある笑みを浮かべる。

「たとえば〝ゴミが置いてある〟では危険性を感じないが、〝不審物がある〟と言えば違うでしょう。それと同じで、ただ〝困っている〟だけでは警察は動けないが、〝身の危険を感じている〟と言われれば動かざるを得なくなる。物は言いようです」

　そ、そういうことか。確かに言い方を少し変えるだけで、印象はかなり違ってくる。ちょっと屁理屈っぽい気もするけれど。

　同じことを思ったのか、アキちゃんが口元に片手を当てて呟く。

「ほんと弁護士先生って……いや、なんでも」

「なにをおっしゃりたいかはなんとなく想像がつきます」

　にこりと微笑む聖さんは、〝弁護士は口がうまい〟と言われる所以ゆえんをよくよく理解しているようだ。

　さらに詳しい話を聞き、弁護士に依頼するとなると最低二十万はかかると知って驚愕した。

　彼は「これでもうちは安い方です。すみませんね、弁護士には学割が利かなくて」と茶化していたけれど、これが弁護士のビジネスなのだ。相手が学生だろうと、義妹の友達だろうと当然関係なく、サービスするなどという甘い考えは存在しない。

　シビアな世界を目の当たりにして言葉を失うも、聖さんの瞳は真剣だ。

「その代わり、必ずあなたをお守りすると誓います」

　力強く放たれたひと言は、アキちゃんの胸にもしっかり届いたようだった。

　その後もいろいろとアドバイスをしてくれたものの、聖さんはどことなく表情を硬くしていた。アキちゃんにいくつか質問した後、なにかを決意したような様子で口を開く。

「念のため、今日は私が家までお送りしましょう。私も帰るついでですから、料金はいただきません」

「いえ、そこまでしていただかなくても……！」

　遠慮するアキちゃんに、聖さんは厳しい面持ちで言う。

「昌さんを女性だと思っていたなら、男性の姿を見た時の衝撃は大きかったことでしょう。さらに、女性と親しげにデートしているところを目撃すればなおさら。逆上して予想外の行動を起こすことも十分に考えられます。つきまとい行為は重大犯罪にエスカレートする可能性が高いとも言われていますから」

　彼の指摘に、私はぞっとした。危害を加えられるかもしれないと、最悪の展開が脳裏をよぎる。

　さすがのアキちゃんも彼の言葉で危機感を覚えたらしく、「……わかりました。お願いします」と頭を下げた。

　ひとまず、警察へ行くにしても今は帰省中なので家族にも相談してからにした方がいいだろうという話になり、相談を終えた。

　相談室を出て三人で一階に下りていくと、玄関の方から声がする。どうやら宅配便が来たらしく、藤宮さんが荷物を受け取っているようだ。

「きゃっ!?　ちょっと、お待ちください！」

　突然、藤宮さんの驚きと焦りが交ざった声が響き渡る。配達員が出ていくのと入れ違いに、誰かが事務所の中へ入ってきたらしい。

　碓氷さんも呆気に取られる中、その人物は私たちの前を行く聖さんの前に立ち塞がった。眼鏡をかけて髪もモサッとした、野暮ったい印象の男性だ。

　彼は必死な形相でこちらを見て口を開く。

「昌ちゃん！　どうしてこんなところにいるんだよ。俺のところにおいで」

　第一声を聞いて背筋が凍った。もしかしてこの人が、ストーカー……!?

　私の隣で、アキちゃんも衝撃を受けた様子で立ち尽くしている。

「まさか、ここまで……」

「やはり来たか。狂気的な方だ」

　聖さんも男から顔を背けてボソッと呟いた。しかし彼はそこまで驚いた様子はないし、〝やはり〟と言っているところからして、こうなることも想定していたのかもしれない。

　その時、一階の奥の部屋のドアが開いてもうひとりの男性が姿を現す。スーツ姿でハーフのような綺麗な顔をした、聖さんと同じくらいの歳の人だ。

　おそらく、彼と一緒にこの事務所を立ち上げた瀧さんという弁護士だろう。以前聞いた特徴と合致している。

　瀧さんは今の状況を見回し、「何事？」と声を漏らして眉根を寄せる。

「すみません、荷物を受け取っている隙にその方が押し入ってきて……！」

「大丈夫、私が対応します」

　焦りを滲ませやや泣き出しそうな藤宮さんに、聖さんが凛とした声を投げかけた。そして、私たちを守るようにして室谷という男と向き合う。

「申し訳ありませんが、ご予約のない方のご相談は受け付けられない決まりになっております」

「相談なんかじゃない。俺は昌ちゃんに用があるんだ」

　素知らぬ顔で冷静に告げる聖さんを睨みつけた後、彼はアキちゃんに目線を向ける。

「なあ、どうして今日はそんな格好してるんだよ。いつもの昌ちゃんに戻ってくれ。そこの女にたぶらかされたのか!?」

　聖さんの肩越しに私が指をさされ、ビクッと肩が跳ねた。アキちゃんも表情を険しくしてきっぱりと言い放つ。

「この子は関係ない。自分のためにやってるんだよ」

「そんなはずないだろう、男の格好をするなんて……そんな気色悪いことをするのは昌ちゃんじゃない！」

　心ない言葉を投げつけられ、アキちゃんは一瞬傷ついた表情を見せた。私の怒りの導線にも火が点き、無意識にぐっと手を握る。

「落ち着いてください。あなたは女性の昌さんに好意を抱いていたのですね」

　抑揚のない声でやんわりと確認する聖さんに、室谷さんは「ああ、そうだよ」とあっさり答えた。そして、うっとりするように目を細める。

「群馬から帰ってくるたび、昌ちゃんを見るのが楽しみだったんだ。今回の帰省でやっと勇気を出して声をかけたら、想像通り明るい素敵な女性で感激したよ。お母さんにそっくりだよね」

　この人はずっと前からアキちゃんを見ていて、しかも家族にも接近していたらしく、私はまたぞっとした。

　アキちゃんは愛想のいい子だし、まさかストーカーだとは思わないだろうから、最初に声をかけられた時はきっと普通に接していたはず。それを自分に好意を持っていると勘違いしてしまったのかもしれない。

「でも、成人式の時は姿が見えなかった……まさかあの時も男に？　これからずっと一緒にいようと思っていたのに……」

　ぶつぶつと呟く室谷さんに気味の悪さを感じていると、厳しい表情に戻った聖さんが口を開く。

「自覚をお持ちでないかもしれませんが、あなたの行動はストーカー行為とみなされます。昌さんが警察に被害届を出せば、捜査が始まって処罰を受けることになりかねません」

　彼に落ち着いた口調で警告され、室谷さんは動揺を露わにしてうろたえ始める。本当に自覚がなかったのだろうか。

「違う……違う、俺はストーカーなんかじゃ……。俺は悪くない。悪いのはそこにいる女だ！」

　首を横に振った彼は、再び矛先を私に向けてくる。

「その女にそそのかされて、俺を嵌はめようとしているんだろ。だからこんな事務所なんかに……。昌ちゃんがおかしくなったのも、俺が犯罪者にさせられそうになっているのも、全部お前のせいだ！」

　血走った目で敵意をむき出しにする彼に対し、私の中で恐怖よりも怒りが上回る。火が点いた導線は限界まで短くなっていた。

　すべて人のせいにして、しかもアキちゃんを罵るような言葉ばかり口にする。友達としても、人としても許せない。

「アキちゃんのことが好きなら、これまでの発言は撤回してください」

　弁護士先生たちが口を挟もうとする直前に言葉を発した私を、聖さんが心配そうな表情で少しだけ振り返った。室谷さんはぴくりと眉を動かす。

「なに？」

「男でも女でも、アキちゃんはアキちゃんです。否定するようなことばかり言わないでください。私の大事な友達を侮辱するのは許せません」

　怒りで声も手も震える。アキちゃんはそんな私を見下ろし、「りっちゃん……」と呟いた。

　震えているのは室谷さんも同じだった。歯を食いしばってこちらを睨みつけている。

「クソ生意気なガキ……うるさいんだよ、ブスが！　消えろ！」

　聖さんを押し退けた彼が、鬼のような形相で拳を振り上げるのが見えた。私は咄嗟に身を固くして目をつぶる。

「危な――っ！」

　瀧さんの声と女性の小さな悲鳴が聞こえ、身体が誰かの腕に包まれる感覚を覚えた。

　揉み合っているような気配がして恐る恐る目を開けると、アキちゃんが私を庇ってくれている。私たちの前では、聖さんが室谷さんの腕を捻ひねり上げていた。

　瀧さんも援護に加わり、奇声を発する男を取り押さえる。私は身体が強張ってまったく動けず、心臓をバクバクさせてただその様子を見ているしかなかったが、聖さんの口の端に血が滲んでいるのに気付く。

「聖さん……！」

　私の代わりに殴られたんだ。私が余計なことを言ったせいで、この男を逆上させて聖さんにケガまで負わせてしまった。血の気が引き、激しく後悔する。

　瀧さんによって床にねじ伏せられた室谷さんと、聖さんはしゃがんで目を合わせた。その鋭い眼差しとは不釣り合いに、若干青くなってきている口元にはわずかに笑みが浮かんでいる。

　その様子はまるで悪魔的で、人が変わったような彼を私は初めて恐ろしいと感じた。

「ストーカー行為罪、建造物侵入罪に傷害罪。罪を重ねるのはこの辺にしておきませんか」

「ふざけるな、お前ら……っ！」

「それと、昌さんと六花に謝罪してください。あなたは公然とふたりを傷つける発言をした。こちらは侮辱罪にあたります」

　まだ非を認めない彼に、聖さんは厳しさが滲む口調でそう言った。私たちを罵ったことも忘れずにいてくれただけで、少し気持ちが救われる。

　悔しそうに唇を噛んでいた室谷さんは、聖さんがスーツのポケットから取り出したなにかを見て瞠目する。

「こちらには証拠がありますから、言い逃れをしようだとか弁護士を立てて争うなどという愚かな考えはお捨てください。あなたが地に堕ちるだけですので」

　彼が見せたのは、おそらくボイスレコーダーだろう。こんなものを隠し持っていたとは、さすが用意周到だ。

　室谷さんが言葉を失った時、遠くからパトカーらしきサイレンの音が響いてきた。彼を押さえたまま、瀧さんが苦笑交じりに呟く。

「もうちょっと早ければなぁ」

「これでもすぐに呼びました」

　続いて声を投げかけたのは碓氷さんだ。ポーカーフェイスだが、少し離れたところで怯えるように藤宮さんとくっついている。いつの間にか、彼女が警察に連絡してくれていたらしい。

　徐々に近づいてくるサイレンの音を耳に入れつつ、聖さんは真剣に語りかける。

「室谷さんにも家族がいますよね。あなたが罪を犯すことで、家族も非難を浴びるんです。なにより、あなたを心配するでしょう。これ以上大切な人を苦しめないためにも、ご自分の非を認め、悔い改めてください」

　厳しいのに心なしか温かみも感じる声色で諭され、室谷さんはもう抵抗しなかった。

　パトカーが到着して警察に連行される時、彼はいくらか反省したのか、私たちに向かって「……悪かったよ」とボソッと謝った。もう犯罪行為は二度としないでほしい。

　事務所を出ていく彼らを見送って胸を撫で下ろしつつ、私はすぐにハンカチを差し出して聖さんに謝る。

「聖さん、ごめんなさい、私……」

「いえ、オレのせいです。本当にすみません」

　泣きそうになる私の隣で、アキちゃんも深く頭を下げた。

　聖さんはハンカチを受け取らず手の甲で軽く口元を拭い、ふっと穏やかに微笑んだ。少し痣になっていて痛々しいけれど、先ほどまでのダークな雰囲気はどこかへ消え去っている。

「ふたりはなにも悪くないでしょう。それに、これくらい平気です。顔で商売しているわけじゃありませんから」

　いつもの調子で茶化した直後、警察の人に呼ばれて聖さんが簡単に事情を説明する。それからさらに詳しい話をすることになり、アキちゃんと聖さんは二階の相談室へ向かった。

　騒然としていた事務所内が落ち着きを取り戻していく。ふたりが戻ってくるのを待つ間、私は残った三人にも謝った。

　碓氷さんはやっぱりクールでわずかに頭を下げただけだったが、藤宮さんも瀧さんも「六花ちゃんのせいじゃないよ！」と明るくフォローしてくれて、少し気持ちがラクになった。

　瀧さんいわく、裁判の相手方が逆恨みして事務所に乗り込んでくることもあるそうで、「弁護士はどうしても恨みを買いやすいからねぇ」と苦笑していた。だからこそ、聖さんも室谷さんが来るのを予測していたのかもしれないけれど怖すぎる。

　本当に大変な仕事だなと改めて感じていると、瀧さんが意味深なひと言を漏らす。

「それにしても聖のやつ、わざとパンチ食らったんじゃないか？」

　碓氷さんはキョトンとし、藤宮さんも「え～？」と半信半疑な声をあげた。

「確かに先生なら避よけられそうだけど、わざとだとしたらどうしてそんなことを？」

　そう言う藤宮さん同様に私も首をひねると、瀧さんが今警察と話し合っている二階の部屋を指差して自分の考えを話す。

「自分が被害者になれば、ついでに警察にストーカーの事情も話せるだろ。昌ちゃんが費用を払うことなく、代理人の役目を果たせるわけだ。それに、相手には傷害罪が適用される。まあこのくらいでは示談にするだろうけど、お灸を据える意味もあったんじゃない」

「あ～なるほど。六花ちゃんに手を上げそうになったのも、よっぽど許せなかったのかもしれませんしね」

　藤宮さんも納得したように頷いた。

　もし本当にそこまで考えていたのだとすれば、聖さんってすごく頭の切れる人だ。そして情に厚い部分と、相反する冷徹さを併せ持っている人。

　まだ私も知らない彼がいたんだなと複雑な気持ちになっていると、瀧さんは諭すように私の目を見て言う。

「弁護士の水篠聖はこういうやつだよ。普段は紳士的で温厚だけど、依頼者を守るためなら非情になって相手を追い詰める。六花ちゃんには見せたくなかった一面かもしれないね」

　いたずらっぽく口角を上げる彼に、私も曖昧に微笑み返した。

　生憎、想いは加速するばかり。これで気持ちが冷めたらいいのにとすら思うが、どんな聖さんを知ったって変わらない。こんなに心を揺るがす人、他にはいない。

　私はやっぱり、彼しか愛せないのだ。

　しばらくして、聖さんたちが相談室から出てきた。警察を見送った後、瀧さんが含み笑いをしつつ口を開く。

「弁護士先生は怖いねぇ」

「なにが」

　聖さんは、瀧さんがなにを言いたいのかを理解してしれっと返しているように見えるが、真意を読み取ることはできない。わざとパンチを受けたのか、そうではないのか……これは永遠にグレーかも。

　そんな聖さんに、瀧さんはくいっと口角を上げる。

「褒め言葉だよ。依頼者のためにあらゆる手を尽くすのが俺たちだからね」

「別に、今は弁護士としての仕事をしたわけじゃない。今日昌さんは無料相談に来ただけで一円も支払ってもらっていないし、クライアントではないんだから」

　聖さんの発言に、アキちゃんがハッとする。結果的に彼が無償で助けてくれることになったと気付いたのだろう。

「水篠さん……」

「あなたになにかあると六花が悲しむので。彼女の大切な友人を守りたかっただけですよ」

　アキちゃんを助けることの延長線上に私がいるとは思わず、呆気に取られた。アキちゃんも同じく目を見張る。

　なにも言えなくなり、さっさと帰り支度を始める聖さんをただ見つめていると、私のそばに瀧さんがやってきた。そして、意味深に口角を上げる彼の整った顔が近づく。

「聖は、相当六花ちゃんのことを大事にしてるね。恋人レベルで」

　耳元でこっそり囁かれ、じわじわと頬が熱くなった。あからさまに動揺する私を、碓氷さんが無表情でジッと見つめていた。




　事務所を出た私たちは聖さんの車に乗り込み、十数分でアキちゃんの家に到着した。時刻は午後七時半を過ぎている。

　静かな住宅街で家々から温かな光がこぼれ、先ほどの物々しい出来事が随分前のことのように感じた。

　私の隣に座るアキちゃんは、幾度となく聖さんに頭を下げる。

「水篠さん、ご迷惑をおかけしてすみません。本当にありがとうございました」

「いえ。またなにかあればすぐにご連絡ください」

　弁護士モードで微笑む彼にお礼を告げた後、私はアキちゃんときちんと話すために一緒に車を降りた。

　私に向き直ったアキちゃんは、チョコレートが入った小さな紙袋をひょいと持ち上げ、いつもの笑みを浮かべる。

「りっちゃん。これ、わざわざありがとね」

　これは友チョコか、本命かと聞かれたのを思い出した。今ならはっきり答えられる。私の気持ちはどう足掻いても変わらないんだと痛感したから。

　アキちゃんを意識できるかどうかより、私自身が想いを捨てられるかの方が問題だったのだ。

　私は彼をまっすぐ見つめ、口を開く。

「アキちゃん、それ……友チョコとして受け取ってほしいな」

　彼は特別驚いた様子もなく、澄んだ瞳で私をジッと見つめ返している。

「私、やっぱりアキちゃんとは友達でいたい。性別は関係なく、これまでみたいにずっと仲よくしていたい。……してくれる？」

　罪悪感を抱きながらも、正直な想いを伝えた。アキちゃんはこう言われるのをわかっていたかのごとく、とても穏やかな表情だ。

　納得したように頷いた彼は、「もちろん」と綺麗な笑みを浮かべる。

「友達でいたいと思ってくれてありがとう。それだけで十分。大事に食べるよ、友チョコ」

　アキちゃんはすっきりとした様子で、私の気持ちを受け止めてくれた。

　申し訳なさと安堵が入り交じり、私も眉尻を下げて微笑み返す。「またね」と言い合い、手を振って別れた。

　私は助手席に乗り、アキちゃんが家に入るのをきちんと見届けてから、車はゆっくり発進する。私と聖さんの間に会話はないが、気まずい空気が流れているわけでもない。お互いに思いを巡らせているのだと、なんとなくわかる。

「まだ、帰りたくないな……」

　順調に家に近づいていく景色を眺めながら、ぽつりと呟いた。遠慮がちに運転席の彼へと視線を向ける。

「もうちょっと、ふたりでいたい」

　聖さんへの恋心はどうにも諦められないと認めたら、なんだか大胆になる。素直にわがままを口にすると、こちらを一瞥する彼の表情が弁護士モードから切り替わって柔らかくなった。

「俺も同じこと考えてた」

　穏やかな口調で彼もそう言い、車は曲がるはずの道を直進していった。

　向かったのは聖さんがひとり暮らしをしていたレジデンス。ここにお邪魔するのは誕生日プレゼントをもらったあの日以来、二度目だ。

　暖房をつけるとすぐに部屋が暖まり、お互いにコートを脱ぐ。

「ココア飲む？」

「大丈夫。それより、傷見せて」

　私が言うと、聖さんはいたずらっぽく「謝るのはもうなしだよ」と念を押してソファに腰かけた。

　私も隣に座り、彼の頬にそっと手を添えて傷の様子を見る。口の中が切れているようなので私には手当てのしようがないが、さすがに縫うほどではないだろう。

「カッコよかったよ、六花」

「え？」

　突然そう言われ、私は頬に触れたままの状態で固まった。聖さんは穏やかに微笑んでいる。

「あの状況でよく言い返したな。意外と肝が据わってるんだなって驚いた」

「あー……アキちゃんの気持ちを考えたら腹が立って、つい」

　少々決まりが悪くなって苦笑を漏らした。彼は優しいからこんな風に褒めてくれるけれど、軽率だった気がして仕方ない。

　頬から手を離そうとすると、彼の手が私のそれを掴んだ。男らしさを感じる温もりに包まれ、目を丸くする。

「六花の好きなところ、またひとつ増えた」

　告白されたわけではないのに、〝好き〟の二文字にドキンと胸が躍る。

「今日彼を連れてきたのも六花の判断だろ？　困っている人に手を差し伸べて、自分より人のことを思いやって声をあげる勇気がある。友達だとしてもなかなかできることじゃない」

「……聖さんこそ、私たちを守ってくれてありがとう」

　私は謙遜して首を横に振り、改めてお礼を言った。

　アキちゃんを助けてくれたのも、私たちの盾になってくれたのも嬉しかった。たとえ弁護士だからだとしても、彼は間違いなくヒーローだ。

　ふいに、瀧さんに言われた『聖は、相当六花ちゃんのことを大事にしてるね。恋人レベルで』というひと言が脳裏をよぎる。

　本当に、恋人レベルに想ってくれていたらいいのに。

　欲張りな気持ちが大きくなって掴まれた手を握り返すと、彼の瞳がみるみる熱を孕はらんでいく。

「もうひとつ、伝えたいことがある。あの時の続き」

　あの時……って、もしかして成人式の夜のこと？

　今聞けるのだろうかとハッとして目線を上げた直後、彼のもう片方の手が私の頬を包んだ。甘い空気が漂い始め、胸が騒がしくなる。

「俺は六花を子供だとも、義妹だとも思っていない。いつまでも守っていきたい、たったひとりの特別な女性だ」

　――う、わ……やばい。想像以上に甘くて、窒息しそう。

「好きだ、六花。ずっと好きだったよ」

　情熱的な笑みを向けられ、押し殺していた気持ちが一気に溢れ出す。

　どうしよう。信じられないくらい嬉しい。待ち望んでいた言葉を本当に彼からもらえるなんて。

「ほ、本気？」

「本気じゃなきゃ義兄妹と付き合おうなんて厄介なことはしない」

「……いいの、かな。我慢しなくても」

　涙腺が緩むほど感激して、目の前の彼の顔がぼやける。

　今にも崩れそうな崖の上に立っている感覚。でも怖さはない。落ちたら、溺れるのは彼の愛なのだから。

「私も聖さんに、恋、してたの。これからも好きでいていいの？」

「いいに決まってる。なにがあったって離さないから。ずっと好きでいて、俺だけを」

　愛しそうに笑った彼は、泣きそうな私をその腕でギュッと抱きしめた。とうとう足元が崩れて落ちた私を、しっかり受け止めるように。

「成人式の時も今日も、六花が男といるだけで情けないけど嫉妬してた」

「ごめんなさい……」

「とっくに限界超えてるんだよ。もう義兄妹なんかじゃいられない」

　いつも余裕のある聖さんとは違う、切なさと焦燥が滲む声に胸が締めつけられる。私たち、同じ気持ちだったんだ。

　少し身体を離し、熱い視線を絡ませた瞬間、唇が奪われた。柔らかくて温かい、初めての感覚に心臓が止まりそうになる。

　聖さんの体温、息遣い、匂い。全部が愛しくてたまらない。少しの背徳感も抱きながらそっと目を閉じ、全神経を使って口づけを堪能した。

　何度か重ね合わせた後、彼の巧みなキスによって唇をこじ開けられる。ざらりとした舌が侵入しようとしてきて、「んっ」と自然に甘い声が漏れた。

　わ、わぁ、これが〝深いキス〟というもの!?　なんか、想像以上にいやらしい……！

　頭の中はパニック状態で、ロマンチックなムードはどこかへいってしまう。自分の舌はどうしたらいいの!?なんて必死に考えていた時、突然彼の唇が離された。

　反射的にぱっと目を開くと、聖さんは少し顔を歪めて手を口元に当てている。

「っつ……」

「だ、大丈夫？」

　どうやら口内の切れた部分が痛かったらしい。キスどころじゃなくなって心配していると、彼は自分に呆れたように笑って私の髪を撫でた。

「ごめん、止められなくなるところだった。……大人のキスはまた今度ね」

　私の唇を親指でなぞりながら囁く彼がセクシーすぎて、すでに昇天しそうになる。

　こんなに素敵な人の恋人になれたなんて、まだ信じられない。私の心臓はこの先持つんだろうかと変な心配を本気でしつつも、この上ない幸せを噛みしめていた。










甘すぎる一夜は合意の上です




　両想いだとわかって舞い上がってしまっていた私は、後になって大事なことを思い出した。聖さんと碓氷さんのことだ。

　まず、例の食事会では結婚の話が進んだのではないのかと尋ねてみた。聖さんいわく、食事会はそれぞれのお父様にきっぱり断るために設けた席だったのだそう。

『でも、ふたりは男女の関係だったんだよね？』

　胸がチクチクするのを感じながらそれも確認すると、彼は〝まったく身に覚えがない〟と言いたげにキョトンとした。

『違うよ。なんで？』

『だって聖さん……ひ、避妊、してたんでしょう？　雅臣さんが言ってたじゃない』

　こんなこと聞きたくないのにと思いつつ、口を尖らせてためらいがちに問いかけた。すると彼はぷっと噴き出し、おかしそうに肩を震わせて笑い出すではないか。

『まさか六花も勘違いしていたとは……。あれは〝避妊〟じゃなくて〝否認〟。父さんは勝手に盛り上がっていたけど、俺は碓氷さんとの仲を認めていないっていう意味だよ』

　笑いをこらえつつ説明され、頭を抱えて『そっちー!?』と叫んだのは言うまでもない。とんだ早とちりだった。

『まあ、いずれ六花とそういうコトをするようになったとしても、もちろん避妊はするけどね』

　勘違いしていただけで赤っ恥なのに、そんなセリフをしたり顔でさらりと言われ、私は赤面するしかなかった。恋人になったのだからゆくゆくは〝そういうコト〟もするのだろうけど、今は考えるだけで鼻血が出そう……。

　ただ、碓氷さんが聖さんを好きなのは本当で、まだ諦めていないらしい。その点だけ不安が残るけれど、聖さんはお父様たちの前でも毅然と断ったようだし、彼の気持ちを信じようと思う。

　そして、両親にも報告しようとふたりで話し合った。反対されないか、悩ませてしまわないかなどと不安は尽きないけれど、言わないわけにいかない。腹を括って打ち明けようと決心した。

　想いが通じ合った翌日、家族全員がそろった夕飯の席で、さっそく聖さんが「ふたりに報告したいことがある」と切り出した。

「俺たち、付き合うことにした」

　単刀直入に告げると、私たちと向かい合う両親はぴたっと一時停止して目を見開いた。ビーフシチューの美味しそうな香りが漂う空気もピンと張り詰める。

「だから、普通の義兄妹にはなれない。父さんたちはそれを望んでいたかもしれないが、俺たちも譲れないんだ」

「……ごめんなさい」

　どんな反応が返ってくるだろうかと、私は緊張しながら頭を下げた。そのまま数秒の沈黙が流れ……。

「なんで謝るのよ～！」

　響き渡ったのは明るい母の声で、私は目を丸くして顔を上げた。予想に反して、両親は嬉しそうにしているので拍子抜けする。

「やっぱりふたりは恋をし合ってたのね！　最近六花の様子がおかしいから、そうなんじゃないかな～とは思ってたのよ」

「私もだ。好きな人がいると聞いたときは気付かなかったが、霧子さんとの縁談を断る聖の様子を見ていたら、もしかして……ってなぜかピンときてな」

　ぽっと頬を染めてニンマリする母に、腕組みをしてうんうんと頷く雅臣さん。私は脱力気味にふたりに問いかける。

「反対しないの？」

「しないわよ。法律的にも問題ないんだし、反対する理由がないもの。聖くんが六花を大切にしてくれているのは前からわかってるから、むしろ私は大賛成よ」

　母から温かい言葉をもらえて、ずっと心にあった不安の塊がみるみる小さくなっていった。一方、雅臣さんはなぜか申し訳なさそうにする。

「謝らなければいけないのはこっちかもしれないな。私たちが再婚したせいで、六花ちゃんは遠慮したり悩んだりしただろう。聖は気にしていないと思うが」

「……俺はそんなに無神経じゃない」

　据わった目で物申す聖さんだが、微妙な間があったのであながち間違ってはいないのかもしれない。無神経とまではいかなくとも、両親に悪いだとか世間体だとかはあまり気にしていなそうだなと思うと、ちょっぴり笑ってしまう。

　それはさておき、雅臣さんたちには〝再婚したせいで〟なんて罪悪感を持ってほしくない。

「確かに悩んだけど、ふたりの再婚は本当に嬉しかったから、悪いなんて思わないで」

「六花……」

　明るく声をかけると、母は眉尻を下げて微笑んだ。

「こんなにいい子、聖にはもったいない気がしてきた」

「おい」

　真顔で呟く雅臣さんに、聖さんが仏頂面でツッコむも、すぐに表情を柔らかくして話し始める。

「でも本当に、六花は俺にとって宝物みたいな存在で。すごく素直で心の綺麗な子だから、それを守っていきたいと思うよ。生半可な気持ちじゃないから、雪乃さんも安心して俺に任せてください」

　まるで結婚の挨拶をしているみたいで、私は誠実な彼の横顔を見つめて胸を高鳴らせた。こんな風に想われていたのかと、嬉しくてたまらなくなる。もったいないのは聖さんの方だ。

　彼の意思を汲み取ったように、両親は納得した様子で頷く。

「交際するのはなんら問題ないが、ふたりは家族でもある。それらしく振る舞ってもらう時もあるだろうから承知しておいてほしい」

　雅臣さんの言葉に聖さんは軽く頷き、私も「はい」と答えた。

「と、いうことで。もう少し家族四人での同居は続けてくれよ」

「一カ月半だけじゃ味気ないものねぇ」

　砕けた空気に変えてにっこりと微笑む両親に、聖さんだけはややげんなりした表情を浮かべる。

　どうやら恋人らしい生活ができるのは、まだ先になりそうだ。




　その日の晩、洗面所で歯を磨いていると、ちょうど聖さんもやってきた。一緒に歯磨きをした後、鏡に映る自分たちを見て彼がため息交じりにぼやく。

「さっそくあのレジデンスで六花とふたりで暮らそうと目論んでいたのに、まだしばらくおあずけか」

　同居を続けてくれと頼まれた時、ちょっと嫌そうな顔をしていたのはやっぱりそのせいだったのね。

　聖さんが私とのふたり暮らしを考えていたと思うと胸がときめく。口元は緩みっぱなしで、「認めてもらえただけで、今は嬉しいよ」と返した。

　すると、背後から腕を回されて、すっぽりと私の背中が覆われる。シャンプーの香りが鼻先をかすめ、鼓動が乱れ始める。

「まあ、ふたりの目を盗んでいけないことをするのも楽しいかもな」

　意地悪な笑みを湛える唇が囁き、そのまま耳を甘噛みされた。驚いて思わず「あ……っ！」と声をあげると、彼がクスッと笑う。

「気付かれるよ。そんな声、誰にも聞かせたくないんだけど」

「や、だ……耳、ぞくぞくする」

　耳元で話し続けるからくすぐったくて、口を手で覆って身をよじらせた。そんな私の顎に手を当てた彼は、自分の方へくいっと顔を向ける。

　頬を紅潮させ困った顔になっているだろう私の目に、とろけるような笑みを浮かべる聖さんが映る。

「六花、俺のものになってからますますかわいくなったね。余裕ぶってないで、もっと早く奪ってしまえばよかった」

　聖さん、余裕ぶっていたの？　というか、あなたはますます甘くなっていますよ。

　と、言う前に唇を塞がれた。二度目の優しいキスで、胸いっぱいに喜びと愛しさが広がる。

　けれど、今この最中に両親が来るかもしれないという不安で、気が気でない。彼の腕を掴んでキスを中断させる。

「んっ、待って……これ以上は、ダメ」

「いいね、その〝ダメ〟。クセになりそう」

「なんで!?」

　なぜか嬉しそうに言うから、聖さんって実はＳっ気があるんじゃ？と疑ってしまう。いつも優しい彼が、ベッドでは意地悪をしてくるギャップも嫌いではない……いや、むしろ好きなのだけど！

　勝手に妄想して悶えつつ、終わらないキスを受け入れていると、彼は唇を離して代わりにおでこをくっつけた。

「スリルを味わうのもいいけど、周りの目を気にせずもっと愛したいから、今度ふたりだけで旅行でもしようか」

　願ってもない提案をされ、私は目をまん丸にする。

「六花の卒業祝いも兼ねて。どう？」

「したい！」

　迷わず即答すると、聖さんも表情をほころばせて「じゃあ決まり」と言った。

　お互いに小指を立てて絡める。いつまでも、こうして未来の約束をしたいと願いながら。




　――三月中旬、無事短大を卒業した私は、仕事が始まる前の休みの間に約束通り聖さんと一泊二日の旅を決行した。

　彼の運転でやってきたのは憧れの横よこ浜はま。彼氏ができたら横浜デートをするんだ！というのが、山に囲まれた土地で育った田舎者の私のささやかな夢だったのだ。

　天気もよく春らしい暖かさで、山下公園をのんびり散策するのもとても気持ちがよかった。おやつの時間になりそうな今は、赤レンガ倉庫を観光中。

　歴史を感じるレトロでオシャレな建物の中を、聖さんと手を繋いでワクワクしながら歩いている。

「やっぱり横浜って素敵な街だな～。中華街で食べ歩きもしたいし、夜は観覧車にも乗りたいし……。とりあえず今は馬車道アイスを食べる」

「いいよ。六花がやりたいこと全部やろう」

　ここでしか食べられないというアイスの看板を発見して指差すと、聖さんはクスクスと笑ってアイスの店へ足を向けた。

　それぞれ好きな味を頼み、近くの椅子に座ってそれをシェアしながら食べるだけで、デートしてる！という感じで幸せだ。

　さすがに横浜では私たちの知り合いとは会わないだろう。思う存分彼をひとり占めできるなんて最高だ。

　アイスを食べた後、聖さんがふたり分の空のカップを持って腰を上げる。ゴミ箱の方へ歩き出した時、斜め前方で女子ふたりが彼を目で追って盛り上がっていることに気付いた。

「ねえ、あの人めちゃくちゃカッコよくない!?」

「ほんとだ～芸能人みたい」

　話し声が聞こえてくるたび、そうでしょうそうでしょうと同意して頷きそうになる。カーディガンにテーパードパンツを合わせた今日のスタイルも、落ち着いた色味でカジュアルすぎなくて完璧だもんね。

　ところが、彼が私の隣に戻ってきた途端、女子たちの声のトーンが変わった。

「どういう関係だろ」

「兄妹とか？　なんか恋人っぽくないよね」

　当たってるけど当たってない！　耳には聖さんからもらったピアスをつけ、コーデも大人っぽいニットワンピースにしてみたけど、カップルには見えないのか。恋人じゃないと決めつけられるのはちょっとヘコむ……。

　がくりとうなだれる私に、聖さんが「どうした？」と尋ねる。

　今日は貴重なデートの日、落ち込んでいたらもったいない。恋人に見えないなら、恋人らしくするまでだ。

　ぱっと顔を上げた私は、勇気を出して彼に腕を絡ませた。

　聖さんは一瞬驚いた顔をしたものの、すぐに目を細めて私の頭を撫でる。それを見た女子たちは、「カップルだったか～」と残念そうに声をあげた。

　赤レンガ倉庫を後にしてみなとみらい地区に向かって歩きながら、私は絡めた腕を放して苦笑する。

「ごめんね、さっきから子供みたいにはしゃいで。聖さんには不釣り合いだなってわかってるんだけど」

　兄妹に見られただけでムキになってしまうのも子供っぽいし、腕まで組んだら聖さんも恥ずかしいかもしれない。そう反省するも、彼はなにも気にしていないように微笑む。

「好きな子が自分とのデートをこんなに喜んでくれるなんて、俺はすごく嬉しいよ」

「……そう？」

「ああ。それに、お互いへの気持ちが釣り合っていれば、なにも問題ないと思わない？」

　今日の日差しのように温かな眼差しを向けられ、私の心の中もきらきらと輝きだす。

　すぐに気持ちを前向きにさせてくれる彼がすごいのか、ただ私が単純なだけなのか。どちらにしても、相性がいいというのはこういうことなのかもしれない。

　私も「そうだね」と自然な笑みを返し、どちらからともなく手を繋ぎ直した。




　暗くなり始めた頃、観覧車に乗って美しい景色を満喫し、ホテルのレストランで夕飯を堪能した。中華街は明日のお昼に行くつもりだ。

　今夜泊まるのは横浜港に面したラグジュアリーホテルで、窓からは海辺の景色が見渡せるため、まるで船の中で過ごしているような気分を味わえる。海なし県に住む私にとっては異世界も同然だ。

　広々としたスイートルームは洗練されたデザインで、高級感をひしひしと感じる。こんなに素敵な部屋に泊まったことがないから、リラックスするべき場所なのに緊張しっぱなし。

　……いや、緊張しているのは部屋のせいじゃないか。いよいよ夜がやってきてしまったからだ。

　レストランから戻った私は、大きな窓からベイブリッジを眺めてひとりドキドキしまくっている。これでお風呂に入ったら、きっと私は、聖さんと――。

　めくるめく妄想が繰り広げられそうになったものの、気配を感じて振り返った瞬間、私は彼の腕の中に閉じ込められた。

「……やっと抱きしめられた」

　吐息交じりに囁かれ、鼓動が痛いくらい激しくなる。そのまま首筋にキスをされ、ぞくりと快感を覚えると共に艶めかしい雰囲気を察し、咄嗟に彼の胸を軽く押した。

「あ、あの、待って聖さん」

「もう十分待った。六花が大人になるまで我慢したのに、まだおあずけする気？」

　私を見下ろす彼の瞳には獣のような光が宿っていて、今にも食べられてしまいそう。私は顔をかあっと火照らせ、草食動物になった気分で身体を縮こまらせる。

「だって……まだお風呂入ってないし」

「大丈夫だよ。むしろそのままの方が、六花の匂いや味が楽しめ――」

「変態！」

　思わず口にすると、聖さんの表情がすっと無になったので噴き出してしまった。

　付き合い始めてから、彼はこういう〝男って……〟と呆れてしまうような一面も見せるようになったのだが、紳士的で完璧な姿以外も知れるのは嬉しいかも。

　おかげで少し緊張が解けて、目線だけを上げる私の口から、素直で赤裸々な気持ちがこぼれる。

「最初くらいは一番綺麗な自分を、その……抱いてほしいなって」

　言ったそばからものすごく恥ずかしくなり、彼の胸に顔を埋めた。頭の上から諦めたようなため息が聞こえてくる。

「ずるいな……。そんな風にかわいく言われたら折れるしかなくなる」

「聖さんのせいだよ。恋することも教えてもらっちゃったから」

　聖さんに教えてもらったのは勉強だけじゃなかった。誰かを想うだけで幸せな気持ちになれるのも、胸が痛くて切なくなるのも、全部あなたがいたから感じられたこと。

　腰に回した手にギュッと力を込めると、彼は私の頭を包み込むように撫で、「六花には敵わないよ」と苦笑を漏らした。

　結局私が勝ち、お風呂に入ってできる限りの身体のケアをして、しっかり心の準備も整えた。肌触りのいいバスローブを纏い、覚悟を決めてベッドの上で待つ。

　続いてお風呂から出てきた聖さんは、なんとなく正座をして固まっている私を見て軽く噴き出した。そして、石鹸のいい香りを漂わせつつ、私のそばに優雅に腰を下ろして問いかける。

「もういいですか？」

「もう、いいですよ」

　かくれんぼみたいなやり取りになってお互いに笑いをこぼし、彼がこちらに手を伸ばして髪をかき上げる。次いで頬に手を当て、唇を寄せた。

　キスをしながら優しく身体を倒される。今度は事故なんかじゃない。覆い被さった彼は、あの時とは比べものにならないほどの情欲を露わにした瞳で私を捉えている。

「身体の方も、俺が大人にしてあげる」

　色気溢れる声に、私は心臓が飛び出しそうになるのを感じながら頷いた。

　――その瞬間から与えられる愛は、みだらで幸福なものだった。

　彼はキスもうまいのだろう。不慣れな私でも自然に舌を絡められるようにリードしてくれている。漏れる吐息がセクシーで、それだけで気が遠くなりそう。

　バスローブはすぐに意味を失くし、胸に直接触れられただけで全身に電気が流れたみたいに甘く痺れた。敏感な部分を優しく弄られ、尋常じゃなく恥ずかしいのに身体が喜んでいるのがわかる。

　行為の時の声ってどうすればいいんだろう、なんて考えたこともあったけれど、実際は勝手に漏れてしまうものなんだと知った。それが、自分のものとは思えないくらい甘ったるくなるということも。

　愛撫はどんどんエスカレートしていく。胸の蕾を口に含まれると同時に、蜜が溢れた中心でいたずらに指を動かされると、信じられないほどの快感に襲われた。

　想像していた以上にいやらしくて、気持ちいい。こんなこと、好きな人としかできないよ。

「あっ、あ……聖さ……っ」

　お腹の奥が熱くてうねるような感覚を覚え、ただただ喘いで名前を呼ぶ。

　おかしくなりそうで朦朧としていた時、水音を立たせていた指が引き抜かれた。彼はそれをぺろりと舐め、肩からバスローブを落として逞しい裸体を露わにする。

　勘弁してください、と白旗を挙げたくなるほど官能的な彼は、避妊具の袋を開けて悦に入いった調子で言う。

「六花の秘密、ひとつずつ暴いていけるのが嬉しい」

「秘密……？」

「色っぽい顔とか、喘ぐ甘い声とか。長い間一緒にいても、まだまだ知らない部分があるんだなって驚かされる」

　すごく恥ずかしいことを言われているけれど、それは私も同じ。聖さんの欲情している顔も、こんな風に触れるんだというのも初めて知って、感動すら覚えるのだから。

「恋人の特権だね」

　そう言って照れた笑みを浮かべると、彼も満足げに微笑んで再び私に覆い被さる。

「ひとつになったらどうなるのかも、俺に見せて」

　ごくりと息を呑んで頷いた直後、滾たぎる彼が同じくらい熱い私の中に入ってきた。

　目を閉じて痛みに耐えていたものの、ゆっくり動かされるたび徐々に違う感覚に変わってくる。身体も繋がれた幸せが胸いっぱいに広がって、なぜだか涙腺が緩んだ。

　快感をこらえるような少し苦しげな表情を見せる彼にもキュンとして、首に腕を回して「聖さん」と呼ぶ。

「これからもずっと、そばにいてくれる？」

　潤む瞳で見つめて問いかけた。彼は愛しそうに微笑み、優しい手つきで髪を撫でる。

「当たり前だろ。約束、俺は覚えているから」

　……約束？　ああ、誕生日プレゼントをもらった時に『離れるつもりなんてない』と言っていたっけ。でもなんだろう、今の言い方だとそれじゃない気がする。

　漠然と違和感を覚えたものの、惚ほうけた頭ではそれ以上考えることができない。

「今も昔も、大切にしたい女の子は六花しかいない」

　愛されていると実感させてくれる言葉が嬉しくて、目尻から涙が一粒こぼれた。

　濃密なキスと律動を繰り返し、抱き合う時間も終わりに近づく。それでも私たちの心はきっと離れないと思える。

　恋人としての絆が強くなるのを感じながら、結ばれた幸せと快楽に溺れていった。










衝撃の事実については黙秘権を行使します




　四月も中旬になり、軽井沢ではようやく桜の蕾が膨らんできた。東京と比べると一カ月近くも遅く、満開になるのは毎年ゴールデンウイーク頃だ。

　私はハースキッチンで新入社員として働き始め、毎日クタクタになっている。

　栄養士として採用されたが、献立作成を行えるのはお弁当を作っている工場での作業をひと通り経験してからと決められている。洗浄作業から始まり、下処理や調理、盛りつけなど、現場を知ることは献立作成のためにとても大事なのだ。

　食べる人のためだけではない。現場の人たちが調理のしやすい献立になるよう気遣いができてこそ、一人前の栄養士なのだろうと思っている。

　今日は盛りつけのレーンに入っていて、流れてくるお弁当の容器に手際よくおかずを詰めていく。作業着と帽子、マスクを身に着け、目だけ出した姿で黙々とこなしていると、ここでの教育係である女性の先輩社員が声をかけてくる。

「吉越さん、これ終わったらメインのレーン手伝ってもらえる？」

「わかりました。今日はアジフライですよね」

「そうそう。私アジフライはタルタルがベストなんだけど、少数派なんだよなぁ」

「私はポン酢派です」

「もっと珍しい流派がいたー！」

　どうでもいい話で盛り上がりつつも手を動かし、ノルマの数を詰め終えた。社員の中にはクセのある人もいるけれど、性格のいい人が多いので楽しく働けている。

　このお弁当、水簾法律事務所の皆さんも食べるんだろうな。

　いつか自分で考えたお弁当を聖さんに食べてもらいたいという目標は変わらないが、こうして少しでも関われているのは嬉しい。今日も一日乗り切るべく、前向きな気分で作業を続けた。




　勤務は栄養士業務に入るまではシフト制なので、平日休みのお昼に四季咲にランチを食べにやってきた。

　毎度のごとく、ランチタイムが終わった後に小夏は私の隣に座り、まかないを食べながら近況を報告し合う。

「働き始めてどうよ。慣れてきた？」

「学校とは全然違って、てんやわんやだよ。まずは現場を覚えなきゃいけないから、まだメニュー作成はできないしね。でも皆いい人だから、なんとかやれてる」

「ならよかった。人間関係がいいのが一番だよ」

　ホッとした様子の小夏は、箸を止めて意味深な笑みを浮かべる。

「でも、バックに弁護士がついてるのは強いよねぇ。なにかあったら助けてもらえるじゃん」

「ああ、うん、そうだね。ちょっと過保護だけど」

　急に聖さんの話題になって、私は照れ笑いをこぼした。

　社会人となった私に、彼はよくよく言い聞かせた。『パワハラにセクハラ、業務内容や給与面も、おかしいと感じることがあればすぐに教えなさい』と。

　今のところなにもなく、聖さんの出番はなさそうなので安堵しているが、小夏の言う通り問題が発生したらすぐに動いてくれそう。彼に頼りきりになりたくはないので、なるべく自分でなんとかしたいけれど。

　こうやって聖さんを思い出すと、もどかしい気持ちになる。横浜での一夜を過ごしてから、これまでとはまた違うドキドキ感を抱くようになったのだ。

　多分、身体が彼の熱や形を覚えてしまったからなのだと思う。妄想なんかじゃ補えなかったものだから。

　なんだかいたたまれなくなってお茶を啜っていると、小夏がにんまりとして私の顔を覗き込んでくる。

「すっかりオンナになっちゃって～。今からでもお赤飯炊いてあげようか」

「ほんと恥ずかしいからやめて」

　私は湯呑みを置いて両手で顔を覆った。処女を卒業したことも報告したので、彼女はたびたびからかってくるのだ。

　しかも、興味津々にかなり突っ込んだ質問もしてくる。

「ねえ、ふたりはどのくらいの頻度でシてるの？」

「っ、は!?」

「まだ親と一緒に暮らしてるんでしょ。豪邸だから部屋がいくつもあるとはいえ、好きな時にできるわけじゃないんだろうなぁと思って。単なる好奇心」

　小夏は声を潜めて言い、ニヤリと口角を上げた口にご飯を放り込んだ。私は赤面しているに違いない。

　また生々しい話題をするんだから。頻度といっても、正直どこからどこまでカウントしたらいいものか。

「……ご想像にお任せします」

「え～じゃあ本当に想像するよ？　多分最後までするのは週に一回くらいで、できない日はご両親に隠れて家のあちこちでイチャコラしてるんじゃないの？　キッチンの死角とか、脱衣所とかで」

「あながち間違っていない……」

　カウンターにおでこをくっつける勢いでうなだれると、小夏は「きゃー」と喜んで頬に手を当てた。

　あれから、両親に週末だけはレジデンスに泊まる許可をもらい、聖さんとふたりきりの時間を作っている。その時は恋人同士の甘いひと時を堪能しているのだが、やはり皆の家ではそうもいかない。

　しかし隠れてキスをしたり、もっと際どい戯れをしたりと、聖さんはそういう背徳感も楽しんでいるらしい。私はそわそわしてしまって落ち着かない……と思っていたのに、今では若干クセになりつつあるので恐ろしい。

　という身も蓋もない話も結局暴露させられたところで、満足したらしい小夏は話を変える。

「アキにも報告した？」

「うん。おめでとうって言ってもらえた。これからはまた女友達としてよろしくって」

　ストーカーの一件以来、アキちゃんのその後も心配だったので連絡は取っている。

　室谷さんは自分の非を認めた上で、もうアキちゃんには関わらないと誓約を立て、示談金を支払ったのだそう。彼女は群馬に戻り、今も女性として生活している。もう滅多に男性の姿は見られなくなるかもしれない。

「そっか。アキも水篠さんがどれだけ六花のことを想ってるかがわかったから、わりとすんなり諦められたのかもね」

　まかないを綺麗に平らげて軽く手を合わせた小夏は、なにかを思い出すように視線を宙に向ける。

「成人式の日、四季咲に水篠さんが来て六花を奪っていったでしょ。実はあの後、『あれは絶対彼も気があるよね』ってアキと話してたんだよ」

「そうだったの？」

「アキも『割り込む余地なさそうだな』って苦笑いしてた。で、自分も水篠さんに助けられて、敵わないって思ったんじゃないかな」

　アキちゃんの心情を考えると胸がチクリと痛む。せっかく勇気を出してカミングアウトしてくれただろうに、応えられなくて申し訳ない。

　目線を落とす私に、小夏は明るく言う。

「もうすぐゴールデンウイークだから帰ってくるだろうし、また三人で遊ぼうよ」

「だね。アキちゃん大好物のケーキバイキングにでも行こっか」

　笑い合いながら楽しい計画を立てるも、私の心には薄いもやがかかっている。

　メッセージのやり取りでは普通だけれど、実際に会ったらわだかまりを感じるかもしれない。アキちゃんとは、また前のような関係に戻りたいのだけど……。

　わずかに巣食う不安を振り払うように、私はそれからも小夏とのガールズトークで気分を上げていった。




　四月も残り少なくなってきたある日、早番の仕事を終えた私は母の車に乗り込んだ。別荘に引っ越してから、母は職場が近くなったため自転車を使い、私は車を借りて通勤している。

　午後三時頃に帰宅すると、門の前にひとりの男性がいるのが見えた。私服なので宅配業者ではなさそうだし、来客だろうかと車で近づきながら窺っていたものの、どうも様子がおかしい。

　インターホンを押そうとしてはやめ、門の前をウロウロしている。すれ違いざまによく観察すると、五十代くらいの痩せ型の男性で、どこにでもいそうなおじさんという印象だ。

　その顔になんとなく見覚えがある気がしたが、それより挙動不審なのが奇妙で一度自宅を通り過ぎてしまった。

　なんだろう、不審者？　もしそうだとしたら、皆に相談しないと。

　アキちゃんの一件もあったので慎重になる。胸をざわつかせて回り道をしてからもう一度帰ると、もうそこには誰もいなかった。

　ちょっと気味が悪いが、気にしすぎかもしれない。駐車場に車を停めた後、一応辺りを見回して、怪しい影がないのを確認してから門を潜った。

　今日は、聖さんが帰ってきたら一緒にレジデンスに行く日。お泊まりの準備をしなくては。

　何度もうろつかれるようなら問題だが、一度だけではなんとも言えない。不用意に皆を不安にさせてもいけないし、まだ相談するほどではないだろう。

　しかしそれからも、なぜか家の前にいた男性の顔がたびたび蘇り、胸の中がすっきりしなかった。

　やっぱり前にも見たのだろうか。いったいどこで――。




「考え事？」

　骨張った手で乱れた髪を背中の方へさらりと流され、我に返った。向き合って座る形で私と素肌を密着させている聖さんは、やや不満げな顔をしている。

　今まさに、私の中に彼がいる状態。あまりの気持ちよさですぐに上り詰めてしまいそうで、少し気を逸らしていたのだ。

　お互いの唾液で濡れた彼の唇が、意地悪そうに弧を描く。

「抱かれてる最中だっていうのに、余裕が出てきたね」

「そういうんじゃ――ひぁっ！」

　より敏感になっている胸の先端を口に含まれ、甘い痺れが走って思わず彼の髪をかき抱いた。

　同時に腰を持って下から突き上げられ、強い快感が押し寄せて背中をのけ反らせる。

「ああっ、ダメ、それ……っ」

「六花の〝ダメ〟は俺を煽るだけだよ」

　本心ではないことはもちろん見抜かれていて、動きは激しくなるばかり。私の中も、彼を離すまいと勝手に締めつけてしまう。

　背中からベッドに倒されると、指を絡めてさらに深く腰を打ちつけられる。やがて強烈な刺激が全身を駆け抜け、切ない声をあげて身体を震わせた。

　聖さんもわずかに眉根を寄せ、くぐもった声を漏らして動きを止める。自分の奥深くで脈打つのを感じながら、脱力して私を抱きしめる彼に腕を回した。

　……ああ、なんて幸せなんだろう。愛する人と身体を重ねる行為がこんなに満たされるものだったとは。

　お互いに乱れた呼吸が落ち着いてきた頃、聖さんは労わるようなキスをして上体を起こした。前髪をかき上げ、色気溢れる笑みをこぼす。

「一緒に気持ちよくなることまで教えて……悪い義兄だね、俺は」

　自嘲しながらも満足げにしているので、きっと本気で悪いとは思っていないだろう。もちろん私も嫌なんかではなく、むしろ嬉しい。

「まだ私の知らないことがあるなら、全部教えてほしい」

　すっかり溶かされて、とろんとした瞳で彼を見つめて言った。

　キスも、セックスも、絶頂に導かれるという感覚も教え込まれた。そのたび聖さん好みの女になれる気がするから、こっちの勉強もしたいのが本音だったりする。

　一瞬、面食らったような顔をした聖さんは、すぐに表情を緩めて「まったく、かわいすぎて困るよ」と甘くぼやいた。そして瞳にも笑みにも艶めかしさが増し、再び私に覆い被さってくる。

「いろんな六花を想像したら、もう一度したくなってきた」

「え!?　なに想像し……んんっ」

　聖さんの頭の中で私はなにをされているの!?とツッコみたくなったものの、キスで塞がれ、ふしだらな手つきで弱い部分にも触れられて、すぐにまた快楽に支配されていく。

　いつの間にか余計な思考は排除されていて、私はただ彼から注がれる愛をひと晩中受け止めていた。




　翌朝も時間を気にせずじゃれ合って、のんびりベッドから出た。午前十時半頃、簡単なホットサンドとスープを作ってブランチにする。

　桜も咲き始めた今日は天気がよく、お互いに休みなので近場でデートするつもりだ。平和な幸せを感じながら、アボカドとクリームチーズがとろっとしたホットサンドをかじって、たわいもない話をする。

「もうすぐゴールデンウイークだね。私、二連休なら取れたんだけど、お母さんたちがまた皆でどこか行こうって計画してるみたいだよ」

　私の職種はカレンダー通りの休みではなく、なかなかまとまった休日が取れない。家族全員の休みが合う日も貴重になってきたので、母たちはここぞとばかりにプチ家族旅行の計画を立てているようだ。

　それでも聖さんと過ごせることに変わりはないからいいけどね。なんて思いながら話しかけたのだが、彼は反応せずテレビをジッと見つめている。

『収賄罪などの罪に問われている衆院議員の筧被告ですが、初公判が五月二十八日に東京地裁で開かれることが明らかになりました。この事件は、昨年十一月……』

　ワイドショーでは、ここのところ騒がれている政治家の汚職事件についてアナウンサーが読み上げている。

　テレビから彼に目線を戻して、一瞬ドキリとした。怖さまで感じる冷徹な瞳は、ストーカー男に対して見せた、弁護士としてのそれを彷彿とさせたから。

「……聖さん？」

　遠慮がちに呼びかけると、彼はハッとした様子で「ああ、悪い」と短く謝った。そして目線を手元に戻し、スープを口に運ぶ。

「ゴールデンウイークね。せっかく六花も連休があるのに、また家族サービスで終わりそうだな」

　どうやら私の話は耳に入っていたらしい。表情もいつもと変わらず穏やかだし、あの冷たい瞳は私の見間違いだったようにも思えてくる。

　さっきの政治家のニュースは弁護士だから気になっただけかもしれない。そう深く考えずに食事を続けていると、聖さんはやや申し訳なさそうに言う。

「来週の休みは東京へ行かなきゃいけないんだ。ふたりで過ごせなくて残念だけど、お土産買ってくるからいい子にしてて」

「また子供扱いする。お土産がなくても、聖さんが帰ってきてくれるだけで十分だよ」

　少し口を尖らせると、彼は意地悪っぽく口の端を持ち上げる。

「東京限定のガトーショコラ、いらないの？」

「聖さんとガトーショコラがあれば十分です！」

　大好物のスイーツに即つられる私に、聖さんはおかしそうに笑った。

　このなにげない幸せな日常を、ずっとずっと送り続けていきたい。




　数日後、先日残業した分、定時より一時間早い午後五時に上がった私は、会社を出て瞠目した。

　サイレンが鳴り響く中、道路を挟んだ向かいの住宅地から黒煙が上がっていて、火元である一軒家の窓から炎が見える。消防車が駆けつけて間もないようで、消火作業が始まっていた。

　社員の人たちが火事だと騒いでいたので知ってはいたとはいえ、実際に目の当たりにするとぞっとした。不幸中の幸いで風はなく、燃え広がってはいないようだが火の勢いは強く感じる。

　怪我人が出ていないか心配だが、私にできることはなにもない。これから近くの眼科へ行く予定もあるため、火事を気にしつつそちらへ足を向けた。

　眼科にはコンタクトを買うため定期的に通っていて、今回から会社から徒歩五分の場所にある眼科を利用することにした。仕事を終えてすぐに、会社の駐車場に車を停めたまま行けるので都合がいいのだ。

　しかしこの日はわりと混んでいて、すべての診察が終わるまで一時間もかかってしまった。夕飯の準備を母にお願いしておいてよかったと思いながら、暗くなってきた道を早歩きで会社へと戻る。

　コンビニの前を通りかかったところで、先ほどの火事を起こした家が見えてきた。

　火はようやく収まってきたようだが、周囲には焦げ臭さが漂う。そして遠巻きに眺める近所の住人と、報道陣がたくさん集まっていた。

　火事の悲惨さを物語る、黒焦げになった家に向けてフラッシュが光る。肩に重そうな機材を担いだカメラマン、それに向かって話すマイクを持った記者がいて――。

　それらの様子を目にした瞬間、くらりとめまいがして、あの頭痛に襲われた。足を止め、顔をしかめて片手で頭を抱える。

　また、この感覚……。でも、今回はいつもと違う。なにかの映像と騒がしい声が、勝手に頭の中に流れてくる。

　――暗い中、何度もフラッシュが光っている。自分より大きな人がたくさん目の前にいて、皆マイクを持っている。

　それを向けられているのは、私ではない誰かだ。背中を向けていて顔は見えない。

『菅すげ屋のやさん！』

　突然、聞き慣れない名前を呼ぶ誰かの声が響き、閉じていた瞳をぱっと開いた。

　……今のはなに？　私の記憶？　自分でも知らない自分がいるようで、なんだか気味が悪い。

　呼吸が浅くなり、背中に冷や汗をかいている。まだ痛む頭を抱えたまま立ち尽くしていた時、コンビニの駐車場の方から声がした。

「六花さん？」

　勢いよく振り向くと、ビニール袋を提げた碓氷さんが怪訝そうにこちらを見ていたので、私は驚いて目を見開いた。

「碓氷さん……！」

「どうしたの、大丈夫？　顔色が悪い」

　歩み寄って背中にそっと手を当てる彼女は、とても心配してくれているようだ。きっちりした服装や時間からして仕事帰りなのだろうが、こんなところで会うとは。

「病院に行く？」

「いえ、そこまででは……。私、会社がすぐそこで、車を置いてあるので少し休めばよくなると思うんです」

「よくならなかったらどうするの。無理して運転するのは危ないわよ」

　クールな彼女が、聖さん以外に感情を露わにしているのは珍しい気がする。こういう時はちゃんと気遣ってくれる人なんだとわかって、なんだかホッとした。

　碓氷さんは少し考えを巡らせた後、私の肩を抱いてパープルの軽自動車の方へ歩き出す。

「仕方ないから回復するまでついていてあげる。私はコンビニに車を停めておくわけにいかないから、とりあえず乗って」

　助手席に促され、断り切れなくなった私はお言葉に甘えることにした。

　いい香りのするそれに乗り込むと、碓氷さんはどこかに向かって車を発進させる。申し訳なさが募り、頭を下げて謝る。

「本当にすみません、ご迷惑おかけして」

「別に……あなたを見捨ててなにかあったら、水篠先生に恨まれそうだから」

　無表情に戻っている彼女のツンとした返しに、つい苦笑がこぼれた。照れ隠しなどではなく、本気で私より聖さんの方を気にしていそうなので、やっぱりいつもの碓氷さんだ。

　そういえば、彼女は私たちが付き合い始めたと知っているんだろうか。ライバルのままだったら、こんな風に助けたりはしないかな。

　お互い聖さんに恋をしているのだと考えると気まずくなるも、とにかく今こうしてくれているのは彼女に温情があるからだ。「ありがとうございます」と感謝して、シートに背中を預けた。

　碓氷さんは、どうやらこの辺りをぐるっと回ることにしたらしい。すっかり暗くなり、綺麗な星が瞬く夜空の下をしばらくドライブしていると、徐々に気分も落ち着いてきた。

　そのタイミングで、彼女がさりげなく問いかける。

「こんな風に具合が悪くなることはよくあるの？」

「いえ……あ、ちょっと苦手なものがあって、それを見た時は」

「もしかして火事？」

　ハンドルを握りながらこちらを一瞥する彼女に、私は首を横に振る。

　いつもは激しい光を見た時に頭痛がするはずなのに、今日はそれに加えて謎の感覚に陥った。原因は火事ではなく、おそらく報道陣を目にしたことだと思う。

　あれはなんだったのか、自分の頭を整理するためにも先ほど体験したことを口に出してみる。

「あそこに集まっていた報道の人たちを見た瞬間、なぜか怖くなって。カメラやマイクを持った大勢の人に囲まれているような錯覚を起こしたんです。それと、確か『菅屋さん』って呼ぶ声が……」

「菅屋さん？」

　ぴくりと反応した碓氷さんは、難しい表情になって言う。

「その名前で思い浮かぶのはひとりしかいないわ。政務官の元秘書で、十年以上前に汚職事件を起こした人物。なんでそんな人の名前が出てくるのかしら」

　汚職事件を起こした人物？　本当になぜなのか、私自身にもわからない。

　眉根を寄せて思案していると、碓氷さんは「スマホで調べてみたら？　画像で顔を見ればなにかわかるかも」と声をかけた。

　なるほどと思い、私はバッグからスマホを取り出す。【菅屋元秘書】と入力して検索すると、スーツを着た秘書時代らしき写真が出てきて目を見張った。

「え、この人……」

　この間、私の家の前をうろついていた男性によく似ている。写真の方が当然ながら若いし、頬の辺りもふっくらしていて健康的だが、面影はある。

　どこか懐かしく感じる優しげな顔立ちの彼を見つめていると、再びこめかみにズキッとした痛みが走る。片手でそこを押さえつつ、碓氷さんに頼み込む。

「あの、もし菅屋さんのことを知っていたら、詳しく教えてくれませんか？」

「いいけど、大丈夫？」

　心配そうにする彼女に、迷いなく「はい」と頷いた。私の脳がなにかを思い出そうとしている、そんな気がするのだ。

　碓氷さんは前を向き、運転を続けながら口を開く。

「菅屋は筧の側近で、彼らと繋がりのある会社社長から数百万の賄賂を受け取ったとして有罪になった。筧にも容疑はかかったんだけど、菅屋が勝手にしたことだっていう主張が認められたのよ。確か十二年前だったかしら」

「筧の側近……」

　今も収賄疑惑の渦中にいる人物の名前が出てきて眉をひそめた。しかしそれより、にわかには信じがたい考えが脳裏をよぎる。

　政治家の汚職事件なら、きっとメディアに大きく取り上げられただろう。一瞬流れたあの映像は、その時のもの？

　胸がひどくざわめき、表情が強張る。

「随分前の事件だから私も判例を調べていて知ったんだけど、私の伯父が菅屋の弁護人だったらしくて印象に残ってるわ」

　碓氷さんがそう続け、私は少し目線を上げる。そんな繋がりがあるなら、もっとプライベートなことも知っているかもしれない。

「菅屋さんって、どんな人だったかご存じですか？」

「人当たりはよかったみたい。当時は奥様と八歳の娘さんもいたそうよ。事件の後、離婚してしまったって。かなり話題になった事件らしいから、家族は大変だったでしょうね。その後、こっちに引っ越してきたって噂もあるけど」

　聞けば聞くほど、自分の生い立ちに重なる気がして愕然とした。

　十二年前、私は八歳で東京に住んでいた。ありえないと思いながらももう一度スマホに目線を落とし、画像をスクロールしてみる。すると、とある家から出てくる菅屋さんの写真があり、ひゅっと息を呑んだ。その家が、私が当時住んでいた家とよく似ていたから。

　さっきの映像がより鮮明なものになって再び脳裏をよぎる。これはやはり、菅屋さんがマスコミに囲まれた時のものじゃないだろうか。目の前の人々が大きく見えたのは、子供の目線だったからだとすれば……。

「まさか……娘は、私？」

　半信半疑な気持ちで呟いた。さすがの碓氷さんも、驚きと困惑の表情でこちらに目を向ける。

　私は父の記憶がない。それは物心つく前に離婚したからだと母は言っていたし、信じて疑わなかった。

　でも、真実はそうじゃなかったとしたら。なにかの拍子に記憶が抜け落ちてしまっていたとしたら。

　――私は、犯罪者の娘かもしれない。その衝撃的な推測が真実味を帯びてきて、震える手で無意識に口元を覆った。

　碓氷さんが怪訝そうに尋ねる。

「どういうこと？　……もしかして、記憶がないの？」

「……はい。父とのことだけ、なにも」

　戸惑いを露わにして答えると、彼女は気の毒だと言いたげな顔で「そう……」と呟いた。

「じゃあ、お母様に聞いてみるしかないんじゃない？　それか、水篠先生に」

　冷静な口調で聖さんの名前を出され、私は運転席へ目線を向けた。

「先生が菅屋の事件を知らないはずがないし、もしかしたらあなたが娘だということを知っている可能性もある。そうだとしたら、これまで同情で一緒にいてくれたのかもしれないわね」

　無表情の彼女からどことなく冷たさを感じる声が放たれ、胸がシクシクと痛み出す。

　確かに、優しい彼なら私の事情を知って、家族のように寄り添ってくれていたということも十分ありうる。純粋な愛情ではなく、同情から。

　だとしても、彼が今私に与えてくれているのは立派な愛だ。そう自分を勇気づけるも、碓氷さんは淡々と私を追い詰める。

「今また筧に容疑がかかって、昔の事件も掘り下げられている。菅屋のことまで調べる記者が現れるかもしれない。最悪あなたのところにまで行きついたら、水篠先生にも迷惑がかかるんじゃないかしら」

「迷惑……？」

「どこから情報が漏れるかもわからない世の中だし、きっと好き勝手に騒ぎ立てる人もいる。〝元秘書の娘は、義理の兄と禁断の関係に〟……とかね」

　彼女の言葉は決してありえないものではなく、不安を増幅させた。

　私が本当に犯罪者の娘だとしたら、世間の心象はよくないかもしれない。その上、義兄妹で付き合っているなんて知られたら、確かに聖さんまで偏見の目で見られかねない。そんな事態になるのは稀だと思いたいが。

　膝の上でぐっと手を握り、俯きがちに覇気のない声を紡ぐ。

「だから……別れた方がいいってことですか？」

「いいえ。あなたがそれでも今の関係を続けようと思うなら、そうすればいい。ただ、私もますます彼を奪いたくなるけど」

　ぶれない声が耳に届き、胸がぎりぎりと締めつけられた。やはり碓氷さんはまだ聖さんのことが好きなのだ。

　でも、私だって譲れない。そもそもこれまでのことは全部推測に過ぎず、ただの杞き憂ゆうかもしれないのだから。

　重苦しい空気が漂う中、車はいつの間にか元のコンビニの辺りに来ていた。碓氷さんは少し反省したのか、決まりが悪そうな顔をして目を合わせずに口を開く。

「ごめんなさい、具合が悪いのにいろいろ言って。会社、そこだったかしら？」

「はい、身体はもう大丈夫なので。助けてくれて、本当にありがとうございました」

　なんとか気丈に返事をし、お礼も忘れずに伝えた。

　体調は戻ったが、胸の中は複雑な思いでぐちゃぐちゃになっている。真実を明らかにした方がいいのかすらわからなくて、私はただ自分の握った手を見つめていた。




　無事に帰宅してからも母を問い質ただす気にはなれず、聖さんが帰ってくると胸の苦しさが増した。その翌日も聞く勇気は出なくて、何事もなかったように振る舞っている。

　いつも通り夕飯もお風呂も済ませた後、部屋から出てきた聖さんと会うと、「今日の弁当も美味しかったよ」とふわりと微笑まれた。

　そのひと言で今日の働きも報われる。無性に愛しく、切なくなって、周りに両親がいないのを確認して聖さんの腰にギュッと抱きついた。

　彼は目を丸くしたものの、すぐに優しく私を抱きしめ返して髪を撫でてくれる。

「どうした、いつになく積極的だな。昨日も上の空のように見えたけど、職場でなにかあったか？」

　気付かれていたのかとギクリとするが、今は打ち明けるタイミングではない。ふふっと笑って首を横に振る。

「なにもないよ。聖さんの気にしすぎ」

「そう？」

「今はちょっと甘えたくなっただけ。明後日まで会えなくなるから」

　明日は聖さんが東京へ行く日。一泊してくるだけだし、普段もすれ違ってしまうことは多々あるのだが、彼が外泊することはあまりないから妙に寂しい。昨日のこともあって、なんとなく不安になる。

　聖さんはクスクスと笑って、「一日だけだよ」と慰めるように言った。そして少し間を置き、私の髪をひと束すくって遊びながら耳元で囁く。

「じゃあ、今夜は俺の部屋で一緒に寝る？」

　この家で一緒に寝たことはないので、ドキリと心臓が鳴る。ただ添い寝するだけなのか、それ以上のことをするのかわからないけれど、頬を火照らせて控えめに「うん」と頷いた。

　寝る準備を整えた後、両親には内緒でこっそりと彼の部屋に忍び込む。ふたりでベッドの中へ潜り込んだら案の定健全に眠るだけではいられなくて、声を押し殺して抱き合った。

　離れるなんて考えられないよ。身体を繋げて、どこからが私でどこからが彼かわからないくらいどろどろに溶け合っても、まだ足りないと思ってしまうのだから。

　悪い考えを振り払うように、今だけは彼に集中して密ひそやかな甘い戯れに溺れた。










最愛の恋人のため尽力します




　六花とようやく想いが通じ合い、俺の胸はガラにもなく弾んでいた。初めて女性と付き合った時のような、初々しくてむず痒い感覚を覚える自分に呆れるほど。

　恋人になって数日後、事務所に出勤して玄関に入ったところで、オフィスから興奮気味の声が飛んできた。

「えっ、義妹さんと付き合うことになったんですか!?」

　藤宮さんの声だ。……俺の話、だよな。

　つい昨日、瀧が『六花ちゃんとはどうなったんだよ』とあまりにしつこいものだから事実を伝えたのだが、さっそく後悔している。口が軽すぎだろう、弁護士のくせに。

　ここのメンバーは基本仲がよく信頼も厚いので、大抵のことは話せる間柄ではある。とはいえ、人の話を勝手にするなよ。

　目を据わらせて脱力する俺は、タイミングを逃したため、ひとまず玄関の死角でおとなしく話が途切れるのを待つ。

　次に聞こえてきたのは、どこか嬉しそうな瀧の声。

「俺にしてみれば〝やっとかー〟って感じだよ。聖がずっと六花ちゃんを想ってることには気付いてたから」

「だから先生、あんなにモテモテなのに恋人を作らなかったんだ。すご～い、純愛じゃないですか！」

　嬉々としていたふたりだが、「「あ」」と声をそろえた後、押し黙った。壁に隠れつつ覗いてみると、エスプレッソマシンの前に立つふたりがデスクに座っている碓氷さんを見てギクリとしている。

　おそらく彼女の前でする話ではないと察したのだろう。瀧がバツが悪そうに謝る。

「あー、ごめん。霧子ちゃんの気持ち考えずに盛り上がっちゃって。でも、君も知っておいた方がいいと思ってさ」

「なんのことやら、意味がわかりませんが」

「人のモノになっちゃうと、さすがにこたえるよねぇ」

「ちょっと黙っててください」

　しみじみと頷いている瀧に、碓氷さんは棒読みで返した。声に感情は乗せられていないのに、ピリピリしているのが伝わってくる。

　そこで俺はなんとなく察した。おそらく瀧は単純に口が軽いわけでなく、あえてこの話題を出して俺に固執している碓氷さんに〝もう諦めた方がいい〟と示唆しているのだろうと。彼なりの気遣いなのだと思う。

　一方、藤宮さんは碓氷さんの肩に手を置き、もう片方の手でガッツポーズを作ってみせる。

「霧子さん、切り替えて次にいきましょう。一度フラれてるのに、『有罪率九十九・九パーセントの刑事事件も、とことん事実を追い求めれば逆転勝訴する可能性もある』って諦めないくらいの強メンタルがあるから大丈夫！」

「茜さん、守秘義務」

　口の端を引きつらせる碓氷さんだが、藤宮さんにも食事会の時の話をしていたらしい。女子ふたりは性格が正反対にもかかわらず、案外仲がいいのだ。

　この三角関係を皆が知っていても、瀧と藤宮さんがいい意味で遠慮しないので、逆に気まずくならないのかもしれない。

　瀧は藤宮さんの暴露話を聞いておかしそうに笑った後、碓氷さんを励まし始める。

「その負けん気の強さも霧子ちゃんの魅力だし、基本クールなだけにわかりやすいところもかわいいから、茜ちゃんの言う通りすぐに次の男も……」

「セクハラで訴えていいですか」

　話し終える前に、碓氷さんがイラッとした調子で言い放った。普段以上に塩対応な彼女だが、瀧はそれをものともせず飄ひょう々ひょうとかわしている。

　なんだか話が逸れてきたし一向に終わりそうにないので、もう諦めて入っていくことにした。

「おはようございます」

　何事もなかったように登場すると、藤宮さんと瀧がぱっと顔を輝かせる。〝本日の主役が来た！〟とでもいうように。

「おはようございます！　待ってましたよ～」

「おはよ。今日もコーヒー飲んできたか？　彼女と」

　藤宮さんに続いて〝彼女と〟を強調して俺の反応を窺う瀧に、開き直って「もちろん」と答えた。

　彼は終始ニヤニヤしながら、あっけらかんと言う。

「俺の独断でふたりにも教えちゃった。いずれわかることだし、別に隠しもしないだろ？」

「そうだけど、もう少し悪びれてほしいね」

「いやーこの間の騒動から皆、六花ちゃんとお前の関係が気になってしょうがなかったんだよ。仕事に支障をきたさないために正当な対処をしただけ」

「屁理屈言うな」

　これだから弁護士は……と、自分を棚に上げて脱力した。

　ひとしきり言い合った後、藤宮さんが俺のそばにやってきて、手で口元を隠しながら顔を近づける。

「先生、私はふたりを応援しますよ！」

　こそっと告げられたひと言は、きっと義兄妹での恋愛を応援するという意味なのだろう。彼女の純粋な厚意には自然に笑みがこぼれ、「どうも」と短く返した。

　そんな中、碓氷さんだけは俺によそよそしく挨拶をしただけで、目も合わせようとはしなかった。

　彼女がこの話題について振ってきたのは昼の休憩中。瀧と藤宮さんが執務室で話をしている時、給湯スペースで緑茶のティーバッグに湯を注ぐ俺の隣に碓氷さんがやってきて切り出した。

「私も、ストーカーの一件があってからもしかして……とは思っていましたが、まさか本当に義妹さんと付き合うとは予想外でした」

　わずかに口角を上げているものの、その表情は沈んでいるので申し訳なさが募る。しかし、彼女には新たな恋に踏み出してもらいたい。

「この判決は誰にも覆せません。再審の申し立てをするのは賢明ではありませんよ」

『逆転勝訴する可能性はある』と言っていた彼女に、この争いは諦めた方がいいという意味を込めて告げた。

　それを理解したであろう彼女は、一度まつ毛を伏せた後、止まっていた手を動かしながら口を開く。

「……自分が納得するまで、悪あがきさせてください。ふたりの間に少しでもほころびがあれば、そこを突かせていただきます」

　まだ諦めない様子ではあっても、以前のような力強さがなくなった声を残して、碓氷さんは自分のカップを持って席に戻っていく。

　時間はかかりそうだが、彼女が吹っ切れるのを待つしかないだろう。なぜ脈のない俺なんかをそこまで想い続けられるのか謎だが……六花には執着してしまう自分と重ね合わせれば、気持ちはわからないでもないな。

　複雑な気持ちを抱きつつ、緑茶がカップの中ですっかり濃くなっているのに気付き、急いでティーバッグを取り出した。




　恋人関係になると、六花との同居生活はさらに背徳感が増した。両親にも報告したとはいえ、さすがに表立ってじゃれ合う気はなく、ふたりの目を盗んで戯れているからだ。

　もう六花への欲求を抑えなくてもいいのだと思うと、隙あらば愛でてやりたくなってしまう。そのたびかわいい反応をするから、また欲求が増して……という繰り返し。

　彼女もめでたく社会人となり、休みを合わせるのは難しくなったが、毎日少しでも顔を合わせて『好きだよ』と伝えられるだけで幸せを感じている。

　そんな日々を過ごして約二カ月が経ち、明日は諸事情で久しぶりに東京へ出向く予定だ。しかし、昨日の六花の様子が少々気になっている。

　なんとなく上の空になっているような気がしたのだ。職場でなにかあったのだろうかと思い問いかけてみたものの、特に仕事で悩んでいる風ではなかった。

　彼女は『聖さんの気にしすぎ』と笑い飛ばしていたが、確かにそうかもしれない。六花にはつい過保護になってしまうのも考えものだ。〝お父さん〟にならないようにしなければ。

　思考を切り替え、今日もクライアントのために知恵を振り絞る。今は、夫の不倫が発覚したので離婚を決意し、慰謝料と謝罪を請求したいという内容の相談を受けているところだ。

　依頼者である結婚五年目の三十代の山やま本もとさんは、怒りや悲しみがごちゃ混ぜになったような顔で打ち明ける。

「不倫相手は、夫の義理の妹なんです。彼の親が再婚していて、連れ子同士で」

　相手の関係にはさすがに驚いた。当然俺と六花はやましいことをしているわけではないが、自分たちと同じ関係性の人間が不貞行為をしていたというのはこちらの気分も悪くなる。

　そんな個人的な感情は表に出さず、苦痛を与えられた彼女の気持ちに寄り添う。

「それはつらい思いをされましたね。彼は不倫を認めていますか？」

「いいえ……証拠を見せてもなにかと理由をつけて認めません。なので、離婚にも応じてもらえなくて」

　山本さんの言う証拠となるものを見せてもらうと、義妹との〝愛してるよ〟などのメッセージのやり取りだった。親密さは窺えるが、肉体関係を持ったとわかるものでないと証拠としては不十分だと扱われる可能性がある。

　義兄妹であるため、互いの家に入ったりふたりで会ったりするのは不自然ではないし、そういった写真を撮っても言い逃れできてしまうだろう。ラブホテルに入る写真なら有効性が高いだろうが、その瞬間を個人が撮影するのは難しい。

　それを伝えると、山本さんは助けを求めるように訴えてくる。

「でも、不倫しているのは確実なんです。抱き合っているところをこの目で見ているので。さすがにその時はショックで、証拠を残すなんて余裕はなかったんですけど」

「普通はそうです。信頼していた相手の裏切り行為を目撃したら、誰だって冷静ではいられません」

　俺の口から実感がこもった声が出て、彼女は泣きそうな表情になって下唇を噛んだ。

　想像もしたくないが、もし六花が他の男と浮気している場面に出くわしたら、法を犯してしまいそうな気さえする。いや、法に触れないギリギリのラインで男側に制裁を与えるか。

　という俺の物騒な想像はさておき、かなりのショックだったであろう山本さんにとって最善の方法を、頭の中ですぐに弾き出す。

「裁判をする場合は確固たる証拠が必要ですが、交渉次第では証拠がなくても謝罪や慰謝料を請求できます。つまり、相手に不貞行為を白状させることができれば証拠不要となるんです」

　ひとつの解決策を提示すると、彼女は縋すがるようにゆっくり目線を上げる。

「相手方はなんとしても隠し通そうとするでしょうから、交渉力がないと自白させるのは難しい。当事者同士では感情的になって話し合いもうまく進まないケースが多いですしね。私にお任せいただければ、裁判をせずに解決するよう尽力いたします」

　裁判をすれば金銭での解決となり、相手に謝罪を命じるような判決が下されることはない。その点、交渉の段階なら謝罪も要求できるため、依頼者にとって少しは気がラクになる要素にもなりうるだろう。

　山本さんはその提案に納得した様子で、「よろしくお願いします……！」と頭を下げた。

　それからも三十分間みっちりと相談し、まず慰謝料請求の内容証明郵便を送ることを決めた。

　幾分かすっきりとした表情で事務所を後にする山本さんを見送りながら、俺の頭には先ほど彼女が口にした言葉がよぎる。

『連れ子同士の関係って違法ではないですよね。でも、ずっと家族だと思っていた身内と関係を持っていたなんて気持ち悪くて……。もう夫を以前のようには愛せません』

　今回は不貞行為という不道徳な問題なので、彼女のように思うのは致し方ない。しかし、血の繋がりがまったくないとはいえ、兄妹で関係を持っていることに嫌悪感を抱く人もいるだろう。

　少々やりきれなさを感じるも、頭を切り替えて業務に戻った。

　瀧は接見へ向かったため、執務室でひとり起案を行っていると、書類を持った碓氷さんがやってきた。

「水篠先生、この内容証明でお聞きしたいことがあるんですが」

　差し出されたのは、山本さんの夫の不倫相手に送る書類。不明点を説明し終わった時、碓氷さんが抑揚のない声で言う。

「この依頼者さんの旦那様、義兄妹間で不貞行為をしていたんですね」

　立っている彼女へと目線を上げると、「すみません、たまたま部屋の前を通りかかった時に聞こえてしまって」と気まずそうに瞼を伏せた。

　おそらく俺と六花の関係を知っているから、思うことがあるのだろう。俺は苦笑を漏らし、とりあえず当たり障りなく返す。

「普通に不倫されただけでもショックなのに、相手が身内や自分の友人となると余計につらいでしょうね」

「ええ……。どうして、人って禁断の恋が好きなんでしょう」

　碓氷さんは書類を見下ろしたまま、どことなく暗い声色で呟いた。そして、珍しく業務に関係ないことをぽつぽつと話し出す。

「私の伯父……先生が恩師だとおっしゃっていた御村は、離婚裁判をしていた時、そのクライアントと恋に落ちて結婚したんです。下手したら夫側から逆に訴えられかねないっていうのに」

　鼻で笑う彼女の言葉には、ほんの少し軽蔑が交ざっているように感じた。

　御村先生が既婚者なのは知っていたが、そういう関係だったとは。確かに意外だ。

「弁護士と依頼人の恋愛はもちろん違法ではありませんけど、職業倫理上好ましくないですよね。そういう禁断の部類に入るような恋をするのは、私の中では理解できないんです。だから……先生と六花さんの関係も認められなくて」

　ああ、だから俺に固執してしまうのかと、難しい顔をする碓氷さんを見て思った。一般的ではないと受け入れられない人がいるのもわかる。

　彼女は苦しげに眉根を寄せ、俺を見つめて問う。

「先生は、どうしてそんなに彼女がいいんですか？　関係性になんの問題もない女性を選べば、もっと心穏やかに生きられるのに」

　心穏やかに、か。そういう視点で考えたことはなかったな。法に触れさえしなければ、世間体や偏見はくだらないと思っていたから。

　デスクに向けていた身体を、しっかりと碓氷さんに向ける。

「私が求めているのは平穏ではなく、六花と生きていく未来なんです」

　はっきりと告げると、彼女は目を見張った。

「確かに、義兄妹の恋愛は一般的ではないでしょうし、あなたのように認められない人がいるのもわかります。ですが、私たちはなにも悪いことはしていないので、遠慮するつもりはありません」

　ぶれない思いを口にして、ふっとまつ毛を伏せる。

「というか……無理なんですよ、離れるのは。六花は俺の人生の一部なので」

　俺にとって彼女の存在がどれだけの意味を持っているのか、誰も、六花本人すらも知らない。人生の一部だなんて言うと呆れられそうだが、決して大袈裟ではないのだ。

　言葉を失くしていた碓氷さんが、さらに表情を暗くして口を開く。

「六花さんの生い立ちを知っても、ですか？」

　ぴくりと反応し、彼女を見上げる。

　生い立ちって、六花と菅屋さんとの関係を知っているのか？　一瞬驚いたものの、彼女の伯父が弁護を担当していたのだから知っていても不思議ではないと、すぐに気付いた。

「もちろん」

　迷いなく答えると、彼女の瞳にみるみる涙が浮かび、表情は悔しさや悲しさが交ざったように歪む。こんなに感情を露わにする姿を見るのは初めてだ。

　最後の悪あがきをするかのように、声を震わせて確認する。

「先生を、どれだけ愛していると言ってもダメですか？」

「……ええ、変わりません」

　碓氷さんをしっかりと見上げ、「あなたの好意に応えられなくて、本当に申し訳ありません」と告げると、赤くなった瞳から涙がこぼれ落ちた。

　誰に言い寄られても、俺の心は揺らがない。彼女を守ると決めた、十二年前のあの日から――。




＊　＊　＊




　俺は中学から高校にかけての学生時代、田舎暮らしがとても嫌だった。

　当時は軽井沢から少し離れたのどかな町に住んでいた。父の故郷であり、ちょうど事業をその辺りでやっていたからだと記憶している。

　生活に困るほどではないが、交通の便はいいとは言えず高齢化も進んでいる地域で、田舎ならではの厄介事があった。

　噂はすぐに広まるし、なぜそんな人様の家の事情まで知っているんだと言いたくなるほど、ご近所同士の話は筒抜けだった。その土地のしきたりやルールみたいなものも根づいており、そこから外れた者は偏見の目で見られるし、ひどい場合は村八分にされるようなこともある。

　田舎は狭く濃い世界なのだ。近所の人との繋がりは災害時などはとても役立つだろうが、その半面、面倒なところも多い。

　俺は、父が地元では名が知れた会社の社長であるが故に、良くも悪くもいろいろな噂をされた。周りから金持ちのお坊ちゃまだのなんだのと揶揄されたり、色眼鏡で見られたりするのもうっとうしくて仕方なかった。

　仲のいい友達はいてもどこか信じきれず、皆俺の中身までちゃんと見てくれているんだろうかと、漠然とした不安を抱く。学年が上がるにつれてその傾向が強くなり、中学三年の頃には上辺の笑顔を作るのが得意になっていた。

　しかし、そんな俺が自然体でいられる唯一の女の子がいた。

　家族ぐるみの付き合いがあった夫婦のひとり娘で、俺より十歳以上年下。彼女が赤ちゃんの時から会ってはいたが、記憶にあるのはよく遊ぶようになった四歳くらいの頃からである。

　彼女たちは東京に住んでいて、ゴールデンウイークや盆、正月などの長期休みに軽井沢の別荘に遊びに来ていた。そちらか、今現在俺たちが暮らしている別荘のどちらかでホームパーティーをすることが多く、両親に付き合わされていた俺は正直面倒でしかなかった。

　……彼女がいなければ。

「ひーくん、あそぼ！」

　なんの穢れもないビー玉のような目で俺を見上げ、そんな風に無邪気に誘われると敵わない。当時から天使のように愛らしかった少女――それが六花だ。

　ひとりっ子の俺にとって、六花ほど小さな女の子の存在は新鮮で妹のよう。両親たちが料理を食べて談笑している間、俺は庭や居間でおもちゃを広げる彼女を興味深く見守るのが常だった。

　俺に対して偏見を持ったりしない、ただの〝遊んでくれるお兄ちゃん〟だと認識している六花といるのはとても気楽で、なにより癒やされる。

　彼女が年長にもなると話し方がしっかりしてきて、コミュニケーションを取るのが楽しくなってくる。おままごとで遊ぶのもなかなか板についてきた。

「じゃあ、ひーくんはりっかのだんなさまね。おうちにかえってきて」

「はいはい。ただいま、六花」

「おかえりなさい。あなた、ごはんにするー？　おふろにするー？　それとも、た、わ、し？」

「ぶっ」

　小さなお嫁さんを演じる六花はかわいいしおもしろいし、一緒にいるとなにも考えずに笑っていられた。どこでそんなの覚えてくるんだよ……と、こっちがどぎまぎするような大人のセリフが飛び出すこともあったが。

　そして六花が小学校二年生、俺が十八歳の冬には、忘れもしない出来事が起こった。

　冬休みのその日、前日に降った雪が一メートル近く積もり、六花はスキーウェアを着たもこもこした姿で雪遊びを満喫していた。

　ふかふかの雪の中に飛び込んだり、大きな雪だるまを作ったり。寒さに慣れている俺もさすがに暖房が恋しくなるが、彼女はまったく家の中に入ろうとしない。

　俺に任せっきりで中で暖まっている大人たちを恨めしく思いつつも、はしゃいでいる六花に笑顔を向ける。

「こっちは雪がいっぱいでいいなぁ～」

「東京では滅多に積もらないもんな」

　寒さも雪もこちらに暮らしていると珍しくないし、むしろ面倒が増える。でも六花が喜んでいるのを見ると、雪深いこの町も捨てたもんじゃないなと、少しだけ田舎が好きになった。

　しゃがんで真っ白な世界を眺めながらそんな風に思っていた時、雪うさぎを作ってこちらに向かってきた六花が、つるっと足を滑らせた。

「わっ！」と声をあげて前のめりになる彼女を慌てて支えようとした瞬間、小さな身体が俺の腕の中に飛び込んできて――ふに、と唇が触れ合った。

　一瞬、俺も六花もなにが起こったかわからず、抱き合うような状態で目を見合わせる。とりあえずケガをしていないだろうかと「だ、大丈夫？」と問いかけると、目をぱちくりさせていた彼女がぷはっと噴き出した。

「きゃはははっ！　ちゅってしちゃった～ちゅって！」

「声が大きい！」

　あられもないことを言うので、俺は慌ててしーっと人差し指を口に当てた。誰かの耳に入って淫行だと疑われたらシャレにならない。

　これが、六花のファーストキスをもらってしまった事故である。相手は小学生だし変な意識はしなかったが、俺は赤面していたに違いない。まだキスに慣れていなかったから。

　そしてもちろん、『誰にも内緒だよ』と指切りをしてよくよく言い聞かせておいた。

　この秘密は、今では俺しか知らない。




　その年の春、俺は法学部のある東京の大学に合格し、ついに地元を出ることができた。もっとも、この頃はもう田舎が嫌だとはそれほど強く思わなくなっていたし、周りの偏見も気にしなくなっていたが。

　多分、いつの間にか六花が心の拠り所になっていたのだろう。彼女が会いに来るなら、この町にいてもいいやとすら思えるようになっていたのだから。

　とはいえ、やはり都会への憧れはあったので迷わず上京を決めた。それに、俺も東京に住んだら六花に会える頻度は多くなるはず。

　実はだいぶ前から、雪乃さんからこんな話を聞いていた。

『六花ったら、七夕の短冊に今年も書いてたのよ。〝もっとひーくんにあえますように〟って』

　離れていても俺を忘れないでいてくれることが嬉しかった。俺が上京すれば、彼女の願いを叶えてやれる。

　――ところが、俺が大学に通い始めた矢先、筧の秘書だった六花の父親に収賄疑惑が持ち上がった。ニュースでそれを知った俺は愕然とした。

　菅屋さんはとても性格のいい人で、悪さをするようなイメージはまったくない人物。収賄なんて浅はかなマネをする人だとは思えない。

　俺の父も信じてはいなかったが、小出しにされる情報は悪いものばかりで、数週間後にはついに逮捕されるに至ってしまった。ニュースでは六花たちの自宅の前にマスコミが押し寄せる映像が流れる。

　心配でいてもたってもいられなくなった俺は、雪乃さんに電話をかけた。

《ありがとね、聖くん》と言う彼女は、声の印象では思ったよりも元気そうだったが、なんとか気丈に振る舞っていたのだろう。

《私は大丈夫だけど、六花がね……。家の前であの人がたくさんの報道陣に囲まれて、警察の車に乗り込むのを見ていたからショックが大きかったみたい。すっかり元気がなくなっちゃって》

　つらそうな調子で語られたのは六花のこと。まだ八歳なのだ。わけもわからず目の前で父親が連れていかれるのは衝撃的だっただろう。

　学校も休みがちになっているようで、とにかく会って元気づけてやりたいと思った俺は、近いうちに彼女の家へ行こうと決めた。

　しかし、悪いことは重なるものらしい。雪乃さんと話した翌日、俺の母が事故に遭って亡くなったのだ。

　すぐに地元に帰って息を引き取った母と対面したが、顔には傷がついておらず眠っているようで、実際に遺体を見ても信じられなかった。

　厳しいところもあったが、いつも俺の気持ちを汲み取って応援してくれる母だった。色眼鏡で見られて悩んでいた時も、父の会社は継がないと言って譲らなかった時も、一番の味方になってくれた。

　これから親孝行をするつもりだったのに、こんなに突然いなくなるなんて。

　実感がないまま葬儀を終えると、今度はずっと塞ぎ込んでいた父が心配になる。しばらく一緒に過ごして様子を窺い、彼がなんとか母の死を受け入れられるようになってきた頃に俺は東京へ戻った。

　その足で向かったのは、ひとり暮らしをしているマンションではなく六花の家。俺自身はまだ抜け殻のような状態で、なにも考えず気が付いたらそちらへ向かっていた。

　収賄疑惑のゴタゴタで、なかなか訪れられなかった豪邸の門の前でインターホンを押す。しばらくして玄関のドアが開き、六花が姿を現した。

　てっきり元気がないと思っていたのだが、彼女の表情は驚きと喜びが交ざったように明るい。

「ひーくん！」

　嬉しそうな声をあげてこちらに駆け寄ってくる六花と目線を合わせるように、俺は身体を屈める。門を開けて、彼女を抱き留めようとした時だ。

　突然、カメラとボイスレコーダーのようなものを持った記者らしき人間が数人集まってきた。

「菅屋元秘書の娘さんですね？　少しお話ししてもいいかな」

「家でのお父さんはどんな人？」

　上辺だけの笑顔を貼りつけて、矢継ぎ早に質問してくる。六花は「えっ……」と戸惑いの声を漏らし、俺の手を握ってうろたえている。

　こんなに小さな子にまで群がるのか。見境のない取材の仕方に怒りが込み上げ、身体の後ろに六花を隠して睨みつける。

「やめてください。怖がっているでしょう」

「話を聞くだけだよ。君に用はないから、ちょっと黙っててくれる？」

「こっちには報道の自由ってものがあるからね」

　権利を履き違えて、さも自分たちが正当であるかのように主張してくるこの記者たちには虫むし唾ずが走る。俺は憤りを必死に抑え、冷静さを保った声で毅然と言い放つ。

「彼女が嫌がっているにもかかわらず話を聞くこと自体に問題があります。子供は守られる権利がある。行きすぎた取材は、プライバシーだけでなく子供の権利条約の侵害にもあたります。報道の自由があるとはいえ、それらを無視していいわけではない。限度をわきまえてください」

　伊達に法律の勉強をしているわけじゃない。知識という武器を持っていてよかった。

　たかが大学生にここまで言い返されると思わなかったのか、彼らは面食らったように黙り込んだ。そのうちのひとりが、苦し紛れに口を開く。

「いや、俺たちは――」

「この子はまだ八歳です。すでに傷を負っているのに、こうやって押しかける行為がさらに傷を抉えぐるのだと、想像すればわかるでしょう。法律以前の問題だ。それに、こんなことしているとあなた方が非難されるだけですよ」

　反論する暇を与えず言葉を浴びせ、視線を周りに向けた。それにつられて目をやった彼らは、近所の人々から忌々しげに注目を浴びていることに気付いたらしい。

　怯ひるんでカメラやレコーダーを持つ手を下ろした彼らに「二度と来ないでください」と告げ、六花の手を引いて家の中へ入った。

　静かなリビングに上がらせてもらったところで、しゃがんで彼女と目を合わせる。

「大丈夫か、六花。突然来てごめん。お母さんは？」

「近くにちょっとだけ買い物に行ってくるって。誰か来ても開けちゃダメって言われてたんだけど、ひーくんだったから会いたくて」

　バツが悪そうにもじもじする姿がいじらしい。「そっか」と口元を緩めて頭を撫でると、彼女も笑顔を見せてくれたものの、徐々に表情が曇っていく。

「……あのね、お父さんいなくなっちゃったの。今みたいに知らない人がいっぱい来て、警察に連れてかれちゃった。お父さん、なにか悪いことしたの？　もう会えないのかな」

　泣きそうになる彼女を見ると、俺の胸も痛くなる。

　菅屋さんは収賄の事実を認めているようだが、今は六花に罪を犯したのだと伝える勇気はない。実際、詳しい経緯はまだわからないし、裁判もこれからなので彼だけが悪いとは言い切れない。

「今、警察の人がお父さんからいろんな話を聞いているところだと思う。いつになるかはわからないけど、きっと帰ってくるよ」

　言葉を選んで笑みを向けると、六花は少しホッとしたような顔になり「うん」と頷いた。

　すると、彼女はジッとこちらを見つめ、自分も俺の前にしゃがむ。

「ひーくんもなにかあったの？　元気ないよ」

　見抜かれたことに驚き、目を見張った。同時に、今だけ頭の片隅に追いやられていた母のことを思い出し、気持ちが沈む。

　俺は深く息を吐き出し、力なく呟く。

「……俺も、母さんがいなくなっちゃったんだ」

「なんで？」

　純粋に理由を聞かれ、死んだから、という答えが喉まで出かかる。

　その瞬間に、母は本当に亡くなったのだという事実を不思議と認めることができ、一気に虚無感に襲われた。今になって、ようやく悲しいという感情が込み上げてくる。

　勝手に視界がぼやけ、六花の顔がよく見えなくなった時、小さな身体が俺を抱きしめた。

「じゃあ、一緒にいよう？　六花は、ずっとそばにいるよ」

　慰めの優しい声が耳元で響いて、こらえきれずに涙が溢れた。

　自分だって、大切な人が突然いなくなったつらさを今まさに味わっているのに、俺を包み込んでくれるなんて。どれだけ優しい子なんだろう。

　男のくせに、自分より小さな女の子の前で泣くなんて情けないなと思いながらも、かけがえのない存在を抱きしめ返す。

「俺も……ずっとそばにいる。ずっと、六花を守るよ」

　そう約束した俺の中にあるのは、恋愛感情とも家族愛ともつかない特別な感情。ただただ、この子を傷つけたくないと思った。

　そして、六花のような弱い立場の者を全力で守る弁護士になろうと、改めて決意した瞬間でもあった。




　しかし、当時の俺にこの約束は果たせなかった。菅屋さんが逮捕された数カ月後、雪乃さんは離婚することを決め、六花とふたりで雪乃さんの故郷である軽井沢に帰ることになったのだ。

　やはり周囲の目が厳しく、生活しづらくなってしまったらしい。六花も学校で心ない言葉をかけられたりして悩んでいたため、転校するのも嫌がらなかったようだ。

　彼女たちが心穏やかに過ごせるのが一番だと、寂しくはあったが明るく送り出すことにした。名残惜しそうにしていた六花に、『また会いに行くよ』と約束して。

　ただ、雪乃さんの実家は軽井沢の中でも辺鄙な地域で、車がないと行くのは難しい。まだ免許を持っていなかった俺は、空いた時間を使って教習所に通った。

　免許を取っても車を買わなければどうしようもない。父には頼りたくなかったので資金を稼ぐためバイトに精を出し、もちろん勉強にも励む。

　それらの両立はかなり大変で、気が付けば六花と離れてからすでに一年が経とうとしていた。

　中古の車を手に入れて、ようやく会いに行けると意気込んでいた大学二年の夏。雪乃さんに久々に連絡すると、なぜか第一声で《ごめんなさい、聖くん》と謝られた。

《六花ね……よっぽどショックだったのか、日が経つにつれていつの間にか忘れてしまったみたいなの。お父さんと、それに関わる記憶を全部》

　――飛び込んできたのは、耳を疑うような話。俺は呆然として、すぐには言葉を返せなかった。

　まさかと、胸をざわめかせながら確認する。

「俺のことも、ですか？」

《……ええ》

　申し訳なさそうにこぼれた雪乃さんの声が、どこか遠くに聞こえた。

　どうやら六花の症状は解離性健忘症で、中でも特定の人物や自分の家族に関するすべてのことなど、特定のカテゴリーの情報を忘れる系統的健忘というものらしい。

　東京から離れ、雪乃さんもこれまでのことをあえて話題に出さないようにしていたら、いつの間にか菅屋さんにまつわる情報と、彼が逮捕された前後数日間の出来事がまったく思い出せなくなっていたのだ。

　突然『どうして六花にはお父さんがいないの？』と、本当になにも知らない様子で聞かれて発覚したという。東京で過ごしていた記憶はあるのに、六花の中では一緒に暮らしていたのは雪乃さんだけで、菅屋さんと行った場所やしたことなども覚えていないそう。

　俺たちが会う時はいつも菅屋さんが一緒にいた。つまり、同時に俺や父の記憶も消えてしまったのだ。

『忘れているならその方がいいと思って、六花も覚えていないくらい昔に離婚したって言ってあるわ。つらい記憶を無理に思い出させる必要はないから』

　だからきっと、俺が会いに行っても嫌な思いをさせてしまうだけだろうと、雪乃さんは気を遣ってくれていた。

　しかし、そんなの実際に会ってみなければわからない。もしかしたら、俺だけでも思い出してくれるかもしれないじゃないか。

　これまで一緒に過ごした時間は決して多くはないが、だからこそ大切なもの。それがすべて失われたとは信じたくなくて、予定通り会いに行こうと決めた。

　そうして、東京とは違う澄んだ空気の中で、俺たちは約一年ぶりに再会した。九歳になった六花は髪も身長も伸び、顔つきは少し大人びて、成長の早さに驚いた。

　妙な緊張感を抱きつつ、雪乃さんの隣で俺をジッと見つめている彼女に歩み寄る。名前を呼ぼうとした瞬間、彼女が口を開く。

「こんにちは。えっと……誰？」

　戸惑いがちに言われたそのひと言は、わずかにあった希望を打ち砕いた。

　それでも諦めきれず、目線を合わせてぎこちなく微笑む。

「六花、聖だよ。ひーくんって呼んで遊んでいただろ」

「ひー、くん……？」

　六花は首を傾げて思い出そうとしていたものの、混乱してきたのか困った顔をして俺と目を合わせてくれなくなった。

　本当に覚えていないのか……。ずっとそばにいると約束したのに。

　大きなショックを受け、肩を落とす。結局、お母さんのお友達の息子だと説明して、雪乃さんを交えて少し当たり障りのない話をするだけで終わった。

　成長したせいか以前の無邪気さや明るさは控えめになっていたし、緊張しているように敬語を使うし、まるで六花が知らない女の子になってしまったようでとても寂しかった。




　それ以来、六花に会いに行くのはやめた。今度会う時は、また一から新しい関係を築いていけるようになろうと、約三年間は勉強に専念した。

　再び六花と会い始めたのは、司法試験に合格した二十二歳の時。試験が終わり、ひと息ついたタイミングで実家に帰ったら、父から『六花ちゃんが中学に入ったら勉強についていけなくなってきて悩んでいるらしい』という話を聞いたのだ。

　この頃、父も軽井沢に拠点を移していて、当時から雪乃さんとはよく会っていたようだ。実家に戻った彼女に仕事を紹介したのも父だし、ふたりとも伴侶がいなくなって気遣い合っているうちに親しくなったのは自然なことだろう。

　そうして父伝いに六花の様子を耳にした俺は、家庭教師をしようかと提案した。彼女が悩んでいると知ったら、助けずにはいられなくて。

　まだ東京で司法修習生として一年半ほど過ごさなければならないため、勉強を教えられる頻度は少ない。雪乃さんも最初は遠慮していたが、俺がそうしたいのだと言うと、『あの子のためにいつもありがとう』と承諾してくれたのだった。

　六花には、まずお試しと称して少しだけ一緒にやってみて、続けるかどうかを決めてもらうことにした。

　約三年ぶりに会う六花はあどけなさを残しつつも大人びていて、もうあの頃の彼女ではないのだと実感させられる。俺のこともすっかり忘れてしまい、初対面として接するのは切なくもあったが……。

「聖さん、すごくいい人でよかった。これからよろしくお願いします」

　安心したように笑って家庭教師を承諾した彼女を見て、錆びついた心の歯車が動き出したような気がした。

　また六花の笑顔が見られる。力になってやれる。それだけで、俺は幸せだ。




＊　＊　＊




　東京へ向かう新幹線の中、俺は流れていく景色をぼんやり眺めながら過去を振り返っていた。

　二回試験と呼ばれる司法修習生考試を合格し晴れて弁護士となった後、東京から軽井沢に引っ越して大きな弁護士事務所に就職した。そこで一緒になった瀧と気心知れた仲になり、六花との事情についてもざっと説明してある。

　今回俺が数年ぶりに東京へ行くのは、彼女に関わることだと知っているのも瀧だけ。この目的について打ち明けたのはつい最近だ。

『筧の担当弁護士は、十二年前の収賄事件では菅屋の弁護をしてたのか？　しかもそれが霧子ちゃんの伯父って』

　瀧が複雑そうな顔で言っていた通り、今世間を騒がせている衆院議員の筧についている弁護士は御村先生らしい。これは碓氷さんから聞いた。

『その人は俺が司法修習生の時に下につかせてもらってた先生でもある』

『は!?　偶然重なりすぎだろ』

　彼は目を丸くして驚いていたが、確かに運命とは不思議なものだと思う。

　とはいえ、すべてが偶然ではない。碓氷さんと俺が一緒に働いているのは、彼女がそうしたいと望んで行動した結果だから。

　そして、御村先生が菅屋さんと筧の弁護を担当することになったのも、おそらく偶然ではない。

　俺は、御村先生に対してある疑念を抱いている。人望があり、俺も信頼している彼を訝しく思い始めたのは、今から二年ほど前。菅屋さん本人と話した時だ。

　実はこの頃、雪乃さん宛てに菅屋さんからの手紙が届き、その内容が〝六花に会わせてほしい〟というもので悩んでいると相談されていた。そこで、彼女の代わりに俺が会って話をすることにしたのだ。弁護士としてではなく、昔交流があった者のよしみで。

　懲役二年、執行猶予四年の刑を終えた彼は、今は群馬にある工場の作業員として真面目に働いている。六花が解離性健忘症になってしまったのですぐには難しいが、雪乃さんとも話し合いができるよう働きかけてみると約束した。

　菅屋さんは離婚されるのも当然だと納得していて、自らが犯した過ちも十分反省している。六花が記憶を失くしていると知ると、本当にかわいそうなことをしてしまったと自分を責めていた。

　久々に会って話したが以前と変わらずいい人で、なぜ罪を犯してしまったのかとやはり疑問に思う。そこで例の事件について詳しく尋ねてみると、彼の口から思いもよらない真実が語られたのだ。

　今日はそれも併せて御村先生に話したいことがあり、アポを取りつけた。昼間は弁護士会が主催するセミナーに参加し、その後のパーティーを早めに抜け出して待ち合わせの場所に向かう。

　昔よく連れていってもらったオーセンティックバーに、約束の午後八時より少し前に着いて待っていた。カウンター席でひとりグラスを傾けていると、眼鏡をかけたロマンスグレーの紳士が軽く片手を上げてこちらにやってくる。

　素敵に年を取っているなと感じる彼に、一度腰を上げて挨拶をする。

「お久しぶりです、御村先生」

「ああ、何年ぶりだ？　一人前になったな」

　笑顔で肩をぽんぽんと叩かれ、俺も懐かしさが込み上げて口元が緩んだ。

　軽井沢で就職してから数回は連絡を取ったが、ここ数年はご無沙汰していた。席について互いに酒を嗜みながら近況を話すと、御村先生は頷きながらしっかり耳を傾けてくれる。

「霧子ちゃんからも少し聞いていたが、事務所は軌道に乗っているようだな。水篠くんは私が知る中でも特に優秀だったから、早くに独立しても成功するだろうと思っていたよ」

　感心したように言われ、軽く首を横に振って謙遜した。

「地方ではいろんなジャンルの案件を扱わなければいけないから大変だろう」

「そうですね、その分やりがいは大きいです。地域の方との繋がりができるので、情報も集めやすいですし。依頼者だけでなく、その家族のことまで親身に考えてあげられるようになりました」

　近況を話すのはここまでにしようか。そろそろ本題に入ろうと気持ちを切り替え、ゴトリとグラスを置いて口を開く。

「俺をそういう考えにさせたのは、ひとりの女の子だったんです」

「女の子？」

「ええ。その子の父親は政治家の元秘書で、十二年前に収賄の罪で有罪判決を下されました」

　俺の言葉に御村先生はぴくりと反応し、グラスを口から離す。

「元秘書……十二年前の収賄……」

「覚えておいでですか？　筧の側近だった、菅屋さんのことを」

　その名前を出した途端、彼の表情が強張ったのを見逃さなかった。この人はなにかやましいことを隠していると、直感的に感じる。

「……ああ、もちろん覚えている。私が担当した事件だからね」

　グラスに目線を落として軽く頷く彼に、俺は淡々と話す。

「菅屋さんとは家族ぐるみで付き合いがあったんです。二年ほど前に、俺は事件とは別の個人的な理由で彼に会いに行きました。そこで、思わぬ話を耳にしたんですよ」

　彼から語られた収賄の事実は、公表されている判例とは微妙に違っていたのである。

　菅屋さんは、筧が懇意にしていた建設会社の社長から『筧議員には世話になったので、そのお礼です』と紙袋を渡された。その中に入っているものは金銭であると瞬時に察し、受け取れないと拒否したのだそう。

　しかし筧からはひどく叱責され、受け取るよう強要された。『言う通りにしなければどうなるかわかるだろう』『君の家族を地に落としてやることもできるんだぞ』などと脅され、そうせざるを得なかったのだと。

「菅屋さんは筧から脅され、心ない仕打ちを受けていたようです。なのに、裁判でそれが論じられた記述はない」

　俺が話すのを、御村先生は黙って聞いている。その横顔からは、なにを考えているかは読み取れない。

　筧は裁判になると、『すべて秘書が独断でしたことで、私はなにも知らなかった』と白を切った。菅屋さん側からそれを覆すような立証がされなかったため、裁判所は筧の言い分を認めた形になった。

　菅屋さんは裏切られたと憤慨したが、御村先生に『裁判を長引かせるのは賢明とは思えない』と言われたという。それになにより、自分が受け取ってしまったのは事実だからと、控訴するのは諦めたのだそう。

　これらの話を聞くと、俺にはどうしても御村先生が全力で戦ってくれたとは思えなかった。菅屋さんを守るために、もっと奔走できたはずなのに。

「彼の言い分を主張しなかったのは、立証できる証拠がなかったからですか？　それとも……あなたも筧になにか弱みを握られでもしたのですか？」

　ある程度の自信を持って問い詰めてみたところ、彼がわずかに瞳を揺らしたのがわかった。

　碓氷さんから、御村先生が結婚した女性は、実は筧の元妻だという事実を聞いた。つまり、筧との離婚裁判中に彼の妻と親しくなったようなのだ。

　もし、その件で筧の恨みを買ったとしたら、先生も脅されていいように利用されている可能性は十分ある。

　筧にはこれまでいくつかの疑惑が持ち上がっていたが、どれも罪には問われていない。それは彼が裏で手を回しているからなのかもしれない。菅屋さんの時も、御村先生を自分の味方につけていたとしたら……。

　しかしこれは憶測で、それこそ証拠はない。仮に事実だったとしても、先生は決して認めたりしないだろう。

　それでも言い分を聞きたくて、重そうに口を開く彼に注目する。

「菅屋さんの刑を軽くするために、できる限りのことはしたよ。依頼者を守るのは弁護士なら当然だろう。だが、彼の証言には不明瞭なところが多々あった。検察側にそこを突かれ、事実を認めてもらえなかったことについては力不足だったと思っている」

「本当にそうでしょうか。菅屋さんは、筧に車内で暴言を吐かれたこともあったと言っていました。ドライブレコーダーを調べれば、音声が録音されていた可能性もあります。なのに、そういった証拠は出されなかった」

　憤りを抑えた声で反論すると、先生は静かにまつ毛を伏せた。

「御村先生は徹底的に調べ上げ、粘り強く交渉する優秀な弁護士だ。だからこそ、あの裁判はどうしても腑に落ちないんです。筧と繋がっているのかどうかはわかりませんが、少なくともあなたは菅屋さんの罪を軽くするために全力を尽くしてはいない」

　テーブルに置いた手を、無意識にぐっと握りしめる。

「菅屋さんが逮捕されて、彼の家族はつらい思いをしました。奥様は離婚し、彼の娘さんは当時のショックで父親に関する記憶をすべて失くしてしまった」

　父親だけでなく、俺のことも。

　悔しさを滲ませて言うと、六花の事情を初めて知ったであろう先生は一瞬驚きを露わにし、申し訳なさそうに眉根を寄せた。

「菅屋さんが罪を犯したのは事実で、刑に服するのは当然です。ですが、彼ひとりのせいにされなければ、筧も罪を償わせられ、周りの反応だってきっと違っていた。当事者の家族を守ることも、弁護士としての重要な務めでしょう」

　心の奥底に秘めていた思いを吐き出しても、過去には戻れない。やりきれなさから小さくため息をついた。

　御村先生は汗をかいたグラスを見つめたまま、ふっと力ない笑みをこぼす。

「……私に説教するとは、君は本当に立派になったね」

　ぽつりと漏れた声からは嫌みを感じず、どこか優しく憂いを帯びたものだった。

　彼は薄まったブランデーをひと口飲むと、仕事をしている時のようなきりりとした雰囲気を取り戻して、はっきりと言う。

「君の話はすべて憶測に過ぎない。証拠もないのに菅屋さん一家への情があるだけで私を疑うなんて、弁護士らしくないじゃないか」

「ええ、そうですね。でも今日は、弁護士として話しに来たわけじゃありません。愛する人と、その家族がつらい思いをする要因となった裁判に不満を抱いているだけの、ただの男です」

　御村先生の言うことは間違っていないなと、自嘲気味の笑みをこぼして俺もグラスに口をつけた。

　今さら掘り返したところで、菅屋さんは罪を償った後だしどうにもならない。ただやりきれなさをぶつけたかっただけじゃないかと、自分でも呆れる。

　だがそれでも、彼に伝えておきたかったのだ。

「あなたは俺が尊敬する先生ですし、こんな話をすべきではないとずっと思っていました。でも、あなたが筧の初公判を担当するという情報を耳にして、黙っていられなくなったんです」

　当然筧の弁護には全力を注ぐだろうし、それは今の先生が行うべき正義だ。だが、過去にはそうしてもらえなかった人もいることを忘れないでいてほしい。

　グラスを傾けて考えを巡らせているような彼を横目に、俺はテーブルに札を置いて腰を上げる。「お会いできてよかったです。お元気で」と告げて一礼し、その場を後にした。

　地下から階段を上がって外へ出ると、人々の喧騒と、明るすぎる東京の夜に包まれる。ここには軽井沢のような静けさはなく、綺麗な星も見られない。

　……明日は早く帰ろう。六花がそばにいないだけで無性に不安になる。

　やはり一緒にいるのが一番だと、愛しい彼女の姿を思い浮かべながらビジネスホテルへと向かった。










一生変わらぬ愛を請求します




　聖さんが東京へ向かった土曜、私は仕事に没頭し、難しいことは考えずに過ごせた。問題は、私も休日である翌日の日曜日。

　聖さんが帰ってくるのは夕方になるらしい。それまで小夏と会おうかと思ったものの、彼女はいとこの結婚式があるとのことで断念した。仕方ないのでひとりで街をぶらぶらするしかない。

　雅臣さんも用事があるそうで出かけてしまい、家にいたら母とふたりになるので否が応でも例の件を聞かずにはいられなくなる。

　しかし、まだ真実を知る勇気が出ないのだ。パンドラの箱を開けたら私たち家族の関係まで壊れてしまいそうな、危うい予感がするから。

　服だけでも明るくしようとパステルカラーのパンツを履き、軽くメイクをして家を出ようとした。

　その時、リビングのテレビにまた筧さんが映っているのに気付く。碓氷さんが言っていたように過去の疑惑が取り上げられ、菅屋さんの写真も小さく映っていた。

　思わずテレビから目を背けた直後、キッチンの方から「六花」と呼ばれた。振り向くと、ハーブの手入れをしていた母がこちらに歩み寄ってくる。

「これから出かけるのよね。帰ってきたら、少し話をしてもいい？」

　心臓がドクンと重い音を奏でた。母は微笑んでいるものの真剣さが窺えて、重要な話があるのだろうとわかる。

　まさか例の件ではと勘ぐりつつ、私はなにも知らない素振りで軽く笑う。

「やだな、なに？　改まって」

「女同士の話よ。たまにはいいでしょう」

　母は終始穏やかな調子だが、こちらの胸はざわめいて仕方ない。それをひた隠しにして「わかった」と答え、家を後にした。

　わが家は旧軽井沢のメインストリートである銀座通りに近い。おしゃれなカフェや雑貨店、土産店などが立ち並び、今日も観光客で賑わっているその通りを、私はぼんやりしながらのっそりと歩く。

　母も最近のニュースを見て思うことがあって、真実を明かそうと決めたのだろうか。いつまでも現実逃避していられるわけではないとわかってはいたが、私も身の振り方を考えた方がいいのかもしれない。

　八分咲きの桜が映える青空とは真逆の憂鬱な気分で、レンガのような石畳の道を見下ろして歩いていた時。

「……りっちゃん？」

　前方からそんな声が聞こえて顔を上げた私は目を疑った。そこにいたのは、緩くカールした栗色の長い髪にメイクも施し、女性の姿をしたアキちゃんだったから。

「ええっ、アキちゃん!?」

「すっごい偶然！　会えて嬉しい～」

　目をまん丸にして叫ぶ私に、彼女は手を振りながら寄ってきた。このアイドルみたいなかわいい姿は久しぶりに見る気がする。

　いやそれより、なぜもう帰ってきているのだろう。アキちゃんと小夏とゴールデンウイーク中に会う日は決めたが、まだ早いんじゃないだろうか。

「なんでいるの!?」

「早い人はもうゴールデンウイークに入ってるじゃん。大学も講義ないからさっそく帰ってきちゃった」

　言われてから、そういえば昨日から連休の人もいるのだと気付いて苦笑する。

「そっか……私ゴールデンウイークとか関係ないから、すっかり頭になかったよ。曜日感覚も狂っちゃってるし」

「すっかり社会人になったね。職場はどう？　りっちゃんかわいいから嫉妬したお姉様方にいじめられてないか心配」

　大袈裟に心配され、私は軽く笑って首を横に振る。

「おかげさまで、職場は大丈夫」

「職場〝は〟？」

　訝しげに目を細めて、細かいところをついてくる彼女にギクリとした。

　例の件で悩んでいることを相談しようかと迷っていると、アキちゃんは私の顔を覗き込んで「なんか元気がないように見えるなぁ」と呟く。

「ねえ、時間あるならお茶しない？　アタシ、ぶらぶらしてただけだから」

　とってもありがたい申し出に、私はふたつ返事でＯＫした。

　銀座通りは食べ歩きにもってこいのスポットでもあるが、今はゆっくり話すためオープンテラスのあるカフェに入った。

　外国人が多く滞在していた軽井沢では昔からコーヒー文化が根づいていて、本格的な一杯を味わえるカフェがたくさんある。少し早めのお昼ということで、コーヒーをお供に焼き立てパンを食べながら悩みを打ち明けた。

　開放的な雰囲気と香ばしい香りを堪能していたアキちゃんだったが、私の話を聞いていつの間にかひょっとこみたいな顔になっている。

「記憶喪失だったってこと!?」

「うん、まだわかんないけど……いや、八割方そうかな」

　信じられないと言いたげに声をあげる彼女に、ため息交じりに返した。通りを楽しそうに歩いていく人たちが、なんだか遠くに感じる。

「犯罪者の娘だったら、聖さんに迷惑がかからないとも言い切れないし、せめて恋人関係は解消した方がいいのかもしれない。……って考えると、本当のこと聞く勇気が出なくて、今日もこうやって逃げてきちゃったわけ。ダメだね」

　私に告白してくれたアキちゃんにこんな相談をするのは失礼だろう。そもそも、私たちが元の関係に戻れるかどうかだって不安なのに、吐き出したい気持ちが大きくて口にしてしまっていた。

　自己嫌悪に陥って幾度となくため息をついていると、アキちゃんは「元気がないのはそういう理由か」とひとりごちた。そしてコーヒーをひと口飲み、私に向かって意味深に口角を上げてみせる。

「りっちゃんさ、義兄妹だからって水篠さんのことを諦めるために、アタシに目を向けようとしてたんでしょ」

「ごっ、ごめん……！」

　急に話が変わり、決まりが悪くなって平謝りした。しかし、アキちゃんはあっけらかんと笑って顔の前で手を振る。

「全然責めてないから。むしろ感謝しかない」

「え、感謝？」

　思いもよらないひと言に首を傾げると、彼女は向かいの店の脇に咲いた桜に目線を移し、どことなく真剣な面持ちで口を開く。

「この間、あのストーカーに〝男の格好をするなんて気色悪い〟的なこと言われた時、自分の人格を否定された気がして悲しかった。まあ、そう思われても仕方ないよなっていう、諦めの気持ちもずっとあったんだけどね」

　聖さんたちの事務所での一件を思い出し、腹立たしさが蘇ってくる。しかし、アキちゃんはどこかすっきりとした様子。

「でもりっちゃんが、『男でも女でも、アキちゃんはアキちゃんです』って言い返してくれて、すっごく感激した」

　目をしばたたかせる私に、彼女はとっても綺麗な笑顔を向けた。

「告白なんかしたら友達じゃいられなくなるかもしれないって思ってたから、アタシの本心を知っても全部を認めてくれたことが最高に嬉しかったんだよ。それだけで満足して、付き合うとかどうでもよくなっちゃって、今もこうやって会えてるだけで本当に幸せ」

　私の中の不安が、花びらのように舞って消えていく。ずっと仲よくしていたいという気持ちはお互いに重なっていたのだとわかって、心が一気に軽くなった。

　安心したら涙腺も緩んで、瞳に薄い涙の膜が張る。

「りっちゃんはどうしてアタシと友達でい続けてくれてるの？」

　私に確認させるかのごとく優しく問いかけられ、素直な思いが口からこぼれる。

「アキちゃんのことが、人として好きだから」

　迷いなく答えると、彼女は本当に嬉しそうに笑って「告白されちゃった」と茶化した。そしてすぐ表情を少し引きしめ、私を諭すように言う。

「きっと水篠さんも同じだよ。あんたが大切だから、無条件で好きだから一緒にいるの。そういう〝愛〟って、相手にどんな事情があっても、たとえ迷惑かけられたとしても変わらないものなんじゃないかな」

　その言葉のひとつひとつが、胸にじんわりと沁み込んでいく。

　愛の種類にもいろいろあるけれど、本物のそれはちょっとやそっとじゃ揺らがないものなのかもしれない。聖さんの私に対する愛もきっとそうなのだと、信じる気持ちを取り戻させてくれるようだった。

　アキちゃんは「それに」と続け、私の肩に手を置く。

「アタシもりっちゃんも、なんにも悪いことしてないじゃん。他人にとやかく言われる筋合いなんてない。堂々としていていいんだよ」

　力強く言い放った彼女の瞳がうっすら揺れるのを見て、私の頬にひと粒の涙が伝った。同時に、臆病になっていた心が奮い立つ。

　私たちはただ好きなだけ。それを手放さなくてもいいはずだと、自信を与えてもらえた気がする。

　涙声で「ありがとう」と言う私に、アキちゃんは優しく微笑んでハンカチを差し出す。通りすがりの人たちに好奇の視線を向けられても、美味しいコーヒーが冷めても、私の心は迷いが晴れて温かくなっていた。




　過去になにがあったのか、真実を聞いてきちんと向き合おう。

　ようやくそう決心した私は、アキちゃんと笑顔で別れた。時刻は午後一時になるところ。行きとは違い、しっかりとした足取りで自宅へ向かう。

　ところが自宅の前の道を歩いていた時、こちらに向かってくるひとりの男性に気付いて息を呑んだ。伏し目がちにやってくる彼はこの間の男性と同じ……菅屋さんだ。

　もしかして、今日も家に来たの？　どうやって場所を調べたのかはわからないが、母に会いに来たんだろうか。いったいなんの用事で？

　若干警戒してその場に立ち尽くしていると、彼も私の存在に気付いて顔を上げ、足を止めた。数秒見つめ合った後、彼の瞳がみるみる大きくなる。

「……六花？」

　彼の口から私の名前がぽつりとこぼれた瞬間、こめかみの辺りでドクンと音が鳴る感覚を覚える。

「六花か？」

　確かめるようにもう一度呼ばれた瞬間、固く閉じていた記憶の蓋が開いた。

　思い出したくなかった記憶も、大切で愛おしい記憶も、断片的ではあるが父と過ごしていた日々が一気に頭の中を駆け巡る。母から真実を聞く前に、この人が私の実の父親だと確信した。

「……おとう、さん？」

　たどたどしく呟くと、立ち尽くしていた彼は泣きそうな顔になって私の目の前に歩み寄る。不思議なことに、もう怖さや不安は感じない。

「わかるのか？　俺が」

　信じられないといった様子で目線を合わせる父に、私はぎこちなく頷いた。

「お父さんこそ、私がわかったじゃない」

　十年以上会っていないのに、彼はひと目で私だと気付いた。それがずっと私を気にかけてくれていた証拠のように思えて、熱いものが込み上げる。

　父は口元を緩め、懐かしさを感じる切なげな笑みを浮かべる。

「当たり前だろう。たったひとりの娘なんだから」

　涙が溢れそうになり、唇を噛みしめた。

　父が警察に連れていかれ、周りから心ない言葉をかけられて、幼いながらに父が悪いことをしたのだろうと理解していた。どうしてそんな行いをしたのかと、心の中でたくさん責めた。

　でも今は、憎しみの感情は湧いてこない。楽しかった出来事の方がよっぽど多いから。彼を思い出せてよかった。

　瞳を潤ませながら微笑んだ、その時。

「すみません、菅屋さんでいらっしゃいますか？」

　突然、ひとりの男性がこちらに駆け寄って声をかけてきた。手にはメモを持ち、首からカメラを提げている記者らしき人物だ。

「週刊『奇き論ろん』の者ですが、筧議員と深い繋がりのあった菅屋さんに少しお話をお聞きしたくて」

　やはり記者だとわかった途端、嫌悪感が湧いて肌が粟立つ。カメラを向けられたり、大勢に囲まれたりはしていなくても、取材に来る人たちが怖かった当時の感覚は今も染みついている。

　父をつけてきたのか、私たちの家まで調べていたのかはわからないが不快でしかない。父も同じだろう、表情を険しくして彼と向き合う。

「私はもう関係のない人間です。お話しできることはなにもありません」

「秘書をされていた頃のお話をお聞きしたいんですよ。筧さんにはパワハラの疑惑も出ているんですが、当時からそういった事実はあったのでしょうか？」

「もう思い出したくないんです。お引き取りください」

「そう警戒なさらないで。私はあなたの味方です」

　完全に拒否しているにもかかわらず、暖簾のれんに腕押し状態。めげない記者は、父の陰に隠れる私をまじまじと見てくるのでギクリとした。

「今日は娘さんに会いに来られたんですか？　元奥様は再婚されたとお聞きしましたが……」

　立ち入った質問をされて逃げ出したくなる。十二年前にも似たような状況になったことを思い出して、また動悸がしてきた。あの時はどうしたんだっけ。

　記憶を引っ張り出そうとした時、私たちの隣にタクシーがやってきて停まった。そこから勢いよく降りてきたのは、東京から戻ってきた聖さんだ。

「聖さん……！」

　頼もしい彼が来てくれただけで、助かった気分になる。私の口元もわずかに緩んだ。

　彼は颯爽と記者の前に立ちはだかり、弁護士モードの冷ややかな視線を突き刺す。

「取材はお断りします。ふたりは政治家とはなんら関係のない一般人ですので。嫌がっているのに過度な取材をすれば、名誉・プライバシーなどの人権の侵害に当たりますよ」

　毅然と言葉が放たれた瞬間、私はデジャヴュのようなものを感じてハッとした。

　そうだ……確か、十二年前もこうして守ってくれた人がいたんだ。その人は、まさか――。

　見開いた私の目には、煙たそうにする記者と冷徹さを露わにする聖さんが映る。

「なんですか、あなたは」

「申し遅れました、水簾法律事務所の水篠です。そして、彼女の義兄です」

　聖さんが名刺を取り出して渡した途端、記者の顔色がサッと変わる。

「交渉で私に勝てる自信がおありなら、改めて対応しますので出直してください。ないのなら今後一切彼らに近づかないよう、お願いします」

　萎縮しつつも言い返す記者と数回やり取りをして、聖さんが完全に論破すると、男性は悔しそうにしながらも去っていった。

　あっさり記者を追い払った彼に、父がお礼を言っている。その様子をどこか遠くに感じていると、聖さんが私の腕を優しく掴んで顔を覗き込む。

「六花、大丈夫か？」

　心配そうな彼の顔が、少年らしさを残した若い彼のそれと重なる。

　温かく、愛しい日々が蘇ると共に目の前が白くなり、意識が遠退いていった。




『ひーくん、あそぼ！』

　――私がそう声をかけると、彼はいつでも笑って頷いてくれた。おままごとにも、雪遊びにも付き合って、いつも優しい眼差しで見守ってくれていた。

　おままごとはなぜか夫婦役で、『ひーくんはりっかのだんなさまじゃなきゃダメなの』と譲らない私に、聖さんは『未来の旦那様に怒られそうだな……』と苦笑していたっけ。

　彼が内緒でお菓子をくれた時も、雪で滑ってまさかのキスをしてしまった時も、ふたりだけの秘密だと指切りをした。そうして誓い合った約束は数えきれない。

　私たちが仲よくしているのを両親たちも喜んでいたし、これからも幸せな日々が続いていくと信じて疑わなかった。あの日までは。

『ごめん……ごめんな、六花』

　私を抱きしめて何度も謝った父は、ひどく沈痛な面持ちで、私と母を置いて家を出ていく。

　玄関のドアが開けられ、幾度も激しく光るフラッシュに呑まれていく父の背中に手を伸ばす。

『お父さん！　お父さんを連れていかないで！』

　外にいた大勢の大人たちが悪魔に見える。泣き叫ぶ私を、母は必死に涙をこらえながら力強く抱きしめていた。

　それからしばらくは家の前に報道陣が待っていたり、近所を歩けばひそひそと噂話をされたり、学校でも陰口を叩かれたりと苦痛な日々を過ごした。あまり出歩かなくなって、笑顔も口数も減っていった。

　父は私たちのことはどうでもよかったんだろうか。私も父のことを忘れてしまえばラクなのにと、何度思っただろう。

　そんな時に聖さんが来てくれて、私は久しぶりに気分が高揚した。彼だけは裏切らないと、無条件で信じていたから。

　外へ飛び出したらやっぱり記者がいて、怖かったけれど聖さんが助けてくれた。ところがその彼も、微笑みの奥にとても悲しげな色が見え隠れしている気がして、自分のことより心配になる。

　私も好きだった聖さんのお母さんまでいなくなってしまったと聞き、自分と重ねて苦しさでいっぱいになった。

『じゃあ、一緒にいよう？　六花は、ずっとそばにいるよ』

　ちっぽけな自分ではなんの力にもなれないかもしれない。それでも彼に寄り添いたかったし、私も一緒にいたかった。

　初めて涙を滲ませた聖さんは、私を力強く抱きしめる。

『俺も……ずっとそばにいる。ずっと、六花を守るよ』

　耳元で響くしっとりと濡れた声が、ガサガサに乾いて荒れた心に優しく沁み渡っていった。

　一緒にいれば大丈夫。きっと、つらくても乗り越えられるよ。

　確かにそう思っていたのに、どうして私は――。




「……六花？」

　うっすら頭に響いていた私を呼ぶ声が、次第に大きく聞こえてきてゆっくりと瞼を開ける。目尻から耳にかけてが冷たい。これは、涙？

　ぼんやりとした視界に、天井をバックにして私を覗き込む、さらりとした黒髪の男の子が映る。

「……ひー、くん……？」

　夢の中で呼んでいたあだ名をそのまま口にした。クリアになってきた視界にいるのは男の子ではなく、大人の聖さんだ。

　彼は驚いたように目を丸くしているけれど、私もすぐには状況を理解できなかった。さっきまで外にいたはずなのに、どうして自分の部屋のベッドで寝ているんだろう。

「あれ？　私……」

「大丈夫か？　突然気を失ったんだ。とりあえず休ませようとここに運んできたけど、具合が悪ければ病院に連れていくよ」

　私の涙を指で拭う聖さんに心配そうに言われ、今度は自分が驚いた。気を失ったなんて初めてだから。もしかして、記憶を取り戻したせい？　迷走神経なんたらってやつだろうか。

　ということは、聖さんが運んでくれたんだよね？　重かっただろうな……恥ずかしい。お姫様抱っこされるのがひとつの夢で妄想もたくさんしたけれど、覚えていないんじゃ意味がないし。

　とりあえず、具合はまったく悪くないので「大丈夫、どこもおかしくないから。迷惑かけてごめんね」と謝った。

　私が謝らなければいけないのはこれについてだけじゃない。ゆっくり上体を起こし、今しがた見ていた夢……いや、幼い頃の記憶を思い出して頭を垂れる。

「本当に、ごめんなさい。聖さんは約束守ってくれていたのに、私は全部、忘れてて……」

　初めて会ったのは、家庭教師をするようになった中学時代だとずっと思っていたのに、まさか小さい時から一緒に遊んでくれていたなんて。

　身体が結ばれた時、『これからもずっと、そばにいてくれる？』と聞いた私に、聖さんは『当たり前だろ。約束、俺は覚えているから』と返した。彼が言っていたのは、お互いに片親になったあの時に交わした約束だったのだ。

　聖さんは心底安堵したように表情を緩め、「思い出してくれたんだな」と私の頭を撫でる。

「信じられないかもしれないけど、昔から俺にとって六花が心の拠り所だったんだよ。六花がいるから頑張れたことがたくさんある。だから、今もこうしているのは自然なことなんだ」

　私が彼の支えになっていたなんて、確かに信じられない。でも、そんな風に思ってくれているのが素直に嬉しくて胸がいっぱいになる。

「私も、聖さんに助けてもらってばっかり……」

　一緒にいた時間がどれだけかけがえのないものだったか。十二年間もそんな大事な思い出を忘れてしまっていた自分が悔しくて、申し訳なくて胸が苦しい。

「どうして忘れてたんだろう。あの頃から、聖さんのこと大好きだったのに。ずっとそばにいるって言ったのに」

　後悔の涙がぶわっと溢れて、声が情けなくひっくり返った。

　子供の頃の〝好き〟は、多分恋愛感情とはまた違っていたけれど、誰よりも特別な存在だったのは確かだ。私の心にいるのは、いつだって聖さんしかいない。

　嗚咽を漏らす私を、聖さんは慈愛に満ちた笑みを浮かべて自分の胸に引き寄せた。

「いいんだよ、今もこれからも一緒にいるんだから。思い出してくれただけで十分」

　未来でも私たちは一緒にいるのだとはっきり示してもらえたようで、不安がみるみる小さくなっていく。

　私が罪を犯した父の娘だと知っていても、昔の記憶を失くしていても、ずっとそばにいてくれた彼だ。きっとなにがあっても離れはしないだろう。

　抱きしめられた腕の中で涙を拭い、密かに抱えていた気持ちを吐き出す。

「最近、ちょっとずつお父さんのことを思い出して。さっきみたいに記者が来たり、私との関係をおもしろがる人が出てきたりしたら、聖さんに迷惑をかけるなって悩んでたの」

「それで上の空になっていたのか。あんなの迷惑のうちに入らないよ。俺たちの関係だって、むしろ見せつけてやればいい」

　納得したらしい彼は、なんてことないという風に口角を上げた。そして数秒考えを巡らせた後、立てた小指を私に差し出す。

「六花が安心できるように、指切りしておこうか」

「指切り？」

　ぐすっと洟はなを啜り首を傾げる私に、聖さんはとろけるような笑みを向ける。

「俺のお嫁さんになるって約束して。おままごとじゃなくて、本物の」

　――突然のプロポーズに、心臓が大きな音を立てた。

　本当に？　聖さん、本当に私でいいの？

　夢や冗談じゃないよねと、頭の中で何度も確認する。止まりかけていた涙がまた込み上げてきて、ぐしゃぐしゃになった顔を半分両手で覆う。

「……旦那様になってくれるの？」

「近い将来に、必ずね」

　こちらを見つめる彼の瞳には一片の迷いもない。私も覚悟を決めて小指を絡め、泣きながら微笑み合う。

　契約書にサインするよりも、今の私にはこの指切りがなにより嬉しくて、相応しい気がした。




　それから、一階で待っていた父と母、帰ってきた雅臣さんも交えて皆で話をした。

　どうやら父は二年ほど前から私に会いたいと連絡してきて、母も悩んでいたらしい。筧さんの収賄事件がニュースになってから、私にも真実を話した方がいいのかもしれないと思い始めたのだそう。

　雅臣さんももちろん私の事情を知っていて、そっとしておいてくれた。聖さんと交際の報告をした時、反対も驚きもしなかったのは昔から仲がよかったことを知っていたからなんだろう。

　父が少し前にここに来ていたのは、友人の雅臣さんと母が再婚したことを純粋に祝いたかったからだと言っていた。近くにやってきたついでに家に寄ろうとしたのだが、あれこれ考えてやめたのだという。

　そして今日は、母が私にすべて打ち明けると聞いて、いてもたってもいられなくて来てしまったんだとか。せっかちな父に、母は終始呆れ顔だった。

「家の前でうろうろしてるから、不審者に間違われると思って家に上げたの。早く六花に会いたかったのはわかるけど、突然来られちゃ困るわよ。案の定、記者もつけてきたみたいだし」

「悪かった、雪乃……。六花もすまない。もう俺をつけ回す物好きなんかいないと思ってたんだけどなぁ」

「そーいうとこよ。昔の事件もそうだけど、あなたは危機感が足りないの」

　腕組みをして文句をつけるも情を感じる母と、すっかり頭が上がらず平謝りする父。ふたりのやり取りや雰囲気から、意外にも仲は悪くないとわかって少し拍子抜けしてしまった。

　私に父の存在を隠し続けてきた母だから、父を恨んでいると思っていたが、きっとすべて記憶を失くした私のためだったのだろう。ひとりで抱えてつらい時もあっただろうに、母は偉大だと改めて感じる。

　とはいえ、やはり真実を明かすべきかかなり悩んでいたらしく、私に申し訳なさそうに謝った。

「ずっと黙っていてごめんね。教えない方が六花のためだと思っていたけど、それは間違っていたかもしれない。聖くんのことだって……」

「いいんだよ。大人になった今だから、すんなり受け入れられるんだと思うし」

　私は気にしていないことを表すように首を横に振って笑い、先ほど母に怒られて若干沈んでいる父に声をかける。

「私は、お父さんが会いに来てくれて嬉しかった。ひと目見て、私だってわかってくれたのも」

　そう伝えると父はうっすら瞳を潤ませ、感極まった声で「ありがとう」と言った。

　もう戸籍上は家族ではないけれど、私たちの関係が修復できてホッとする。新たな一歩を踏み出した私たちを、聖さん親子も穏やかに見守っていた。

　いろいろあった長い一日が終わる頃、聖さんのレジデンスで過ごすことにした私たちは、穏やかな波にたゆたうように身体を重ねて愛を確かめ合った。

　昔の記憶を思い出してからさらに彼が愛しくなって、与えられる快感もいつもとはまた違う幸福感に満ちている。

　もう絶対に離れたくない。これからもお互いに必要な存在として生きていきたいと、指も身体も絡めながら強く願った。










義兄と婚姻関係を結びます




　――聖さんと恋人関係になって、二度目の夏を迎えた。

　私は栄養士として仕事を任されていて、聖さんたちが食べるお弁当のメニューを考えるようにもなった。職場でも相変わらず大きな問題はなく、充実した日々を送っている。

　そして七月七日の七夕に、私たちは籍を入れた。義兄妹から、れっきとした夫婦になったのだ。

　同じ日に、私は純白のドレスを纏い、爽やかな緑に囲まれた教会にいる。光がいっぱいに差し込むガラス張りの開放的な空間で、一緒にバージンロードを歩くのは父だ。

　父は直前まで遠慮していたが、私にとって血を分けたたったひとりの父親だから、やっぱり一緒に歩いてほしかった。母と雅臣さんも快く了承してくれたし、家族と親しい人たちしか呼ばない少人数の式だから人目も気にしなくていいし……ということで実現したのだ。

　歩いている最中からボロボロ泣いていて、微笑ましい姿が皆の笑いを誘っていた父だったが、聖さんのそばまでやってくると必死に涙をこらえて口を開く。

「聖くん、ずっと六花を支えてくれてありがとう」

　父が感じたであろうたくさんの後悔と反省、そして感謝が今の言葉にこめられている気がして、私も涙が込み上げた。

「一生守っていきますから、安心してください」

　ライトグレーのタキシード姿も完璧な聖さんが、そう声をかけて丁寧に頭を下げる。父から聖さんの腕に手を移して見つめ合うと、ベールの向こうの彼が優しく微笑んだ。

　守られてばかりじゃなくて、私も一生聖さんを支えていきたい。そうできる妻になろうと、最愛の人に寄り添いながら誓った。




　ここは水篠リゾートが運営するリゾートホテルの中の結婚式場。披露宴会場にはガーデンがあり、自由に行き来することができる。自然を身近に感じられる軽井沢らしい式場だ。

　少人数のためアットホームな雰囲気で、食事をするのも写真を撮るのも自由。参列者ひとりひとりとしっかり話せるのも魅力的だったので、このスタイルにした。

　ちなみに、カメラのフラッシュも平気になり、前撮りも心置きなく行えてホッとしている。

　避暑地であるため、七月でも比較的涼しく過ごしやすい。会場の内外で各々が食事と談笑を楽しんでいる今、私と聖さんのところへアキちゃんと小夏がやってきた。

　アキちゃんはエレガントな五分袖のロングドレス姿。大人っぽくてとっても素敵な彼女は、私たちの写真を撮って嬉々とした声をあげる。

「Ａラインのドレス、りっちゃんに似合っててすっごいかわいい～！　ガーデンの雰囲気も相まって妖精みたい！」

「褒めすぎだよ、アキちゃん」

「いや、昌さんの言う通り」

　横から口を挟んだ聖さんが真顔で頷いていて、私は失笑した。相変わらず甘い彼に、アキちゃんは「水篠さんも王子様みたいですよ～」なんて言っている。

　しかし、私が気になるのはアキちゃんの隣でハンカチを目元に当てている小夏だ。少し長くなった髪をアップにした彼女は、うさぎみたいに目が赤くなっている。

「よかったねぇ。カテキョ時代からの恋が実ったんだもんねぇ。本当によかった～」

「ちょっと、もうそんなに酔っぱらってるの？」

　私は呆れて苦笑いした。

　彼女は一定の酒量を超えると、ある時は笑い上戸に、ある時は泣き上戸になるのだ。これは一緒にお酒を飲むようになってしばらくしてから発覚したこと。

　でも、小夏はサバサバしていても実は感受性が豊かだ。聖さんに片想いしていると思って相談していた時も、過去の事情を打ち明けた時も、小夏はいつも親身になってくれた。だからこそ感極まっているのだろう。

「小夏、大好きだよ。ありがとね」

　ちょっぴりもらい泣きしそうになりながら告げると、彼女は「ふぇ～」と情けない声をあげる。

「アキ～、男になって慰めてよ」

「アタシは高くつくよ？」

　泣きつく小夏と、その肩を抱くアキちゃんに笑っていると、今度は瀧さんがやってきた。聖さんに負けないくらいスタイルも顔もいいので、ブラックスーツ姿も当然ながらカッコいい。

　私たちに「おめでとう」と爽やかに声をかけた後、ふと気付いたようにアキちゃんをまじまじと見る。

「昌ちゃんって本当に綺麗だよね。事務所に来た時も美形だな～と思ってたけど」

　感心したような調子で率直に言う彼に、アキちゃんはぱちぱちと瞬きする。次いで頬がぽっと染まった……気がした。あれは多分チークではない。

　彼女は真面目な顔で、持っていたスマホをさっと掲げる。

「連絡先聞いてもいいですか？　個人的に」

「え」

「相談に乗ってあげたら？　個人的に」

「えぇ」

　いたずらっぽく口角を上げる聖さんが続き、瀧さんは「冗談なの？　本気なの？」と戸惑っている。楽しそうにしているアキちゃんを見ると冗談っぽいけれど、彼女にもまた好きな人ができたらいいな。

　彼らにつられたのか、今度は笑い上戸になり始めた小夏に私も笑っていると、水簾法律事務所の美女ふたり組が近づいてきた。

「六花ちゃん、おめでとう～！　ほら、霧子さんも」

「……おめでとう」

　明るい藤宮さんに背中を押され、相変わらず無愛想な碓氷さんがお祝いの言葉を発した。車で話したあの時以来あまり会うことはなかったので、いまだに敵対視されているのではと緊張が走る。

　藤宮さんは含み笑いして聖さんたちの方へ行ってしまい、残された私はどぎまぎしつつ「ありがとうございます」と返す。碓氷さんは珍しくわずかに苦笑を浮かべた。

「怯えないで。今はちゃんと祝福してるから。ただ、一年前の大人げなさを思い出して自分が嫌になってるだけ。あの時はごめんなさい」

「いえ、そんな」

　反省しているように伏し目がちに謝られ、私は慌てて手のひらを向けて振った。碓氷さんは当時を思い出すように視線を上に向ける。

「あの後先生にバッサリとフラれて、あなたたちには私なんかが入る余地なんてないくらいの絆があったんだって知った。まさか六花さんが子供の頃からの付き合いだったなんてね」

　どうやら聖さんから私たちの関係も聞いていたらしい。幼馴染と言えばそれまでだが、今も一緒にいられて、絆をさらに強くできているのは彼のおかげに他ならない。

「付き合いは長いけど、私は半分忘れてしまっていたので。変わらずそばにいてくれた聖さんがすごいんです」

　素直な気持ちを口にすると、碓氷さんが目を見張った。すると、彼女の隣に瀧さんが歩み寄り、いつの間に話を聞いていたのか穏やかな笑みを浮かべて言う。

「ずーっとひとりの女性を守り続ける男って、カッコいいよねぇ。でも、そうさせる六花ちゃんも素敵な人ってことなんだよ」

　照れながら謙遜しようとしたものの、碓氷さんが口を開き「そうですね」と同意する。その顔には、すっきりとした笑みが浮かんでいた。

　彼女を見て、瀧さんだけでなく藤宮さんも満足げにしている。

「よかったね、霧子ちゃん。仲直りしたかったんでしょ」

「はい？　別にケンカもしていませんが」

「素直じゃないですねー、霧子さんは」

　息が合った三人のやり取りに笑っていると、皆から「お幸せに」と声をかけられる。温かな気持ちに包まれる私の肩を聖さんが抱き、そろってお礼の言葉を返した。




　長いようであっという間の一日が終わり、私たちは数カ月前から一緒に暮らしているレジデンスに帰宅した。いい式にできて本当によかったけれど、さすがに疲れた。

　ドレスを脱いでシャワーを浴びると、魔法が解けたような気分になる。すっかりいつもの地味な自分に戻った私は、リビングのソファに腰を下ろしてなんとなくテレビを点けた。

　夜のニュースでは、また例の人物が取り上げられている。

『収賄疑惑が発覚してから長く裁判を続けてきた筧元衆院議員ですが、ついに懲役四年の実刑判決が確定しました。収賄だけでなく政治資金の私的流用や、公職選挙法違反の罪にも問われており……』

　……筧さん、有罪になったんだ。彼の担当弁護士だという御村さんが、父に謝罪してきたと聞いた時は驚いたな。

　なんでも父は筧さんに脅されていて、やむを得ず金銭を受け取ってしまったのだそう。それについて裁判で考慮されなかったのは自分のせいだと、御村さんは父に告白した。

　彼にも事情があったらしいが、父の刑が少しでも軽くなっていたかもしれないと思うとやっぱりやりきれない。しかし、すべてはもう終わったこと。父も今となってはどうでもいいと言っていたが、謝罪してもらえただけで少し心が軽くなったはず。

　これも、事実を知った聖さんが御村さんと話をして、彼の良心に訴えかけてくれたから。私たちのために陰でそんなことまでしてくれていたことに感謝しかない。

　筧さんには相応の罰が与えられるのだろう。父の件も含めて、悔い改めてほしい。

　リモコンを持ったままつい見入っていると、背後から聖さんにリモコンごと手を取られてプツンとテレビを消された。振り仰いだ直後、甘いキスが降ってくる。

　垂れた前髪の隙間から、情欲を孕んだ瞳が私を見つめる。

「テレビよりこっちでしょう。新婚初夜だよ」

「そうだね」

　拗ねたような彼にふふっと笑い、何度か唇を重ねて抱きしめ合った。

　結婚指輪が輝く指を絡め、寝室へ向かう。窓の外には星空が広がっていて、ベッドに入る前にひんやりした夜風が心地いいテラスに出てみた。

「さすがに天の川までは見えないけど、今夜も星が綺麗だね」

　周りに高い建物も、余計な明かりもないここの星空はとても美しい。宝石をちりばめたようだと、陳腐な表現しかできないのが悔しいが。

　吸い込まれそうな星空を見上げていると、聖さんがなにかを手にしてやってくる。

「雪乃さんからもらったものがあるんだ。今日見るのがちょうどいいと思って」

　そう言って手渡されたものは、少々古びた細長い紙が数枚。上の方に穴が開いていて、ひもを通せるようになっている。

「ん？　これ短冊？」

「そう、六花が子供の頃に書いたものだって。ずっと前に内容を聞いてはいたけど、現物をもらったのはついこの間」

「え!?」

　驚いて目を丸くしつつ手元を見下ろす。

【もっとひーくんにあえますように】

　一枚目にはそう書かれていて、思わず口元が緩んだ。自分が書いたものなのに胸がキュンとする。

「私、こんなこと書いてたんだ……。これは普通に記憶にない」

「雪乃さんもよく保管してたよな」

　うんうんと頷き、タイムカプセルを開けるみたいにワクワクしながら二枚目を見る。

【きょうだいができますように】

　その一文を目にした瞬間、ふと思い出した。私たちが義兄妹になると知った日、聖さんがたいしてショックを受けていなかったことを。

「まさか、お母さんたちが再婚する時すでにこれを知ってたとか？」

「ああ。六花の願いが叶うなと思ってたよ」

　やっぱりそうだったんだ！と、したり顔をする彼を見て呆れた笑いがこぼれた。

　確かに昔は兄妹に憧れていたとはいえ、聖さんとそうなるのは望んでいなかったんですが。

　クスクスと笑った彼は、三枚目を指差す。

「これも、いつか俺が叶えてやりたいと思っていたんだ」

【ひーくんのおよめさんになりたい】

　その願い事を見て、かあっと頬が熱くなった。まさかこんなませたことを書いていて、しかもそれを本人に知られていたなんて。

「恥ずかしすぎる……」

「でも大人になっても同じことを願ってくれたから、こうして夫婦になったんだろ」

　優しく肩を抱かれ、頬にキスをされて、胸の中が甘酸っぱさで満ちていく。私の夢がすべて叶えられているのもすごいなと感動しつつ、「そうだね」とはにかんだ。

　歳の差だとか義兄妹だとか、そういうことばかり気にしていたけれど、今となっては悩む必要はなかったかもしれないと思う。

　どう転んでも私たちは一緒になるしかなかったのだと言い切れるくらい、ずっと心は繋がっていたんだから。

　猫みたいに聖さんの胸にすり寄ると、彼が耳元で囁く。

「じゃあそろそろ、夫婦らしいことをしようか」

　甘ったるい期待を抱き、私は口元を緩めてこくりと頷いた。

　ふたり寄り添って寝室に戻る。棚の上には、母が大事にしまっていた私たちの子供の頃の写真と、家庭教師をしている最中に撮ったツーショットが飾ってある。これから結婚式の写真も並べるつもりだ。

　私たちにもまだまだ知らないことがある。彼には勉強も恋も教えてもらったけれど、幸せな家族の作り方はこれから一緒に学んでいくんだろう。

　カーテンを閉めて唇を重ね、じゃれ合いながらベッドになだれ込んだ。

　家庭教師でも、義兄妹でもない。夫婦としての秘密の時間は、ここから始まる。
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　ふたりで戯れる秋の夜、紅葉で色づいた山々のように私の肌も紅潮している。

　聖さんが「柔らかくて気持ちいい」なんて言いながら、ひとしきり揉むのを楽しんだ後は、いよいよ次の段階へ。

　熱い中で、彼のものは動かずじっとしている。焦らされているみたいでもどかしく感じていると、彼は私の顔を覗き込んで確認する。

「もっと？」

「ん……もっと」

　恥ずかしさで目を逸らしつつも、正直に答えた。熟すにはまだ早いから。これだけじゃ、足りないの。

　聖さんは私が言う通りに十分な時間をかけ、反応を楽しんでいた。それでも、終わりに近づくにつれて彼の表情にも余裕がなくなっていく。

「もう優しくできる自信ない。壊しちゃいそうだ」

「大丈夫、だから」

　ドキドキしすぎて声は詰まるし、心拍数も体温もどんどん上昇している。やめないでほしいけれど、私も限界が……。

「ああ……中から溢れてくる。すごくいいよ、六花」

　悦に入った調子のセクシーな声に昇天させられそうになり――私は我慢できず天を仰いだ。

「っ、無理！」

　突然音を上げた私を、聖さんは目をしばたたかせて見つめる。

「え、ダメなのか？　結構うまくできてると思うけど。このハンバーグ」

　私たちの手元にあるフライパンの中では、ジュウジュウと音を立てるハンバーグがいい色に焼けていた。

　聖さんが揉んでいたのはもちろんタネで、フライパンに入れたそれの焼き加減を『もっと？』と確認されただけ。壊しちゃいそうなのは私の身体じゃなく、ひっくり返そうとしていたハンバーグだし、溢れてくるのも肉汁である。

　なんらいかがわしいことはしていないのに、どうして私はエッチな方向に捉えてしまうのか……！

「ダメなのは私の脳みそです……」

「ん？」

　顔を背ける私の呟きは聞こえていないようなので、「なんでもない」と首を横に振った。不思議そうにしている彼に、妄想をかき消して何事もなかったかのごとく笑顔を向ける。

「聖さんのハンバーグ、すごく上手だよ。焼き色もいいし、形も崩れてない」

「合格？」

「うん！」

　しっかりと頷くと、彼は「よかった」と言って表情をほころばせた。

「これからもつらい時は無理しないで頼ってくれよ。俺に作れるものも増えてきたし、ちゃんと料理もするから」

　温かな声を紡ぐ聖さんは、私の大きなお腹にそっと手を当てた。彼の嬉しい気遣いに、私も破顔して「ありがとう」と感謝した。

　実は、結婚三年目となった今、聖さんとの赤ちゃんを身ごもっているのだ。早いもので、もうすぐ臨月になる。

　幸いつわりは軽い方だったので家事もそこまで困らなかったけれど、赤ちゃんが産まれたらきっとそうもいかない。私の負担を少しでも軽くしようと、安定期に入った頃から聖さんが『俺も料理をするから今のうちに教えてほしい』と申し出てくれた。

　カレーや焼きそばといった簡単なものしか作れなかった聖さんだが、もともと料理のセンスを持ち合わせていたようで、教えたらすぐに習得してしまう。地位も確立していて容姿も完璧な彼が料理までできるようになったら、スパダリすぎて非の打ちどころがない。

　そういうわけで、今夜はハンバーグの作り方を伝授していたのだ。聖さんは私のために一生懸命やってくれているのに、いかがわしい思考になっていた自分を引っ叩ぱたきたい。

　家庭教師をしてもらっていた頃みたいに妙な妄想をしてしまうのは、妊娠してからそういう行為をほとんどしていないせいなのだと思う。キスやハグは毎日していても、身体も愛されないと欲求不満になるらしい。

　赤ちゃんがいるのにやましい気持ちになっている自分に、なんだか罪悪感を覚える。でも、この子が産まれたらまた前みたいに……。

　できあがったハンバーグにソースをかけながら考えていると、ふと不安がよぎる。もし、出産したことで女として見られなくなってしまったらどうしよう、と。そういう話はよく耳にするし。

　綺麗に盛り付けたお皿を運ぼうとする旦那様を、「聖さん」と呼んで引き留める。

「赤ちゃんが産まれたら今の自分とは変わるかもしれないけど、私を好きでいてね」

　不安を溜める前に正直に口にすると、彼は一瞬キョトンとした後、ふっと口元を緩めた。

「この俺が冷めると思う？」

　愚問だよ、と言うように笑うので、私もすぐに安堵して首を横に振る。疑ったわけじゃないの、ごめんねと心の中で呟いて。

　聖さんは一旦お皿を置き、私に立てた小指を差し出す。

「いつまでも六花だけを愛すよ。信じていて」

「うん。私も」

　彼との約束は、決して破られたことはない。例外はないと信じて小指を絡め、微笑み合ってキスを交わした。




　翌日は三十四週の妊婦検診を受けるため、仕事が休みの聖さんと一緒に産婦人科へやってきた。時間が合う時は、こうして一緒に赤ちゃんの様子を見ている。父親教室にも参加してくれたし、ふたりで親になるんだという意識が持ててとても心強い。

　今日の検査でも大きな異常はなく、パパが一緒に来たおかげか珍しくエコーで顔も見せてくれた。性別は女の子の可能性が高いと聞いているので、なんとなくおしとやかそうに見え、聖さんも感動した様子で「かわいい」を連呼していた。

　検診の後は、広い池がある公園へ寄ることにした。妊娠後期の今、定番のデートはもっぱらこうして散歩すること。

　綺麗な紅葉と、活火山である浅間山を眺めながら池のほとりを歩き、遊具がある広場のベンチに座ってひと休みする。お腹の中が静かなので、赤ちゃんも気持ちよく眠っているのだろう。

　すると、トコトコと走ってきた女の子が私たちの目の前で足を止めた。小学二年生くらいの髪の長い彼女が、くるっと後ろを振り返る。

「おにいちゃん、はやくー」

「ちょっと待って。これ落ちたよ」

　小さなうさぎのキーホルダーを拾った六年生くらいの男の子が駆け寄り、女の子のバッグに付け直してあげている。

　女の子はにこっと笑って「ありがと」と言い、優しそうなお兄ちゃんと手を繋いでブランコの方へ向かった。

　ほっこりする場面を見て、私の胸がきゅーんと鳴いている。

「かわいい兄妹……尊い」

「なんだか昔の俺たちを見てるみたいだ」

　聖さんも微笑ましいふたりを眺めて言い、私もふふっと笑って頷いた。そして、ふっくらとしたお腹をそっと撫でる。

「いつかこの子もお姉ちゃんにしてあげたいな。気が早すぎるけど」

「俺もそう思うよ。皆で賑やかに楽しく暮らしたいっていう、あの時言ってた父さんたちの気持ちが今はよくわかる」

　聖さんの言葉には私も同感だ。親の気持ちは、自分も同じ立場になって初めてちゃんと理解できるものなんだとつくづく思う。

　両親も妊娠を報告したら大喜びで、孫ができることを心待ちにしている。産まれたら、しばらくはまたあの別荘で過ごさせてもらうつもりだ。

　お腹を撫でる私の手に、聖さんも自分の手を重ねて言う。

「自分の子に愛情が湧くのは当然だけど、血の繋がりがない他人を愛して家族になるって、よく考えればすごいことなんだろうな」

「ほんとだね」

　ずっと一緒にいたいと思い合える人に出会えただけで奇跡なんだろう。そこから生まれる新しい命もまた奇跡。この世界には素敵な愛が満ち溢れているんだ。

　その時、突然女の子の泣き声が聞こえてきてハッとした。ふたりで声のする方を見やると、さっきの女の子が泣いている。そのすぐそばで、彼女のお兄ちゃんともうひとりの男の子が言い合いをしているようだ。

「ふざけんなよ。お前の妹が壊したんだろ」

「絶対違うから。人のせいにするな」

　なにやら険悪な雰囲気に、私は眉根を寄せる。

「どうしたんだろう。ケンカかな」

「ああ……。六花、ちょっとここで待ってて」

「えっ？」

　すっと腰を上げた聖さんを振り仰ぐと、彼は「仲裁は得意だから」と自信ありげに口角を上げた。もしかして、あの子たちの問題を解決しようとしているの？

　見ず知らずの子供たちの中に平然と入っていく彼を呆気に取られて見つめていると、逆の方から「あれっ、六花ちゃん」という声が聞こえてきた。

　振り向いた先には、カジュアルな私服姿の瀧さんが笑顔で立っている。

「やっぱり。久しぶり」

「瀧さん！　こんにちは……って」

　彼は四歳くらいの男の子と手を繋いでいて、思わず凝視してしまった。

　瀧さんも数カ月前に結婚したのだけど、子供はまだいないはず。この子はいったい……と首を傾げると、彼はニッと口の両端を持ち上げる。

「ああ、かわいいでしょ。これは俺の子」

「えっ!?」

「じゃなくて、姉貴の子。今日は子守り頼まれてるんだよ。びっくりした？」

「なんだ、びっくりしましたよ！　隠し子かと……」

　口元に手を当てる私に、瀧さんはおかしそうに笑った。そして「赤ちゃん、順調そうだね」と私を気遣い、ぐるっと辺りを見回す。

「聖は？」

「今、ケンカの仲裁に入ってます」

「またやってるんだ。あいつ、争い事を見ると放っておけないタチなんだよなぁ」

　男の子たちの間でなにか話している彼を指差すと、瀧さんは和やかにそう言った。

　甥っ子くんは近くの砂場で遊び始め、瀧さんはその様子と聖さんを交互に眺めながら私の隣に座る。

「ねえ、聖が弁護士を目指すようになった理由は知ってる？」

　ふいに問いかけられ、私は秋晴れの空に目線を浮かせて考える。

「雅臣さんの会社でたまに起こるトラブルを聞いていて、自分が解決できるようになりたいと思ったから、だったかな。確かずっと前にそう言っていましたよ」

「そっか。それもあるんだろうけど、俺が聞いたきっかけは別のことだったんだよね」

　意外な発言に、私はキョトンとした。瀧さんは意味深な笑みを浮かべて話し出す。

「昔、聖が仲よくしてた女の子が友達とトラブルになったらしいんだ。その子は学校で落とし物を拾って届けようとしただけなのに、盗んだって疑われて悲しい思いをしたって」

　昔仲よくしていた女の子って……私？　いやでも、盗んだと疑われた出来事なんて記憶にない。聖さんと仲のよかった女の子なんて他にもたくさんいるだろうし、そもそもその子の歳もわからない。自意識過剰だ。

　自分に呆れる私の隣で、瀧さんは続ける。

「その時はクラスメイトが味方になってくれたみたいだけど、聖は『自分が助けてやりたかった』って悔しくなったんだってさ。将来、困っている人を助けられるようになりたいっていう目標ができたのは、その出来事がきっかけだったはずだよ」

「そうだったんですか」

　それは初耳で、頷きながらもわずかに胸がもやっとした。

　聖さんが弁護士を志したのはおそらく高校時代だろうし、そんな過去を気にする必要はないのに……彼に影響を与えた女の子がいると思うと、ちょっとだけ嫉妬心が芽を出してしまう。しかも内緒にされていたし。

　無意識にしかめっ面をする私を見て、瀧さんはふっと口元をほころばせる。

「覚えてないか、六花ちゃんは。その頃は小学一年生くらいだろうし」

「……えっ」

「当時は正義感からくるものだったんだろうけど、〝守りたい〟っていうのは一種の愛だと思うんだよね。聖も大人になってそれに気付いたから、なんとなく気恥ずかしくて内緒にしてたんじゃないかな」

　私はぽかんとした後、じわじわと頬が火照ってきてゆっくり俯いた。瀧さんがクスクスと笑っている。

　やっぱり私だったの？　まさか将来の夢にまで私が絡んでいたとは。どんだけ一途なのよ、聖さん。

　嬉しさで密かに悶えていると、聖さんがこちらへ戻ってきた。腰を上げた瀧さんが片手を上げる。

「よっ、聖」

「なんで瀧が……ああ、子守りか」

　聖さんは落ち葉を集めて遊んでいる甥っ子くんに気付き、「こんにちは」と挨拶して頭を撫でた。その微笑ましい姿に愛しさを膨らませつつ問いかける。

「男の子たちの問題は解決したの？」

「ああ。単純な思い込みで、あの女の子が濡れ衣を着せられそうになっていたらしい。もう大丈夫だよ」

　彼の言う通り男の子たちは和解したようで、すでに一緒に遊んでいた。切り替えの早い子供たちにホッとしていると、瀧さんがニヤリと口角を上げる。

「へえ。困っている人を助けられるようになってよかったな、聖」

　わざとらしく言われてキョトンとした聖さんは、ピンときたようにぱっと私に目線を向けた。目が合った瞬間、彼の頬がうっすら赤くなったように見えて、再び胸がキュンとする。

「瀧。お前、六花になにか言った？」

「なにかって？」

「しらばっくれるなよ。この口軽弁護士め……」

「証拠がないのに疑っちゃダメですよー」

　あれこれ言い合うふたりだけれど、仲がいいのは伝わってくる。照れている聖さんを見るのもレアだし、私はこっそり瀧さんに感謝してしまう。

　私もゆっくり腰を上げ、旦那様の手を取る。

「聖さん、大好き」

　にっこり笑って告白すると、ムスッとしていた彼の顔が一気に緩む。ニンマリとする瀧さんに見られているにもかかわらず、彼は甘やかすように私の頭を撫でた。




　――それから約一カ月後、晩秋の朝方に元気な女の子が産まれてきてくれた。

　名前は夕ゆう緋ひ。彼女が産まれたこの日は、燃えるような緋色の夕日がすごく綺麗だった。わが子を抱いてその景色を見ていたら突然この名前が浮かび、聖さんも気に入ってくれたので、いろいろと挙げていた候補を差し置いて決定したのだ。

　くりっとした瞳も、小さな鼻と口も全部が愛らしい。とってもとってもかわいい、私たちの天使だ。

　聖さんが初めて夕緋を抱いた時、涙ぐむ彼を見てもらい泣きしてしまったあの日がすでに懐かしく感じる。初めての育児に奮闘しているうちに、あっという間に三カ月が経っていた。

　最初は別荘で母に手伝ってもらっていたが、一カ月検診を終えてからはレジデンスに戻ってきた。家族三人の生活に、今ようやく慣れてきたところ。

　アキちゃんも就職を機に軽井沢に帰ってきたので、小夏と一緒に頻繁に会いに来てくれる。皆にかわいがられて、夕緋はすくすくと育っている。

　今日は、夕飯作りから片付けまで聖さんがやってくれた。ありがたく思いながら夕緋の授乳をして、ベビーベッドに寝かせたところで彼が寝室に入ってきた。

　一緒に最愛の娘を覗き込み、そのかわいさにふたりして表情がとろける。

「今日はご機嫌だな」

「うん、もう少ししたら寝てくれると思う。ご飯の片付けまでありがとね。聖さんが作ったしょうが焼き美味しかった～」

「お気に召してなによりです」

　感謝しきりの私を見て、聖さんも嬉しそうにしている。ところが、徐々に彼の瞳に情熱の色が濃くなったかと思うと、背後からそっと抱きしめられた。

「……そろそろ六花も味わいたい」

　久しぶりに恋人の頃のような甘い声で囁かれ、心臓が大きく揺れる。

　出産前はあんなに妄想していたのに、産後はやはり余裕がなくてまったく考えられなかった。でも今は、聖さんに求められるのが素直に嬉しいと感じる。今夜は夫婦ふたりの時間を過ごしたい。

　回された腕に手を重ね、照れながら「いいよ」と答える。目を見合わせるとお互いに笑みがこぼれ、どちらからともなく唇を寄せた。

　聖さんは「ふたりとも愛しくてたまらないな」と甘く呟き、私の腰を抱いたままもう片方の手をベビーベッドへと伸ばす。

「ママも夕緋も、俺が守っていくから。元気に育って、幸せに生きてくれよ」

　そう言って彼が差し出した小指を、小さな手が約束するかのように掴んだ。私たちにも満面の笑みが広がる。

　私も約束する。この溢れんばかりの幸せをいつまでも絶やしはしないと、結ばれたふたりの手を見て誓った。




Ｅｎｄ










あとがき




　本作をお読みくださった皆様、ありがとうございます！　葉月りゅうです。

　今回は義兄妹だけでなく、家庭教師や歳の差など、禁断っぽいワードをこれでもかと詰め込んでみました。妄想力の逞しい六花と同じく、私もこれらの関係性に萌えてしまう人間のひとりです。

　弁護士ヒーローも初めてだったので手探り状態で書いていました。とにかく溺愛甘々にしたかった聖さんですが、ずっと一途に六花だけを想い守ってきた、神のようなキャラになりました（笑）こんなお兄ちゃんが欲しかった……。あと、アキちゃんのような友達も！　仲よくなったら絶対楽しいはず。

　政治関係は苦手なくせに、収賄事件なんて絡ませてしまってちょっと後悔しましたが、自作の中では新鮮味のあるお話にできたかなと思っています。

　舞台を軽井沢にしたのも新しい試みでした。都会じゃないとなんとなく作品もあか抜けないような気がしていたのですが、別荘地の軽井沢だったら優雅な雰囲気が出せるかなと思ったわけです。

　作品に登場する教会やアウトレット、銀座通りは実在する名所です。生島足島神社は軽井沢ではありませんが、実際にパワースポットだと言われていますのでお近くに来た際はぜひ寄ってみてください。長野は田舎だけど空気も星も綺麗ですし、素敵な場所もたくさんありますよ～。




　最後に、義兄妹モノを書くきっかけをくださった担当の野島様、編集協力の鈴木様、制作に携わってくださった皆様に感謝いたします。

　サマミヤアカザ先生、ふたりの秘密の時間を素敵なイラストにしてくださり、ありがとうございました！　雰囲気のある美しい絵、眺めるたびうっとりしています。

　そして、ここまでお読みくださった読者の皆様、重ね重ねありがとうございます。最近はいろいろなところで感想をいただく機会が増え、とても励みになっております。

　これからも読んでよかったと感じていただけるような作品を生み出すべく精進していきますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします！




葉は月づきりゅう
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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義兄の純愛


～初めての恋もカラダも、エリート弁護士に教えられました～







発　行　２０２２年４月10日　初版第１刷発行

著　者　葉月りゅう

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Ryu Haduki 2022




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		義兄の純愛～初めての恋もカラダも、エリート弁護士に教えられました～



		恋人関係への昇格を要求します



		愛の告白は取り下げます



		その縁談は差し支えます



		突然の告白にはしかるべき対処を



		あなたのかわいさは罪深い



		一途な想いは却下できません



		甘すぎる一夜は合意の上です



		衝撃の事実については黙秘権を行使します



		最愛の恋人のため尽力します



		一生変わらぬ愛を請求します



		義兄と婚姻関係を結びます



		特別書き下ろし番外編



		誰にも幸せになる権利があります



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg
W

T_lJlklﬂu#_u._._Kﬁébﬂ&Lk &

¥ W





item/image/voicejisyakou.jpg
INSYA b - - /
& oA E A

[\ &

il
B
=}
ol

MEEERDPITLI1
EHOTEET! vy ears

2018%2A8 L9 IHIBRYY — 2! R 315 BI2
VT e @ .................... \ “7!%/

g App Store
@ 500






